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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　世界は謎に満ちている。

　地の果て、海の底、空の彼方かなた。ジャングルの奥、遺跡の宝物庫、大河の源流。いや、そこまでいかなくても隣町の廃はい墟きよ、裏山の洞窟、校舎の奥の開かずの扉に至るまで、世界のあちこちに未知・未開の場所が存在している。

　さて問題。なんの情報もない土地が目の前に広がった時、人はどうする？

　遮二無二突き進む？　警戒して引き下がる？　一旦立ち止まって次のプランを練る？

　まぁ色々な考え方はあるけど、ボクらの答えはただ一つ。

『地図を作る』だ。

　──。

「大通り沿いの商店街、緑と赤の看板。うん、情報と合ってる。ここが境界線だ」

〈炬こ燵たつ〉が双眼鏡の倍率を調整しながら報告する。

　高校生にしては大柄な身体からだを並木の陰からはみ出させている。開かい襟きんシャツにネッカチーフ、ブッシュパンツとつば広ハット。標準的な探索班のユニフォームがひどく窮屈そうだ。身長は百八十以上、顔もごついし威圧感バリバリだけど、性格は穏やかだ。ひょっとするとチームで一番癒やし系かもしれない。今もゆったりとした口調を崩していない。

　すごいなと思う。

　境界まで来ているのに。未踏の土地を前にしているのに。

「ミサキはいないね。障害物も少ないし落ち着いて作業できそう。測量道具、出しとく？」

　手元の地図を見ながら確認してくる。ボクは「ああ」とうなずいた。

「そうだね。ここを基準点にしようか。荷物を広げて、計測計画を立てよう」

「はぁあ、やっと下ろせるぅ」

〈鳥とり籠かご〉が満杯のリュックを置く。長なが靴くつ下したの足を折り曲げてサイドテールの髪を背中に流した。小動物めいた顔がくしゃりと歪ゆがむ。

「肩凝っちゃったよ。リーダー、慎重すぎ。レベル２のエリアなんか走って突っ切ればいいのに」

「まったくだぜ。ちょっと寄り道しただけでガミガミ言いやがって、幼稚園の遠足じゃねぇんだぞ。過保護すぎだっつーの」

〈角かく砂ざ糖とう〉がライフルで肩を叩たたく。

　武器をぞんざいに扱うな、といつもなら注意するところだけど、今はやめておく。朝早くから行軍してきて、みんな、疲れがたまっている。特に〈鳥とり籠かご〉と〈角かく砂ざ糖とう〉は説教を嫌うタイプだ。ここでたしなめるのは逆効果だろう。

「うん、少し用心しすぎたかな。色々他チームの話とか聞いて心配性になっていたかも。ごめん。余計な気遣いさせた」

　素直に謝ると〈角かく砂ざ糖とう〉は決まり悪げな顔となる。そこまで言わせるつもりはなかったのにという様子。そう、基本的に口が悪いだけで根は善人なのだ。かといって振り上げた拳も下ろせない。どうしたらいいか迷う彼にボブカットの女の子が助け船を出す。

「白地図、出そっか。〈鳥とり籠かご〉、場所空けて」

　涼しげな目元。ツンと上を向いた鼻。桜の花びらを置いたような唇。品がよくて、それでいて快活な感じ。凜りんとしたたたずまいが威圧的でも嫌味でもない。

〈長なが靴ぐつ〉だ。空気を読んで動くのはさすがサブリーダー。同じ年頃の女の子でも〈鳥とり籠かご〉とは随分、立ち居振る舞いが違う。〈鳥とり籠かご〉が飛びすさるのにあわせて、絨じゆう毯たんほどもありそうな地図を器用に展開した。

　ボクはみんなを手招きして紙面をのぞきこんだ。

「今ボクらが進んできたのが〈レ‐２〉街区。で、ここが現在地点。18番通り沿いに境界線が走ってて西側が未探索エリア」

　白地図の空白部分を示す。道沿いの何ヶ所かに目印の建物がプロットされているけど、基本的には無地のカンバスだ。何もない。ボクらの知識の外の領域。

「探索の選択肢は二つ、一つは大通り沿いに向こうの街区を一ブロックずつ見て回る。危なくなったらすぐ戻れるし、探索時間ギリギリまで測量を続けられる」

「でも境界エリアの地図じゃ、いくら作っても大したポイントにならないよね？」

〈炬こ燵たつ〉がゆったりした口調で指摘する。ボクは「うん」とうなずいた。

「半日かけて二百ポイントってところかな。悪くないけど、ここまで来る手間を考えるとちょっと割が合わない。で、もう一つのプラン」

　商店街の脇道を示す。奥に向かってぐっと指を滑らせた。

「ここから西方向に一キロ、押し入る。注意レベル４のエリアだけど他チームの情報だと、あんまりミサキも出てこないらしい。連中の縄張りの境目になってるみたいでさ」

「へぇ」

〈角かく砂ざ糖とう〉が口角を持ち上げる。

「いいじゃねぇか。そこの地図は、どんくらいのポイントになるんだ」

「五百は堅い」

「一人当たり八十ポイントってところか」

　口笛を吹く〈角かく砂ざ糖とう〉の脇腹を〈鳥とり籠かご〉が小突いた。

「カクちゃんは測量しないんだから、もっと少ないでしょー。ただでさえミサキ倒した時のポイント、多めに持ってってるんだし。オレは武闘派だーとか言って」

「細けぇこと言うなよ。おまえらが安心して地図作れるのは、オレの護衛のおかげだぜ。背中を気にせず作業できるって幸せだぞ」

「測量スキル磨かなくても、探索班にいられるって幸せだよねー。本当、カクちゃんはリーダーに感謝するべきだよ。拾ってくれてありがとーって」

「なんだと、このチンチクリン」

「いーっ、だ。ごうつくばり」

「はいはい、二人ともそこまで」

〈長なが靴ぐつ〉が手を叩たたく。「で」とメンバーを見渡した。

「どうする？　私はプラン２でいいと思うけど」

〈炬こ燵たつ〉がゆっくりと手を挙げた。

「ボクも奥に行くでいいよ。ローリスク・ミドルリターンって感じだし」

「〈鳥とり籠かご〉、賛成ー」

「オレの答えは聞くまでもないだろ。早く行こうぜ」

〈角かく砂ざ糖とう〉の催促にほっとする。よかった、意見がまとまった。たとえ個人的に最善と思っていても、みんなの協力なしじゃ進めない。チームというのは全員が同じ方向を向いているからチームなのだ。メンバー個々がバラバラの方角を目指していたら、自由行動と大差ない。

「じゃあ」と結論を出しかけた時だった。

「ボクは反対だ」

　今まで一度も喋しやべっていなかったメンバーが口を開く。

　場の熱が一気に冷めた。苛いら立だたしげな視線が集まる。陰気な目をした少年、チーム〈スタッカート〉最後の一人、〈貝かい殻がら〉に。

「今の戦力じゃ、あのエリアを探るのは厳しい。今回は境界線付近を探索して、奥を探るのは次回、他チームと共同にするべきだ」

「おうおう、オレの護衛じゃ不足だって言うのかよ」

　食ってかかる〈角かく砂ざ糖とう〉を〈長なが靴ぐつ〉が押おし止とどめる。無表情な〈貝かい殻がら〉を見下ろした。

「えっと、さっきのリーダーの話、聞いてなかった？　今から目指すところはほとんどミサキが出ないって」

「それは午前と夕方、一部時間帯の話だ。今は逆にエンカウント率が上がる頃だよ。多分、活動時間の異なる複数のミサキが縄張りを重ねているんだと思う。起床と睡眠のタイミングでミサキの往来が激しくなる。その時間帯に入りこむのは自殺行為だ」

「そんな情報、どこで仕入れたの」

「他チームの探索レポート」

「この場所は危険だって？　そう書いてあったの？」

　だったら執行部経由で注意喚起が流れるはず、〈長なが靴ぐつ〉の顔は怪け訝げんそうだったが、

「いや、直接は書いてない。ただ二十レポートくらい突き合わせて、エンカウントの回数と時刻を集計した」

「はぁ？」

〈角かく砂ざ糖とう〉が顔を突き出す。

「待てよ。今日ここを目指そうって決めたの出発の三十分前だろ。そこから他チームのレポート読みこんで分析したってか？　適当なこと言ってんじゃねぇぞ」

「事実だから」

　そういえば確かに出立前、〈貝かい殻がら〉は何かの資料を確認していた。探索の準備も手伝わずに困った奴やつだなと思っていたけど、まさかあれが？

　いや、無茶だろ。一レポートざっと読みこむだけでも十分以上かかる。それを二十本も、おまけに情報の集計・分析までして。

「つまり想像ってことでしょー。行きたくないから適当な理由でっちあげましたーって」

〈鳥とり籠かご〉の声には険があった。もともと〈貝かい殻がら〉のことをあまり気に入っていない彼女だ。きつい視線で足をバタバタさせる。

「他チームのレポートだーって言えば、この場じゃ確認できないもんね。議論している間にどんどん時間も過ぎていくし。ずるい感じー」

「〈鳥とり籠かご〉、そういう言い方はよくないよ」

　注意する〈炬こ燵たつ〉の声もどこかためらいがちだ。気のいい彼をしても〈貝かい殻がら〉の言動は引っかかるらしい。当然だろう、チームを組んで一月以上になるけど〈貝かい殻がら〉から出てくるのは後ろ向きな言葉ばかりだ。みんなの気持ちが盛り上がった、絶妙のタイミングで水を差してくる。そこは危険、あっちは危ない、こっちはやばい、早く帰ろう、なんて感じで。

　何もできなくなる。

　最初の方こそボクらも真面目に聞いていたけど、やがて受け流し始めた。警告されても「あーそうなんだ」ですますようになった。で、特に今まで問題は起きていない。チーム〈スタッカート〉は今日も元気に探索を続けている。そもそもボク自身、かなり慎重派だし、冒険するにしても日常プラスアルファのリスクしか冒さない。それもだめだと言われると正直困ってしまう。

　要するに〈貝かい殻がら〉は心配性なんだろう。物事の悪い面ばかり気になって、ささいな危険に過敏になる。探索班には不向きなタイプだ。

「リーダー、どうする？」

〈長なが靴ぐつ〉が話を振ってくる。メンバーの顔には強い不満が表れていた。これ以上、もたもたしていると爆発しそうだ。

「ううん」

　全員一致がチーム行動の基本ではあるけれど。

　ちらりと〈貝かい殻がら〉を見る。問題児は陰気に押し黙っていた。落としどころを出してくれそうな気配は微み塵じんもない。

（仕方ないか）

「奥に進もう。ただ探索の方法を工夫する。全員で一斉に進むんじゃなくて、斥候と測量隊に分ける。斥候隊が危ないと判断したら即合図、撤退する」

「何人斥候に出すの？」

「三人。測量は残った三人でやる」

「それ、すっごく効率悪くない？」

〈鳥とり籠かご〉が唇を尖とがらせた。

「一区画測るのに一時間くらいかかりそう」

「うん、でも安全を見ると一人二人の偵察じゃ足りないと思う。なるべくたくさんの目で周囲を見張っておかないと」

「でも」

「いいじゃねぇか。もうそれでまとまるなら、ほら〈貝かい殻がら〉、これならいいだろ？」

〈角かく砂ざ糖とう〉の問いに、だけど〈貝かい殻がら〉は首を傾かしげた。何を考えているか分からない顔のまま、視線を返す。

「ボクは大通り沿いを探索するべきだと思う」

「がぁっ！」

　吠ほえんばかりの勢いで〈角かく砂ざ糖とう〉が天を仰ぐ。〈貝かい殻がら〉はまだ何か言おうとしたけど、ボクは先に手を挙げた。

「議論は終わりだ。さっき言ったプランで決まりにする。〈貝かい殻がら〉、言いたいことは色々あるだろうけど今回は従ってくれ」

「だけど」

「言ったはずだよ。議論は終わりだって」

　目線を外して他のメンバーに向き直る。〈炬こ燵たつ〉、〈角かく砂ざ糖とう〉、〈鳥とり籠かご〉と順々に名前を呼んだ。

「君ら三人が斥候隊だ。測量隊との間隔は百メートル以上空けて、お互いの連絡は無線機で取る。やばい時はメーデーで緊急信号。チャンネルは六番」

「測量、そいつにやらせるのかよ」

〈角かく砂ざ糖とう〉の懸け念ねんは分かる。ただでさえ地図作りの手が減っているのに、やる気のない人を加えて大丈夫なのか心配しているのだろう。手間取れば手間取った分、できあがる地図は減り、報酬ポイントが下がる。全員の損失だ。

　でも。

「議論は終わりって話だったよね。大丈夫、三人で協力してやるから」

〈長なが靴ぐつ〉がウィンクする。〈角かく砂ざ糖とう〉は首を振りつつも荷物を持ち上げた。〈鳥とり籠かご〉と〈炬こ燵たつ〉もあとに続く。

「あの二人と〈貝かい殻がら〉を一緒にはできないもんね」

〈長なが靴ぐつ〉が耳元で囁ささやいてくる。こっちの意図は悟られていたらしい。ボクは一言「悪い」と返した。まったく、彼女には助けられてばかりだ。

　溜ため息いきを一回、気持ちを立て直す。

「じゃあ出発だ。みんな、よき探索を」




　大通りの向こうに低層の町並みが浮かび上がっている。

　素朴な風景は道のこちら側と大差ない。商店に家屋、駐車場、自販機。広い空を横切る電線。ぼんやり歩いているとエリアが切り替わったことにさえ気づかないだろう。だけど、執行部発行の地図には確かに未探索区域の注意書きがある。詳細不明、注意レベル４／10（中級以上の探索班での行動を推奨）。

　無人の道路はどこまでも延びて彼方かなたの町並みに溶けこんでいる。行き交う車はゼロで物音一つしない。時が止まったような静寂の中、ボクらは作業を開始する。

　三脚にポケットコンパスを設置、ポールとロープを使って距離・角度を求める。白板で計算した値を白地図に転記していく。地味だけど胸躍る作業だ。未知の土地をこの手で切り開く感じ。まさに探索班の醍だい醐ご味みといったところか。

「Ｔ２オッケー、〈貝かい殻がら〉、次Ｔ３行こう」

　ポケットコンパスから目を離して〈長なが靴ぐつ〉が合図する。〈貝かい殻がら〉はポールを持ったまま、のそのそと移動していった。覇気はないけど、かといって反抗的でもない。決められたことを最小限の労力でこなしている様子だ。

　今の状況をどうとらえているのか、ボクらにどんな感情を抱いているか、外見だけではうかがい知れない。ただ逆の立場ならあまり面白くないだろうことは想像できた。

「無理矢理結論出したこと、後悔してるの？」

〈長なが靴ぐつ〉の声が降ってくる。白地図に膝を突いた姿勢でボクは「ん」と視線を持ち上げた。

「そんな顔してた？」

「うん。鞄かばん開けたら『うわ、ペットボトルの蓋閉め忘れてた！　水浸し！』的な顔」

「なんだよそれ」

　苦笑いしつつペンを置いた。

「まぁでも、やり方間違ったなとは思うよ。本当はさ、道沿いを探索するでもよかったんだ。みんなが納得して決めたのならローリスクローリターンでもいいって。ただ、あんな訊きき方したらもう選べないだろう？」

「そう？　普通に選択肢出してたじゃん」

「メリットとデメリットの出し方が平等じゃない。明らかに案２の方がいいって感じで質問してた。しかもリーダーの立場の人間がだ。君もそう思ったから案２を推したんだろう？」

「んー、まぁ、否定はできないかも」

「どっちでもいいと思ってたなら、公平に選択肢を並べるべきだった。そうすれば最初に〈貝かい殻がら〉が案１を推せたかもしれない。〈角かく砂ざ糖とう〉の反応も変わってきたはずだ」

「ううん」

〈長なが靴ぐつ〉は肩をすくめた。

「結果論だよね。〈貝かい殻がら〉がどのタイミングで意見を言うかなんて誰にも分からないわけだし。最初にあのレポートの分析を聞かされても『はぁ？』と思っただろうし」

「でもさ」

「ストップ」

〈長なが靴ぐつ〉は人差し指をボクの唇の前に立てた。

「よそうよ。答えはもう出ちゃったんだし。今後悔したら賛成してくれた人ひと達たちの気持ちも踏みにじることになるよ。大丈夫、リーダーはよくやってる。私が保証するよ」

「そうかな」

「そうそう。ほら、作業に集中しよう。成果不足だと〈角かく砂ざ糖とう〉に怒られちゃうよ」

　確かに。

　うじうじ悩んで効率が悪くなったら、なんのためにリスキーなプランを選んだか分からなくなる。打ち上げに使えるポイントも随分寂しくなるだろう。祝勝会のメニューがうどん一杯とか、ううん、考えるだけでも恐ろしい。

　そう、ボクらがこうして未踏の地を進むのは、フロンティアスピリットはもちろん、ポイント獲得のインセンティブがあるからだ。うまいものを食べて、新しい装備を買って、生活水準を上げていく。皆の期待を裏切るわけにはいかない。

　白地図を取り上げる。三脚片手の作業に四苦八苦していると無線が鳴った。

『〈炬こ燵たつ〉より測量隊へ。どうぞ』

「こちらリーダー、感度良好、どうぞ」

　ノイズ混じりの声が響く。

『〈炬こ燵たつ〉よりリーダー。斥候隊は〈セ‐５〉エリアに到着したよ。進路クリア、25番地までは進んでもらってＯＫ』

「了解。通り沿いはそろそろ測量し終えるから先に進むよ。何かあったらすぐ連絡して。オーバー」

　無線機をポーチに入れて顔を上げる。

「ここはもういいだろう。残りは余裕があったら帰りにみんなでやる感じで。とりあえず奥に進もう」

〈貝かい殻がら〉は何も言わなかった。素直に道具をまとめて出発準備にかかる。

　路地に入った。どこからか鳥の声が聞こえてくる。ミサキではない。吹き抜ける風が雑草をさわさわと揺らした。

　両脇は建物が立ち並び見通しが悪い。安全だと分かっていても、ついつい視線を巡らしてしまう。左右、上空、前後、もう一度右左。

「ドアはやっぱり開いてないね」

〈長なが靴ぐつ〉が人家の玄関を確かめている。今までのエリアと同じだ。市街地の建造物は大半が施せ錠じようされている。かといって中に誰かが立てこもっているわけでもない。昔、探索班総出で近隣家屋の扉を壊しまくったけど、価値のあるものはゼロだった。以来、特に用がない限り、あえて建物の中は調べていない。もちろん、扉自体が開いていれば話は別だけど。

「測量しよう」

　ロープを取り出して促す。片づけたり広げたりで忙しいが、少人数で動いている以上仕方ない。〈長なが靴ぐつ〉が手て際ぎわよく基準点からの距離を計測した。白地図に新たな土地の情報が書きこまれる。

　無線も特になかったから、作業に集中できた。気づけば三十分ほど過ぎている。大通りからの距離も二ブロックを越えていた。

　そろそろ斥候隊に連絡しようか、状況確認して、今後の動き方を相談してと思った時だった。

「あれ？」

〈長なが靴ぐつ〉が立ち止まる。大きな目がぱちくりとまたたかれた。

　視線の先に平屋の建物がある。三さん叉さ路ろの角に隠れていたせいで気づかなかった。青と白の看板が空に浮かび上がっている。商店だ。

　たたずまいはどうということもない。踏破済みのエリアでもよく見かける作りだ。

　ただ、灯あかりがついている。

　軒先の非常灯がくるくる回っていた。

「誰かいる？」

　別のチームが？　まさか、そんな探索計画、出ていなかった。

「ミサキかな」

〈長なが靴ぐつ〉がかすれ声でつぶやく。ボクは「いや」と首を振った。

「だったら斥候隊が気づくはずだ。というかなんの警告も来ていない以上、〈炬こ燵たつ〉達たちが通り過ぎてから点ついたと考えるべきだ。ちょうど今さっき、何かのきっかけで」

「何かって何」

「分からない。確かめてみないと」

　奥へ進むにあたって不確定要素は潰しておきたい。場合によっては、こちらから斥候に撤退を指示する必要もある。

「〈長なが靴ぐつ〉、ついてきて。〈貝かい殻がら〉は残って周辺警戒。何かあったら無線で連絡」

「了解」

「測量道具は置いていくね」

〈長なが靴ぐつ〉がナイフとマグライトを手に取る。ボクはハンドガンとバールを装備に選んだ。

　警戒しながら店舗への距離を詰めていく。灯あかりはまだついていた。暗い店内に人の気配はない。赤い光がたまに内装を照らしては消えていく。

　なるべく塀沿いに移動して目的地へたどりついた。ガラス扉の奥をのぞきこむ。

「誰もいないな」

「中、照らしてみる？」

「うん」

　強烈なマグライトの光が店内を貫いた。左右になでるように光輪が移動する。だが浮かび上がるのは殺風景な商品棚やカウンターばかりだ。

「扉を開けよう」

　バールの先端を自動ドアの隙間にねじこむ。そのまま梃て子この原理で力をこめた。何度か勢いをつけるとガキっと鍵の壊れる音がした。滑るようにドアが開いていく。

　舞い上がる埃ほこりを陽光がとらえた。最後にもう一度、周囲を確認してから中に入る。冷えた空気が鼻孔を刺激した。むずむずするのをこらえて視線を凝らす。慎重にハンドガンの安全装置を外した。

　商品棚の陰を一列ずつ見ていく。

　いつどこから何が飛び出してきてもいいように〈長なが靴ぐつ〉と死角を補い合って進んだ。

　一列目、二列目、三列目。

　何もない。バックヤードやトイレをのぞいてみたが怪しいものはなかった。

　だとしたらあと確認するべきところは、

「カウンターの中を見る」

　レジの脇に店員向けの入り口がある。簡素なスイングドアだから入るの自体、どうってことはない。ただここに異常の元凶があるかもと思うと足がすくんだ。

　ええい、しっかりしろ、リーダー。勇気を出してほら、ワン、ツー、スリー──

　にゃー。

「ひゃぁあ!?」

　尻餅をついたボクの横を黒い塊が通り過ぎていく。ゴムまりのように床を跳ねた挙げ句に、〈長なが靴ぐつ〉の胸元に収まった。

　にゃあ。

「あらあらあら」

〈長なが靴ぐつ〉が目を丸くする。抱えこむような体勢で腕の中の物体を見下ろした。

「君かぁ、いたずら者は」

　目つきの悪い三毛猫が喉を鳴らす。しゃがみこむボクを見下すようにひげをひくつかせた。

「どこかから忍びこんで、非常ボタン押しちゃったのかな？　まったく、だめだぞ。人騒がせなー」

　責めるような言葉と裏腹に〈長なが靴ぐつ〉の手つきは優しかった。首回りをなでられると猫は気持ちよさそうに目を閉じる。すっかり相手を弛し緩かんさせてから〈長なが靴ぐつ〉はこちらに向き直ってきた。

「で、いつまでリーダーはそうしてるつもり？」

　かっと顔が熱くなった。慌てて立ち上がるけど、時既に遅し。〈長なが靴ぐつ〉は生温かい笑みを浮かべている。

「ひゃぁあって言ってたよね。ひゃぁあって」

「悪かったな。かっこ悪くて」

　銃のセーフティーを戻してホルダーにしまう。バツの悪い思いでズボンの埃ほこりを払った。

「こういう不意打ち系は苦手なんだよ。暗くて、何が潜んでるかも分からないし」

「ひょっとしてお化けとか怖いタイプ？」

　まさか、と否定するのが一瞬遅れた。それで〈長なが靴ぐつ〉には全部伝わってしまったらしい。ぷっと噴き出して笑い始める。

「おっかしー。普段、あれだけみんなの保護者みたいな顔しといて、よりにもよってお化けが怖いとか、はは、あははは」

「笑いすぎだよ」

　誰だって苦手なものの一つや二つある。それがたまたま年不相応だったというだけだ。そもそもボクが嫌いなのは「得体のしれないもの」全般だ。お化けという部分だけ取り出されるのは、どうにも納得しかねる。
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　ただ一般的に彼女のような反応が多数派なことも間違いない。だからボクは反論を諦める。

「幻滅した？」

「ううん」

〈長なが靴ぐつ〉は首を振った。

「ちょっと安心した。リーダーも人間らしいところあるんだなって」

「え？」

　猫を抱いたまま後ろの棚にもたれかかる。柔らかそうな毛先が頰をなでた。どこか肩の力が抜けた様子になっている。

「リーダーってさ、いつも他人のことばっかり考えてるじゃん。メンバーの気持ちとか執行部への印象とか。気を遣ってくれるのは嬉うれしいけど、自分の感情とかないのかなーって思ってた。何が好きで何が嫌いで、どういう時に喜んでどういう時に慌てるのかとか、もう少し見せてほしいって思ってたから」

「そんなの見たって不安になるだけだろう」

　情緒不安定なリーダー、トラブルの度にうろたえる指導者。ボクだったら命を預けたくない。

〈長なが靴ぐつ〉は唇を尖とがらせた。

「そりゃ四六時中、感情的なのは困るけどさ。ずっと機械みたいなのも困るんだよね。こっちのアプローチが効きいているのかいないのかも分からないし」

「アプローチ？」

　鸚おう鵡む返がえしに訊たずねると〈長なが靴ぐつ〉は顔を赤くした。

「な、なんでもない！　ほら、他に異常ないか確認しよう！」

　ぶんぶんと猫を振り回す。三毛猫は泡を食った様子で飛び下りて、走り去ってしまった。

　よく分からない。首を傾かしげつつ探索に戻る。

　接客カウンターの裏には予想通り非常ボタンがあった。掌てのひらで押しこむと外の光が消える。念のため周囲の様子をカメラで撮影しておいた。あとで報告書作りに使おう。

　売り場に戻ると〈長なが靴ぐつ〉が窓まど際ぎわに移動していた。空っぽの棚を見下ろしている。視線の先には何もない。陽光に照らされて埃ほこりが舞っているだけだ。

「何見てるんだ」

「ううん」

〈長なが靴ぐつ〉はもどかしそうに頭を搔かいた。

「なんか思い出しそうなんだよね。私、よくこういうところに来てた気がするんだ」

「探索中に？」

「じゃなくて、もっとずっと前。んー、このレイアウトの店に入るとね、まず窓まど際ぎわに来るの。で、棚に置いてある物をパラパラめくる」

「めくる？」

「見たり読んだりしてた気がする。本でもあったのかな。で、真ん中の棚に移動。何か新しいもの出てないかなって確認していく」

「はぁ」

　探索班になる前の記憶などあるはずがない。全部失われて返ってこないというのがボクらの共通認識だ。でも彼女の動きはボクの心の何かを刺激した。

　そうだ、窓まど際ぎわの棚を訪れて、綺き麗れいに陳列された何かを取り上げて、たまにビニールで包まれていると残念な気分になって。

　伸ばした指が触感を訴える。遠い記憶に思いを馳はせた時だった。

　無線が鳴った。

『〈炬こ燵たつ〉より測量隊、メーデー、メーデー。どうぞ』

　緊急事態。

　一気に緊張が高まる。

「こちらリーダー、〈炬こ燵たつ〉どうした？」

『ミサキを発見した。47番地、〈ウサギ〉だ』

　出たかという思いと、なんだという安あん堵どが入り交じる。〈ウサギ〉のミサキ、レベル１区域でも頻繁に見かける個体だ。足は速いけど、ただそれだけの存在。

「了解、数は？」

『二匹、あ、一匹増えた。でも三匹』

　撤退を指示するべきか迷う。確かに今回の探索はミサキとの遭遇がないことを前提としている。でもたかだか〈ウサギ〉相手に逃走？　大量のポイントを前にして？

『こっちで捌さばくよ。リーダー達たちは測量を続けて』

　逡しゆん巡じゆんを悟ったのか〈炬こ燵たつ〉が宣言した。ゆったりとした口調で続ける。

『〈ウサギ〉三匹くらいなら一瞬で片づけられるし。銃を使わなければ他のミサキを呼びこむこともないから』

「待って。そっちの状況は？　全員固まってるのか？」

『〈鳥とり籠かご〉と一緒にいる。〈角かく砂ざ糖とう〉は44番地を偵察中』

　二対三か。確かに、無理な勝負じゃない。初手で二匹撃破、逃げる一匹を後ろから追撃。刃物で攻撃すれば音を立てることもない。

　しばらく考えて心を決めた。

「分かった。任せる。ボクらは片がつくまで待機してる。何かあったらすぐ連絡を。くれぐれも無理はしないように」

『分かってるって、じゃ切るね。オーバー』

「リーダー」

〈長なが靴ぐつ〉が心配そうに見ている。ボクはうなずいた。

「〈炬こ燵たつ〉がいけるって言うなら大丈夫だろう。それより〈貝かい殻がら〉に状況を共有しよう。いざって時はすぐ動けるようにしておきたい」

　店から出ると〈貝かい殻がら〉はポールを片手に難しい顔をしていた。もう片方の手に無線機を持っている。

「ミサキが出たんだって？」

　同じチャンネルで話を聞いていたらしい。眉間に皺しわが寄っている。

「奴やつらと遭遇したらすぐ逃げるって話じゃなかったのか」

「斥候隊が危険と判断したら、だ。〈ウサギ〉相手ならまだ撤退するレベルじゃない」

「奴やつらの行動パターンが変わってきてるんだよ。次に何が出てくるか分からない。引き揚げるなら今のうちだ」

「だから、議論はもう」

「議論じゃない。警告だ」

　思ったより強い口調にぎょっとする。暗い眼がん窩かの奥に瞳が輝いていた。切りつけるような視線だ。強い苛いら立だちが目に滲にじんでいる。

　ごくりと唾を飲む。生温かい風が吹き抜けた。「ちょっと落ち着けよ」とたしなめかけた時だった。

　パン、パァン。

　破裂音が響いた。続けて二回、三回、同様の音が重なり合って沈黙する。西の方角、斥候隊が向かった場所だ。

「銃声？」

〈長なが靴ぐつ〉が目を丸くする。

「なんで？　銃は使わないって」

『おい、今の音はなんだ』

　無線機から響いた声は〈角かく砂ざ糖とう〉のものだった。ノイズが語尾に混ざっている。走りながら喋しやべっているのか、マイクが風の音を拾っている。

「こちらリーダー、分からない。さっき〈炬こ燵たつ〉達たちが〈ウサギ〉を狩るって連絡してきたけど」

『はぁ？　なんで〈ウサギ〉相手に銃使うんだよ。周りのミサキを引きつけるだけだろ』

「うん。だから使わないって話だったんだけど」

　混乱している。質問にうまく答えられない。一体何が起きているのか、確認しなければ。〈角かく砂ざ糖とう〉との会話を中断して〈炬こ燵たつ〉に呼びかけないと──

『コタちゃんがやられた！』

　金切り声が飛びこんできた。荒い息遣いと嗚お咽えつがあとに続く。〈鳥とり籠かご〉だった。

『死んじゃった。死んじゃった。なんでこんな急に、ありえない』

「落ち着け、落ち着け〈鳥とり籠かご〉、何があった」

　はぁ、はぁ、はぁ。

「こちらリーダー、〈鳥とり籠かご〉、聞こえるか？　状況を教えてくれ。どうぞ」

　祈るように待っていると答えが返ってきた。

『〈ワニガメ〉が出たの』

　無線を聞いている全員がおそらく息を吞のんだ。レベル５以上の地域に出現するミサキ、特性は重装甲、怪力、獰どう猛もう。少人数での相対は危険。

『突然路地からたくさん出てきて、コタちゃん……〈炬こ燵たつ〉が押し倒されて、あとはもう』

「分かった。〈鳥とり籠かご〉は今どうしてるんだ？」

『脇道に逃げこんだけど、表通りからまだ音がしてて、戻れなくて』

『待ってろ、今助けに行く』

　即答する〈角かく砂ざ糖とう〉をボクは「いや」と制した。〈長なが靴ぐつ〉を促して足下に白地図を広げる。

「47番地に近寄るのは危険だ。二人とも現在位置から測量隊のところまで引き揚げてきてほしい。ルートは」

　測量済みの区画と周囲の景色を照合する。

「〈角かく砂ざ糖とう〉は東北東、〈鳥とり籠かご〉は脇道をそのまま伝って東南東に移動。ボクらは25番地の手前で待機して撤退を援護する。多分この方が安全に脱出できる」

『う、うん』

『本当に一人で大丈夫なのかよ〈鳥とり籠かご〉』

〈角かく砂ざ糖とう〉の声は不安そうだった。

『動けないなら合流するぞ』

『平気。脇道はまだ安全っぽいから。てか、カクちゃん来た方がミサキ引きつけそうだし』

『なんでだよ！』

　震え声の軽口に一瞬だけ場が和む。ボクは「うん」と力強くうなずいた。

「じゃあ行動しよう。大丈夫、きっとうまくいく。無事に帰れるから」

『了解』

『分かったよ。交信終了』

　会話が途切れる。ボクは場を見渡した。

「武器を出そう、ありったけ」

　地形と資材を使って簡易な陣地を作る。二人が逃げこめる場所を作る。適切な火力を配備すればミサキの群れも一時的には食い止められる。

　だけど具体的な説明をする前に〈貝かい殻がら〉が二の腕をつかんできた。

「撤退しよう」

「分かってる。だから早めに準備しよう。みんなを受うけ容いれる用意をして」

「違う。今この三人で引き揚げようって言ってるんだ」

　真顔で見返してしまった。〈貝かい殻がら〉の目が鋭くなる。

「〈ワニガメ〉の群れに対処するのは無理だ。下手をすると全滅する。逃げられるうちにボクらだけでも逃げておくべきだ」

「残りの二人はどうするんだよ」

「バラバラに撤退してもらう。ターゲットが分散していた方が、相手も追いかけづらい。運がよければどちらかは助かる」

「馬鹿なこと言うな」

　話にならない。犠牲を前提に作戦を組み立てるなんて、ありえない。だいいち、そう、

「〈ワニガメ〉に追いつかれるなんてあるわけないだろ。あれは力と甲羅だけが取り柄のウスノロだ。全力で走ったら簡単に振り切れる」

「〈炬こ燵たつ〉は逃げられなかった」

「狭いところでいきなり襲われたからだろう。ここなら見通しもいい、逃げ場はいくらでもある」

「でも」

「〈長なが靴ぐつ〉！」

　付き合っていられない。時間がないのだ。目の前で斥候隊を見殺しにしたら、自分で自分を許せなくなる。

「手伝って。ここの塀沿いに陣地を作る」

　店舗脇の駐車場と隣接する道路は段差になっていて、境界がブロック塀で補強されている。そこに車止めなどを積み上げれば、臨時の防壁のできあがりだ。身体からだを段差の下に隠しながら射撃できる。

〈長なが靴ぐつ〉は青い顔のまま作業に取りかかった。ガチャガチャと武器が取り出されて地面に置かれる。〈貝かい殻がら〉は動かない。彫像のように突っ立っている。知ったことか。今は〈鳥とり籠かご〉達たちを回収するのが最優先だ。

　訓練通り身体からだは動き、ステンレスと石の防衛線を築き上げる。部材の隙間から銃身を突き出して射界を確認した。

　仮にミサキが追いかけてくるとして、現れるのは間違いなく〈ウサギ〉だろう。走る人間の足についていけそうなのは、このエリアだと彼らか〈ツノガエル〉程度だ。どちらにしてもハンドガンで充分撃退できる。

〈長なが靴ぐつ〉を呼んで配置についた。

　息をひそめて待ち受ける。永遠にも等しい時間が過ぎていった。監視を続ければ続けるほど神経がすり減っていく。心音がうるさい。息遣いがやかましい。

　まだか、まだか、まだか。

「ねぇ、リーダー」

〈長なが靴ぐつ〉が囁ささやいた。

「仮にだけど、二人と合流できなかったら」

　二人が戻ってこなかったら。

　言外の意味を察して首を振る。

「よせよ。大丈夫に決まってるだろう。あの二人だって素人しろうとじゃないんだ。なんの連絡もなしにやられるはずがない」

「だと思うけど」

　のぞきこんだ腕時計の時間は、さっきの交信から十分以上たっている。お互いの位置関係を考えればとっくに合流できている頃だ。そうなっていない理由は、単純に手間取っているからか、あるいは。

（くそっ）

　不安に押し潰されて、息を震わせかけた時だった。

「おおい！」

　小柄な人影が路地から出てくる。片手にライフル、もう片方の手に折れたナイフを握っている。走る度に大きなリュックが揺れた。

「〈角かく砂ざ糖とう〉！」

「悪い。途中で〈ワニガメ〉に出くわして、やりすごすのに時間がかかっちまった。あんにゃろ、道の真ん中にデンと居座ってるからよ」

「戦ったのか」

　ナイフの残骸を見ながら訊たずねる。〈角かく砂ざ糖とう〉は刃の断面を振ってみせた。

「かみつきを防いだだけだ。畜生、半分以上もってかれちまった。こいつ高かったのに」

「買い直してやるよ。よく無事で戻ってきてくれた」

　荷物を預かり陣地の内側に迎え入れる。〈角かく砂ざ糖とう〉は視線を巡らした。

「〈鳥とり籠かご〉は？」

「まだだ。裏道伝いだから、そっちよりは遠回りしていると思うけど」

「にしたって遅くねぇか」

　自分のことを棚に上げて眉をひそめる。せっかちめと思うも、確かに時間がかかりすぎている。ひょっとしたら〈角かく砂ざ糖とう〉と同じく、退路をミサキに塞がれているのかもしれない。

「連絡してみるか」

　隠おん密みつ行動中の相手に無線はためらわれるけど、他に手はない。今どのあたりにいるかも確認しておきたかった。

　無線機を取り上げたのと、地響きが聞こえ出したのはほぼ同時だった。

　何かが近づいてくる。大量の足音が重なっている。塀から顔を出すと道の奥に土煙が見えた。複数、速い。歩幅、間隔、巻き上がる煙の量を瞬時に分析する。

「〈ウサギ〉だ。走ってる。何かを追いかけているのかも」

「〈鳥とり籠かご〉か？」

「多分、方向的には合ってる」

　銃を取り上げた。リュックから水筒を引っ張り出す。

「全員、ツキソメを服用。五分以内に片をつける。四分たったら状況にかかわらず撤退。全速力で川の向こうに退避する」

　蓋を開けて中身をあおった。どろりとした液体が喉を通り越して胃いの腑ふに落ちる。瞬間、全身の細胞が沸騰した。電流のような痺しびれが四肢に伝わる。風の音が低くなった。脳の処理能力が上がり、周囲の全てがコマ送りになっているのだ。大量の情報が目や鼻を通して入ってくる。五感が鋭敏になるのと同時に、手の中の銃が軽くなった。

〈角かく砂ざ糖とう〉がライフルを構えた。〈長なが靴ぐつ〉も大柄なハンドガンを軽々と持ち上げる。

　土煙が勢いを増して近づいてくる。長い耳が揺れていた。やはりウサギだ。そしてその先頭には細身の人影。

「〈鳥とり籠かご〉だ」

　よかった。

　無事逃げてきてくれた。ほっと一息つきかけて、だけど異常に気づく。

　妙に頭の位置が高い。重心の移動も変だ。前後ではなく左右にぶらぶらと揺れている感じ。

「おい、ちょっと待てよ」

〈角かく砂ざ糖とう〉の顔色が変わる。〈長なが靴ぐつ〉が悲鳴を上げた。

　着衣の腹から岩のようなものが突き出していた。突起の下にぽっかりと開いた穴。口だ。先の尖とがった嘴くちばし、その上に配置された鼻の穴、小さな目。張りぼてめいた顔が〈鳥とり籠かご〉の身体からだを食い破っている。

〈ワニガメ〉だった。

〈ウサギ〉に乗った〈ワニガメ〉達たちが猛スピードで突進してきている。

「畜生！」

〈角かく砂ざ糖とう〉が銃を撃ち始める。遅れてボクも射撃を始めた。

　ツキソメでブーストされた身体能力は見事に目標をとらえた。続け様に〈ウサギ〉が転倒して背中の〈ワニガメ〉を投げ出す。だけど、濁流のような突撃は止まらなかった。巨大な甲羅が目の前に迫りそのまま陣地に激突する。

　即席の防壁が弾はじけ飛んだ。石つぶてと一緒にひしゃげた銃が飛んでいく。とっさに飛とび退のいたけど、全ての破片はかわしきれなかった。二の腕や足に鈍痛が走る。辛かろうじて頭を守り転がると、防壁を乗り越えるミサキの集団が見えた。

（ああ）

　改めて見ても異様な姿だった。長い耳や切きり歯ば、甲羅、尻尾。それぞれの動物に特徴的なパーツは兼ね備えている。でも全体のプロポーションが決定的に違った。奇妙に大きな頭、デフォルメされた手足、そして何よりつるりとした表皮。

　できの悪いぬいぐるみを見ているようだった。人間大の、人を襲う巨大なぬいぐるみ。

　飛びかかってきた〈ウサギ〉の前足をつかんで投げ飛ばす。間髪入れずにハンドガンの弾を二匹目の〈ウサギ〉に叩たたきこんだ。

「離脱するぞ。全速力！」

　バックステップしながら叫ぶ。〈長なが靴ぐつ〉がつかみかかるミサキを撃ち落として続いてきた。背後はクリア。ツキソメの力で駆け抜ければ脱出できる。

　悲鳴が上がった。

〈角かく砂ざ糖とう〉が〈ワニガメ〉にのしかかられている。続け様に後続のミサキが彼の身体からだを覆っていった。

「畜生！　畜生！」

〈角かく砂ざ糖とう〉の銃弾が甲羅にあたって跳ね返る。血しぶきが舞う中、肉と骨の砕ける嫌な音が木霊こだました。

「リーダー！」

　立ち止まる〈長なが靴ぐつ〉の手を引く。

「もう無理だ！　見るな！　走れ！」

　余裕がない。ツキソメ服用から既に三分以上たっている。あと少しで奇跡が消える。代償の時が訪れる。それまでに安全圏へ逃れなければ終わりだ。

　意識を集中する。回りこもうとする〈ワニガメ〉の背を踏み台にして跳躍、郵便ポストの天板を足でとらえて再度飛ぶ。〈貝かい殻がら〉の姿は見えない。既に脱出したのか、それとも背後の混乱に吞のみこまれたのか。どっちにしても構っている余裕はなかった。せめて〈長なが靴ぐつ〉だけでも無事に脱出させないと。

　衝撃が襲いかかってきたのはその時だった。横殴りの力が身体からだを地面に叩たたきつける。痛い。呼吸ができない。脇腹がえぐられたように軋きしんでいる。

　何が。

　電柱の陰に魚じみた顔が見えた。長い舌が口からのぞいている。遠距離交戦能力を持つミサキ、〈カメレオン〉だ。大きな目がぎょろりと動き、嘲るような声を漏らす。

「こいつっ」

　放った銃弾は狙い過あやまたず相手の目を射貫いた。〈カメレオン〉は奇妙な悲鳴を上げて住宅地の奥へと退避していった。

　はぁ、はぁ。

　疲労がこみ上げてくる。息が荒い。身体からだが重い。ツキソメの効果が切れかけている。

「リーダー」

〈長なが靴ぐつ〉がしゃがみこんでいた。折りたたまれた足が奇妙な方向に捻ねじれている。震え始めた唇が奇跡の限界を示していた。

「もうだめ、動けない」

「馬鹿なこと言うな。あと少しで逃げられる。ほら、つかまって」

　立ち上がらせようとすると悲鳴が返ってきた。骨折した足が痛むのか、涙に濡ぬれた目が見上げてくる。

「置いていって、お願い。せめて君だけでも」

「怒るぞ。歩けないなら、抱えて連れていくだけだ」

　エリア境界まであと二百メートル。全速力で走れば三十秒もかからない。武器以外の荷物は全て捨てて身軽になる。〈長なが靴ぐつ〉の膝裏に手を差し入れて持ち上げようとした。

「危ないっ！」

　突き飛ばされた。尻餅をつくのと同時に、降ってきた〈ウサギ〉の前足が〈長なが靴ぐつ〉をとらえる。長く伸びた爪が彼女の顔に突き刺さった。

　絶命の声も聞こえなかった。数秒前まで人間だったものが、操り人形のように身体からだをくねらせる。掌てのひらが別れを告げるようにゆらゆらと振られた。

　地響きがした。

　退路の奥で黒いものが蠢うごめく。住宅の陰から〈ワニガメ〉が流れ出していた。ブロック塀を割り、ガードレールを押し潰して、広がっていく。店舗の方からは防壁を打ち崩したミサキ達たちが迫っていた。

（なんで）

　どうしてこんなことに。

　安全な探索のはずだった。他チームの誰もこんな状況を警告していなかった。一体どこで間違えた？　リーダーとして、どんな判断をすればみんなを生還させられた。

　風が吹いた。

　巻き上がる砂さ塵じんの彼方かなた、ミサキの群れの向こうに人影が見える。エリア境界の大通りに〈貝かい殻がら〉が立っていた。ツキソメ切れの副作用は見えない。大きなリュックを背負ったまま、哀れみともなんとも取れない視線を向けてきている。

　こちらの指示前に逃げ始めていたのか？　スタミナ切れを避けるためにツキソメも温存して、十分な距離を取って。

　最悪の事態を予想して。

（あいつの言う通りにしてれば）

　警告を受うけ容いれていれば。

　迫るミサキの向こうで〈貝かい殻がら〉が踵きびすを返かえす。もう、見ていても事態は変えられないと悟ったのだろう。

　視線が外れるのとほぼ同時にミサキの速度が増す。ツキソメが切れて時間の間隔が戻ってきたのか。膝が落ちる。指先の感覚が完全に失われた。

　視界を異形の獣達たちが埋め尽くす。長い爪や牙、嘴くちばしが迫る。ひどい疲労と虚脱感に襲われながらボクはバラバラに引き裂かれた。
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　人は死者に優しく、生きている者に厳しい。

　経験ないだろうか？　すごい嫌われ者が亡なくなった途端、掌てのひら返しで懐なつかしまれたりするのを。近親者はもちろん、大して面識のない人まで『色々あったけど奴やつは頑張ってたよ』『オレは意外とあいつのこと嫌いじゃなかった』なんて言い出したりするのを。

　反面、生者を待つのは審判の連続だ。些さ細さいな失敗が批判を呼び、成功したらしたで妬まれる。万人向けの正解はない以上、何をしたって敵を作る。もとより生きている人間は死者に対して分が悪い。

　死人に口なしなんて噓うそっぱちだ。

　死者の無念は、世間が憶測混じりに代弁し始める。

　そう、過程なんて関係ない。ボクが探索中にどんな言動をしたか、どう考えていたかは一切考慮されない。結果として〈貝かい殻がら〉というＩＤに与えられるのは「仲間を見捨てた卑ひ怯きよう者」という悪評のみだ。

　分かってる。弁解はしない。すればするだけ悪印象になるのはここ何回かの探索で実感済みだ。

　だから今回もボク──すなわち探索者〈貝かい殻がら〉は、ある程度の居心地悪さを覚悟していた。〈学園〉への帰還後、赤の他人が義憤混じりに睨にらみつけてくるのも受うけ容いれた。

　ただ、査定窓口の担当は予想以上につっけんどんだった。

「この恥知らずな申請書をどう受け取るべきだ？」

　クリップで留とめられた書類をかざす。アクリルボードの向こうで細い眉がひそめられた。

　綺き麗れいな赤いブレザーは探索帰りのボクとは大違いだ。おろしたてのネクタイがばっちり決まっている。整髪料で固められた髪を輝かせて、担当は申請内容を読み上げた。

「〈セ‐５〉エリアの測量結果が四ブロック分、〈ウサギ〉二匹と〈ワニガメ〉一匹の撃破報告、加えて〈カメレオン〉の出現情報、以上についての報酬申請、受取人は〈貝かい殻がら〉」

「書式は合っていると思いますけど」

「書式の問題じゃない。測量もミサキの撃破もチームの成果だろう。なのにこんな、死人の手柄を奪うような」

　よく素面しらふで提出できたなと顔に書いてある。ボクは溜ため息いきをこらえた。

「未探索地域の測量結果は〈学園〉全体の資産です。故人に遠慮して握り潰しても誰の得にもなりません。ミサキの報告は書式に従って申請しただけです。受取人の表記が気になるなら、どうぞ削除してください」

「そういうわけにはいかない。チーム〈スタッカート〉のメンバーに親族がいれば、そちらを受け取り先に指定できるが」

「いません」

「何か遺贈先を指定するような文章は？」

「ありません」

　舌打ちが響いた。うまくやったなという目つきで承認印を押す。二百ポイント分のトークンがトレイに載せられて押し出されてきた。

「受け取りのサインを」

「はい」

　刺すような視線を感じながらトークンをしまった。待合スペースの荷物を回収して退散する。

　あちこちからひそひそ声が聞こえてきた。言葉の端々に「ハイエナ」、「またか」という単語が混じっている。全部は聞き取れないけど、おそらくもっとひどいことも言われているのだろう。溜ため息いきを一回、なるべく気づかないふりをしてゲート棟から出る。アーチ状の廊下を通って本館に向かった。

　午後三時の食堂は空いていた。広いホールにまばらな人影が見える。こんな時だけど、香ばしいスパイスの匂いは食欲を刺激した。朝早く探索に出て何も食べていない。自室に引き揚げる前にとにかく腹を満たしておきたかった。

　発券所に並び、仕入れたばかりのトークンで食券を購入する。幸い懐ふところは暖かかったので、遠慮せずに食べたいものを選ぶ。カレーにサラダ、生卵、あとオニオンスープ。

「前、いいですか」

　配膳された食器をテーブルに並べていると、不意に前から呼びかけられた。

　白ブレザーの女の子が立っていた。広い額とすっきりした顎あごのライン、長い睫まつ毛げが瞳に濃い影を落としている。丸みを帯びた頰は陶器みたいで疵きず一つない。ショートボブの毛先も作り物のように完璧に手入れされていた。どこか浮世離れした雰囲気だ。両手のトレイに料理と飲み物を載せている。

「日ひの御み子こ幹事」

「リンでいいですよ、タイキ君」

　彼女は探索用のＩＤではなく、本名でボクを呼んだ。返事を待つことなく正面席に腰かける。

「生還おめでとうございます。貴重な情報をありがとうございました。これで〈セ‐５〉攻略の目め処どをつけられそうです。どうぞ、お祝いです」

　缶入りの昆こん布ぶ茶ちやを差し出してくる。祝杯にしては渋い選択だ。微妙な顔で受け取ると、彼女は自身の飲み物の蓋を開けた。

「いただいた情報は早速、分析班に回しました。多分、明日にはなんらかの結果が出るでしょう。他エリアとの繫つながりも検証中です」

「注意レベルの再設定と周知が先だと思いますけど。今のままじゃまた山っ気のある探索チームが突っこみますよ」

「ええ、認識しています。〈スタッカート〉のメンバーは残念でした。二度と同じことが起こらないように最善の手を打ちます」
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「冷静ですね」

　さすがに口調を硬くするとリンは微笑した。

「タイキ君と同じですよ。探索班数人の死に一喜一憂できるほど我々は恵まれた状況にいません。犠牲が出たら、それを次にどう活いかすか考えるだけです」

「ボクはそこまで割り切っていませんよ」

　救える者は救いたい。被害はなるべく少なくしたい。ただ、そのために自分を犠牲にする気はないという話だ。目の前の女子とは立場も責任も違う。

　立場。

　襟元に稲穂を象かたどったバッジが見える。千五百ちいほ秋あきの瑞みず穂ほ章、この〈学園〉の指導者層の証あかし。

　執行部幹事職、探索班統括委員、日ひの御み子こリン。

　本来なら一般生徒の前に出てくる人物ではない。面会を希望しても最速で数日は待たされる相手だ。実際遠巻きに護衛の姿も見える。不測の事態に備えて待機しているのだろう。

　誰もが認めるスーパーエリート、特権階級。そんな彼女がなぜか時折、思い出したようにボクに接触してくる。能力や知見を買ってくれているようだけど、正直あまりいい気分はしない。周囲の目が厳しい。『なんであのハイエナが執行部と』という苛いら立だちが伝わってくる。

　知らないし。

　こっちから頼んで会食してもらっているわけじゃないし。

　ボクの憂鬱を気にした風もなく、リンは目を細めた。

「私わたし達たちの使命は何よりも生存圏の確保、そして物資と生存者の発見による生活基盤の安定化です。そのためにはタイキ君、あなたのように優秀な探索者が不可欠なんです。どうぞ次の探索でもチームメンバーを導いてあげてください。期待していますよ」

「評価してもらえるのは嬉うれしいですけど、多分ボクを受うけ容いれるチームはありませんよ。今回の件で完全に他の探索者を敵に回しましたから」

「敵？」

　リンは首を傾かしげた。

「タイキ君が〈スタッカート〉の皆を殺したわけじゃないでしょう」

「そうですけど、まぁ一人で逃げ帰ってきたのは事実ですから。死人の手柄を奪って生き続けていると言われても反論できません」

　考える目をされた。箸を握った手が止まっている。

　やや、もどかしくなって身を乗り出した。

「あの、前にも相談しましたけど、もう、ボク一人で探索に出ちゃダメですか？　チームに所属せず単独で行動すれば」

「それはダメです」

　ぴしゃりと否定された。

「あなたがどれだけ優秀でも不測の事態は起こりえます。建物の崩落に巻きこまれたり、悪天候に襲われたり、あるいは急な病気に見舞われたり。その時にバックアップの要員がいないのは危険すぎます。探索班を預かるものとして見過ごせません」

「でも」

「それに一チーム六名というのは〈学園〉が長い時間をかけて築き上げたルールです。変えるには相応の理由とプロセスが必要です。そこを蔑ないがしろにすれば、この小さな世界は簡単に無法地帯と化します。ただでさえ私わたし達たちの現状は脆ぜい弱じやく、かつ危ういものなのですから」

　分かるでしょう？　と見つめられた。

　もちろん理解している。この〈学園〉に教師はいない。何かを決めて導いてくれる大人達たちは一人たりとも存在しない。箱庭のような空間を満たすのは、ただ十代半ばの子供達たちだけだ。

　生徒の、生徒による、生徒のための社会──

　誰に責任を押しつけることもできない自助組織──

　仮に、生徒の誰かが今の秩序を否定したとしよう。その革命家はすぐに代わりの秩序・システムを提示しなければならない。でないと、よって立つ世界が崩れる。〈学園〉という共同幻想が消失する。みんな、そんな面倒事、まっぴらごめんだ。だから多少理不尽でもルールを守る。執行部の指示に従う。

　リンは淡々と続けた。

「あなたが磨くべきは単独行動のスキルではなく、他人の説得方法でしょう。タイキ君の知恵を探索班全体に広げられれば生還率も探索効率も大きく上がるはずです。そういう動き方を意識していってもらえませんか」

「努力しますけど」

　そもそも入れるチームがあるのかという話だ。リンは大きな権限を持っているが、なんでも思い通りにできるわけではない。執行部とは結局のところ、生徒達たちの代理機関でしかなかった。あまりにも無茶な要求は反発を招く。

「ご心配なく。タイキ君なら引く手あまたですよ。なんなら私が一緒にチームを組みたいくらいです」

「え」

「代わりに私の仕事を分担していただくという条件ですが」

「お断りします」

　チームへ所属することにさえ苦労しているのに管理業務とか、冗談がきつすぎる。

　リンはナプキンで口を拭いた。いつの間にかトレイの皿が空になっている。

「とにかく〈学園〉への貢献は常に意識してください。今こうして食べているものも、着ている服も、全ては〈学園〉という場があってこそのものです。あなたも共同体の一員であることを忘れないように」

「はい」

　頭を下げるのと椅子を引く音が重なった。

「次のチームは決まり次第、連絡します。それまでは大人しくしていてください。余計な反発を買うような言動は慎むように。ただでさえ、問題児が増えて苦労しているんですから」

　何気なく告げられた言葉に、返す暇はなかった。ブレザーの背中が遠ざかっていく。待機していた執行部員がリンを一礼して迎えた。

（問題児？）

　新規メンバーの〈覚醒〉でもあったのだろうか。にしたって、統括委員が直接面倒を見ることなどないはずだけど。

　首を傾かしげつつ昆こん布ぶ茶ちやを飲む。

　カレーにはまったく合わない味だった。




　連絡通路を経て学生寮に帰還する。

　南向き四階建ての建物は瀟しよう洒しやな南欧風のたたずまいだった。南欧がなんだったのか、いまいち思い出せないけど、とにかくそんな感じの建物だ。気持ちのよい陽光が白壁を照らしている。庭の花壇には色とりどりの花が敷き詰められていた。

　赤絨じゆう毯たんの階段を上がり自室にたどりつく。殺風景な部屋に荷物を投げこんだ。

　窓を開けると爽やかな風が吹きこんでくる。高台の縁から眼下の町並みが見えた。丘の〈学園〉を取り囲むように広がる果てのない市街地。

（本当に全部、誰も住んでないのかな）

　一体いつ何が起きたのか、正確なところは誰にも分からない。

　ある日突然、世界は記憶を失った。それ以前の歴史から切り離されて、不思議の国と化した。残ったのは無人の町と徘はい徊かいする怪物ミサキ、そして丘の上に立つこの〈学園〉だけ。

〈学園〉が本当に学校なのか、実は生活しているボクらもよく分かっていない。

　食堂、寮、備蓄倉庫、ホール。人が生きていくために必要な大小無数の設備。

　目覚めた時、ボクらはここにいた。いや正確に言うと隣接する病棟で意識を取り戻したらしい。記憶にある最初の光景は執行部員の顔だ。横たわるボクをのぞきこんで彼らは言った。『おはよう、同志』、『いきなりで悪いが、ここがどこで何が起きているのか我々もうまく説明できない。それを探るのがおそらく君の仕事になる』

　冗談だと思った。

　でもボクは実際、何も思い出せなかった。なんで眠っていた？　どうしてこんなところにいる？　意識を失う前、何をしていた？

　覚えていたのは乙おと丸まるタイキという名前、あとは断片的なプロフィールのみ。年齢は十五、性別男、背は高くもなく低くもなく、好きな食べ物はカレー。

『我々も状況は同じだ。皆、病棟で目覚めて何も分からないまま〈学園〉での生活に加わった。ひょっとするとここは避難所だったのかもしれない。何か天変地異が起きて、それを避けるために生存者が集められていたのかも。実際、まだ病棟には未覚醒の人間が眠っている。何十人という単位でな』

　人間、下手に記憶などない方が状況に適応しやすいらしい。ボクはパニックに陥ることもなく事態を受うけ容いれた。

　執行部員は『うまく説明できない』と前置きしたけど、初歩的な知識はかなりインプットしてくれた。

　ボクらのいる場所はアシハラというらしい。果たしてそれが丘の名前か、町の名前かは分からないけれど〈学園〉の案内図にはそう記されていた。周辺市街の状況は不明。人の姿はなく、代わりにミサキという怪物（まぁ、野獣みたいなものだと思ってもらえばいい）が確認されている。執行部は生徒達たちを組織して街区を探索中。目下の目的は生活圏の拡大と他生存者とのコンタクト。その手段としての地図作成・ミサキ討伐。

　一分の隙もない指針表明を前に、だけどボクは別の衝動を覚えた。

　衝動というか疑問というか。まずそこを明らかにするべきではという思い。

　──ボクはどこから来た？

　──どんな場所で暮らしていた？

　避難所に集められたというなら、その前にいたところがあったのだろう。自宅か通学先か、いずれにしても生活の基盤があったはずだ。そこがどうなっているか知りたい。難しければせめて位置関係だけでも把握したい。

　過去へのこだわり。

　故郷への慕情。

　当然と言えば当然な欲求を、だけど他の生徒はびっくりするほど持ち合わせていなかった。皆、日々の生活に一生懸命で、今いる場所を少しでも暮らしやすくしようとしている。丘の上の我が家を守ろうとしている。

　──定住を望んでいる。

　結局そこが周囲とボクのすれ違い点なのだろう。ミサキ討伐や地図作りが余計なリスクにしか思えない。ポイントを稼ぐことに前向きになれない。

　犠牲覚悟で領土を広げるくらいなら、とっとと故郷を探しに出た方がマシ。安全なルートを選び戦闘を避ければ、もといた場所に帰り着けるんじゃないか。

　もちろんそんなこと表向きには言えない。〈学園〉の秩序に守られて〈学園〉に衣食住を保証されている以上、義務の放棄は生存権の放棄だ。結果的に、ＩＤ〈貝かい殻がら〉は探索エリアと故郷の重なる日を夢見て〈学園〉に所属し続けている。そんな偶然がどのくらいの確率であるのか自分でもいぶかしみながら。

（ボクはどこから来たのか）

　窓の外を眺める。

　広大な町並みが青空の下に広がっていた。集合住宅、一軒家、高架道路、外灯。建物の群は一旦、河川で途切れるけど向こう岸にも延々と続いていた。地平線にはかなり大きなビルも見える。建物の密集具合を見る限り、あちらが都市の中心らしい。

「ふぅむ」

　記憶がない以上、広大な町並みをどれだけ眺めたところで答えは出ない。故郷はどこだと考えても分かるわけがなかった。

　ただ。

　リィィィン。

　鈴の鳴るような音が響く。

　もたげた視線に巨大な白い影が入ってきた。高層ビルの向こう、どこともしれぬ彼方かなたにそびえる長大な塔。大地と空を繫つなぐように天高く伸びている。

　あれはなんだろう。

　見慣れた風景の中に突如現れた異物、時折思い出したように歌を響かせる塔。朧おぼろ気げな記憶でも「あんなものはなかった」と断言できる。ボクの知っている世界に天まで届く建物は存在しない。

〈ミハシラ〉

〈学園〉の皆はそう呼んでいる。用途や建築時期は一切不明。「ここと同じ避難所では？」と言う者もいたけど、確かめる術はなかった。

　リィィン。

　歌が聞こえる。離れていても一定の音量で、ボクらを呼んでいるかのように。

（あそこに行けば、何か分かるんだろうか）

　明らかな異物だからこそ、かつての世界・日常への手がかりが。

　わぁっと歓声が響き、物思いから引き戻された。一階の庭を生徒達たちが走っている。トスし損ねたボールが芝生を跳ねていった。

　目を閉じて首を振る。

　大人しくしていろとリンから言われたのに早速遠征計画とは、我ながら度しがたい。

　よそう。今日は休もう。どのみちしばらくポイント稼ぎの必要もない。チームが決まるまでは惰眠を貪ろう。そう、せめて執行部から呼び出しがかかるまでは。

　窓を半分閉めて、荷物のところに戻りかけた時だった。

　ノックがした。

「噓うそだろ」

　リンと別れてまだ小一時間もたっていない。仕事が速すぎる。まさか今から新チームと顔合わせとか？

　うんざりしつつ扉を開けると、

「あれ」

　誰もいない。まばたきしていると遠くで足音が聞こえた。廊下の奥から階段に人の気配が消えていく。悪戯いたずら？　いや。

　足下に封筒が置かれている。ピンク色の可愛かわいらしいレターセットだ。封のシールを剝がすと中から便せんが現れた。




『ずっとあなたのことを見ていました。午後四時、中庭の噴水脇に一人で来てください。待っています』




　　　　＊




　やった、ラブレターだ！　わーい！

　なんて喜ぶほどボクは素直じゃない。

　というか誰かに好かれる自信がまったくない。正直、今の〈学園〉での立ち位置を考えれば、受け取るべきは絶縁状か果たし状だろう。比較的よく話す女子は日ひの御み子こリンだけど、彼女に告白されることはどう考えても想像しづらい。だいたいさっき会ったばかりだし、思わせぶりな態度もゼロだったし。

　まぁ百歩譲って、誰か知らない女の子に片思いされていたとしよう。勇気を出して手紙をしたためて、相手の部屋まで行き、で、なんで別のところに呼び出す？　「読んでください」と封筒を押しつければいい話だ。直接対面で告白したい？　だったら、そもそも手紙を書く必要がない。ただでさえ昼間の寮は閑古鳥が鳴いている。人目を気にせず思いの丈をぶつければいい。

　チグハグだった。

　動機と行動が一致していない。

　だからまぁ中庭で待つ集団を見た時もがっかりしなかった。

　退路を塞がれた時も軽く肩をすぼめるに留とどめた。

「本当に来るとは思わなかったよ。まさかこんなベタな手で」

　ノッポの少年が呆あきれ顔がおになる。眉間に濃い皺しわが寄っていた。

「おまえは頭だけはいいと思ってたんだけどな、〈貝かい殻がら〉。買いかぶりだったか？　それとも女のことになると目が曇るのか」

「どっちでもないよ。ただ、騙だまし討ちを企たくらむ相手がいるなら、誰だか早めに見極めようと思っただけだ。四六時中びくびくするのもイヤだしね」

　時間も場所も分かっているならむしろ好都合だ。闇討ちされるよりはよほど精神衛生上いい。

「じゃあ罠わなだと知って来たと。それはそれで理解しづらいけどな。まぁ手間が省けたのは俺おれ達たちも同じだ。ありがたい」

「チーム〈トリル〉か」

　居並ぶ面々を確かめる。探索班、チーム〈トリル〉のリーダー、〈額がく縁ぶち〉──七ななツつ屋やトモヤスはうなずいた。

「と、有志連合だな。全員、探索班におけるおまえの存在を憂えている。そろそろ根本的な解決が必要だと思って場を設けたわけだ」

「ふぅん」

　正面に八名、背後に二名。見たところ監視カメラの類いはない。執行部のいないところで片をつける気らしい。

「私刑は〈学園〉の規約で禁止されていたはずだけど」

「私刑じゃない。あくまで話し合いだ。おまえが素直に言うことを聞いてくれれば俺おれ達たちは解散する」

　ほう。

「ボクと君が話せばいいのか？　この場で」

「そうだ」

「なら、他の人間は下げてくれ。話し合いの結果だけ、あとで共有してもらえばいい」

「あんたね！」

　火を吐くような勢いで女の子が進み出た。吊つり上あがった目と八重歯、おさげにまとめた栗くり色いろの髪。

　西にし泉いずみレコ。チーム〈トリル〉の測量担当。ＩＤは〈蓄ちく音おん機き〉。

「要求できるような立場だと思ってるの？　みんな、あんたをぶん殴りたくてしょうがないんだから。〈スタッカート〉の人ひと達たちを見殺しにして、自分一人平気な顔で戻ってきて」

「別に平気じゃないよ。顔に出ないのは生まれつきだ。申し訳ないとは思うけど、ぶん殴られるほどの欠点じゃない」

「っ！」

「よせ、レコ。〈貝かい殻がら〉も取り合うな」

　トモヤスが間に割って入る。溜ため息いき交じりに首を振った。

「悪いな。〈長なが靴ぐつ〉はレコの親友だったんだ。他の連中も多かれ少なかれ〈スタッカート〉のメンバーと縁がある。だから蚊か帳やの外ってわけにはいかない。みんなでおまえの意思表示を聞かせてもらう」

「意思表示」

「単刀直入に言おう。探索班から抜けてもらいたい」

　本当にびっくりするほど直球だった。押し黙るボクにトモヤスは続けた。

「どっちみち今の状態じゃおまえを受うけ容いれるチームなんてない。ポイントも稼げずジリ貧になるくらいなら他の班に転属した方がいいだろう。幸い、厚生班にも分析班にも伝つ手てがある。希望があれば口を利きいてやる」

「それはまた、ご丁寧に」

　班の移動、それ自体は別に珍しいことではない。負傷した探索班員が後方支援に回るのもよく聞く話だ。本人希望でというのはややイレギュラーだが、トモヤスの口ぶりだと成算があるのだろう。実はもう根回し済みなのかもしれない。

　過去のことは水に流す。代わりに自じ分ぶん達たちのコミュニティから去ってほしい。事後の面倒はきっちり見る。

　なるほど、思ったより理性的な要求だ。感情と損得の概念をしっかり分けている。

　ただ、

「一つ確認だけど、厚生班・分析班のメンバーは外に出られたっけ？　調査や物資の調達目的で」

　トモヤスは戸惑い気味に顔をしかめた。

「出られるわけないだろう。学外の活動は探索班の領分だ。他班の外出は許されていない」

「なるほど」

　訊きくまでもなかった。他班に配属されたが最後、ボクは記憶の手がかりを探せなくなる。かつていた場所への道を失う。

「じゃあだめだ。ボクは探索班を抜けない。君きみ達たちの要求は受うけ容いれられない」

　ざわっと空気が揺れた。取り巻くメンバー達たちの顔が殺気立つ。

　トモヤスは目を細めた。

「悪い条件じゃないと思うんだがな」

「君らにとってはね、でもボクには違うんだ」

「考え直す余地はないか？」

「ない」

「分かった」

　足下の荷物から真っ黒い棒を取り出す。ゴム製の警棒だ。握り手の留め具が鈍く輝いた。

　やっぱりこうなるのかと思いつつ一応訊たずねる。

「話し合いじゃなかったっけ？」

「それは今終わった。これからやるのは教練だ。探索班員同士、実力を確かめ合うためのな」

「片方だけ武器持ちって不公平じゃないかな？」

「諦めろ。探索に不測の事態はつきものだ」

　時間稼ぎも限界のようだった。

　さぁどうする。フェイクの白旗を上げてやりすごす？　尻尾を巻いて逃げ出す？　だめだ。どっちも問題を先送りするだけだ。探索班での生活を続けるつもりなら、この場で片をつけないと。

　周囲の面子メンツは……遠巻きに様子をうかがっている。一対一なら勝機はあるか？　トモヤスを完全に叩たたいて、残りの連中を圧倒すれば。

　呼吸を整えて身構えかけた時だった。

　トモヤスが水筒の中身をあおった。

　！

　眼光が鋭くなり血管が脈打つ。周囲の空気が陽炎かげろうのように揺らいだ。

　ツキソメだ。

「マジか」

「下手に避けない方がいいぞ。手元が狂うと死ぬかもしれない」

　言って無表情に警棒を構える。

　全身からどっと冷や汗が噴き出した。気道が戦慄わなないて息苦しくなる。黙って相対しているだけで身体からだが震えてくる。

　ツキソメの有効時間はわずかに五分、だけどその間にトモヤスは百回以上、ボクを打ち倒せるだろう。対ミサキ用のドーピング剤は、普通の人間を凶器に変える。生身で太刀打ちするのは不可能だ。

　もちろん、そんな代物が無尽蔵に供給されるわけじゃない。執行部からの定期支給を除けば、ツキソメ一回分を得るのに生徒は莫ばく大だいなポイントを消費する。命と等価とさえ言われる薬を、だけどトモヤスは惜しげもなく使った。

　ボクを叩たたきのめすために。

　探索班への脅威をなくすために。

（そこまでかよ）

　歯ぎしりして後じさる。

　距離を取らなきゃ。いや、無駄か。ツキソメ服用の人間なら四メートルくらい一歩で詰めてくる。なら、他の誰かを盾にする？　被弾覚悟で動きを止める？　だめだ、だめだ。身体能力に勝る相手が隙を見せてくれるはずもない。じゃあどうしたら。

　タンと足音がした。

（っ！）

　気づいた時にはもうトモヤスの姿が消えている。速い。殺気が風圧と化して押し寄せてくる。身体からだがすくむ。目さえまともに動かせない。馬鹿のように突っ立って衝撃を待ち受ける。

　空気が──震えた。

（え？）

　トモヤスの腕を誰かがつかんでいた。

　制服姿の女の子だ。プリーツスカートが風に揺れる。長い黒髪をなびかせて、彼女はトモヤスの後ろに立っていた。

「なんだ、おまえは」

　振りほどこうとしたトモヤスの顔が歪ゆがむ。腕が動かない。万力にでもつかまれたように肘から先が固定されていた。

「離せ」

「自分の要求は力尽くで通すくせに、人には言葉一つで従ってもらおうとするの？　身勝手ね」

　鈴の鳴るような声だった。

　女の子は鼻を鳴らして手を離した。飛びすさるトモヤスを尻目に視線を巡らせる。

　瞬間、一度だけ目があった。

　心臓に悪いとはこういうことを言うのだろう。それくらい強烈な眼光だった。喩たとえるなら銃口を間近でのぞきこんだような、長身の包丁を突きつけられたような。

　もう何秒か見つめ合っていたら後じさっていたかもしれない。だけど彼女はさして気にした風もなく他の人間を見渡した。

「丸腰の相手に大勢がよってたかって。格好悪いと思わないの？」

　露骨な侮蔑にレコが反応した。
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「そいつが何したか知ってるの!?　やられて当然よ！　そんな人でなし！」

「だから？　悪人相手なら何をしてもいいの？　じゃあここで馬鹿なことをしているあなた達たちに、私が何をしてもいいのかしら」

　息を吞のむ気配が広がる。歯がみするレコの前にトモヤスが立った。

「おまえは〈貝かい殻がら〉のなんだ？　どういうつもりで奴やつをかばってるんだ」

「〈貝かい殻がら〉？」

　女の子はきょとんとした様子でボクを見た。

「何それ、あなたのあだ名？」

　ボクはまばたきを返した。探索班のＩＤを知らないのか。というかこの子、一体どこの所属だ？　班を示す襟章がない。

「よく分からないけど」と女の子は首をひねった。

「見過ごせないと思ったから止めに入っただけ。他に理由なんてない」

「そんなことのためにツキソメを使ったのか？」

「ツキソメって何」

「おい、冗談もいい加減に」

　詰め寄りかけたトモヤスの顔が強こわばる。女の子の目は澄んでいた。オーバークロックを示す充血や呼吸の乱れもない。

「おまえは……一体」

「おい！　そこで何をしてるんだ！」

　中庭の入り口に白ブレザーの生徒が見える。執行部だ。

　次の瞬間には全員が逃げ散っていた。学内での私闘は禁じられている。身元を押えられたらどう処分されるか分かったものじゃなかった。特にトモヤスはツキソメの効果切れを控えている。副作用のダウンを恐れたのか、真っ先に姿を消していた。

　かくいうボクもレコを押しのけて逃げている。後ろから罵り声が飛んできたけど無視した。退路の数は限られている。アーチをくぐり廊下を駆けて厚生棟にたどりついた。

　追っ手は……ない。

　額の汗をぬぐって深呼吸した。

　今更ながら鼓動が意識される。指先が小刻みに震えてきた。

　まさかツキソメまで使ってくるなんて。あれほど敵意を燃やされているとは想定外だった。彼らにとってボクはよほど罪深い存在なんだろう。多分、今後も探索班から排除しようとし続けるはずだ。待ち受けるゴタゴタを考えると気が重くなった。

（関係ない子も巻きこんじゃったしな）

　あのおっかない目をした女の子。

　ただ「見過ごせない」という理由で止めに入ってくれた女子生徒。

　トモヤス達たちの攻撃があの子に及ぶのは避けたい。かといって彼らの要求を吞のむこともできない。探索班を抜けるから手打ちにしてくれ、なんて無理な話だ。やれることと言えば、せいぜいボクと彼女の身を守れるようにするくらいか。今後は武器を持ち歩いてツキソメもすぐ飲めるようにして。

　ツキソメ。

　脳裏に女の子の超人的な動きが過る。

　トモヤスの打撃を防いで、単純な力比べでも上回った。

　やっぱりあれはツキソメを使ってたんだよな？　じゃなきゃ説明がつかない。身体からだの変化が見えなかったのはたまたま光の加減。あの子は通りかかりに騒ぎを認めて、急いでツキソメを飲み、割って入った。

　でも、だったら。

（なんで噓うそをつく？）

　ツキソメのことを知らないなんて答えた？

　よく分からない。所属も正体も一切不明の女子生徒。本当に実在したのかさえ疑問になってくる。実はボクはとっくにトモヤスに打ち倒されて白昼夢でも見ているんじゃないだろうな。誰か正義の味方が来てくれることを夢見て。

　うはは。

　苦笑しか出ない。さんざんわがままを押し通して危なくなったら「ヒーロー助けて！」だなんて、幼稚すぎる。

　通りかかる生徒達たちがちらりちらりとうかがってきた。人通りが多くなっている。そろそろ移動した方がよさそうだ。巡回中の執行部員に呼び止められたら面倒なことになる。今日は一日寮に閉じこもっているとしよう。

　つとめて目立たないように、さりげなく立ち去りかけた時だった。

『探索班〈貝かい殻がら〉、乙おと丸まるタイキ』

　大音量で呼ばわれた。校内放送だ。柱のスピーカーがアナウンスを続ける。

『至急執行部、第三執務室まで来てください。繰り返します、探索班〈貝かい殻がら〉、乙おと丸まるタイキ。至急執行部、第三執務室まで来てください』




　　　　＊




　とりあえず言い訳のネタを二十個くらい考えて執務室に向かった。

　タイミングを考えれば呼び出しの理由は一つしかない。さっきの私闘騒ぎについてだろう。うまく逃げたつもりだけど、どこかで目撃されたのかもしれない。あるいは誰かがつかまってボクの名前を出したか。

　まぁ殴りかかってきたのは向こうで、こっちは最後の最後まで突っ立っていただけだ。堂々と被害を訴える手もあるだろう。ただトモヤス達たちが口裏を合わせてきたら厄介だ。たとえば『〈貝かい殻がら〉が俺おれ達たちを侮辱したんです』『攻撃されそうになったので仕方なく反撃しました』とか言われたら。ボクの潔白を主張してくれそうな者はいない。結果、多数決で喧けん嘩か両成敗に落ち着く。いやいや、理不尽すぎる。

　だからこそある程度理論武装して臨む必要があった。執行部に伝わっている情報が全体の二割なら言い訳〈Ａ〉、三割なら言い訳〈Ｂ〉という感じで。なるべく余分な情報を出さずに、相手の出方をうかがって。トモヤスチームの誰かが同席していたら……まぁ、その時はその時だ。

　緊張も露あらわに執務室の扉をノックする。「失礼します」と断って扉を開けた。

　大きなデスクの向こうに日ひの御み子こリンが座っていた。ペンを置いて静かに視線を上げてくる。同席者はいない。空調の音だけが広い室内に響いていた。卓上には缶入りの昆こん布ぶ茶ちや、やはり好物なのか。

「遅かったですね」

　冷ややかな声に頭を下げる。言い訳を考えていたとはとても言えない。

「すみません。探索の疲れもあってぼうっとしていました」

「その割に難しい顔をしていますね。色々考えこんでいた風ですよ」

　どこまでお見通しか分からない感じでリンは言った。手を編んで前に乗り出す。

「本題に入りましょう。タイキ君、あなたの所属チームが決まりました」

「……え？」

　不意打ちだった。

　まばたきするボクにリンは書類を差し出した。

「先方には了解を取っています。丁度欠員が出ていたのでスムーズに話を進められましたよ。あなたの実力も存分に活いかせるはずです」

　狐きつねに化かされた気分で書類を受け取る。一体どこの物好きがボクなんか受うけ容いれたんだ。今日の探索の顚てん末まつを聞いていないのか？　記載内容に目を凝らして、だけどボクは今度こそ仰天した。




　配属チーム：〈トリル〉

　リーダー　：〈額がく縁ぶち〉七ななツつ屋やトモヤス




「冗談ですよね？」

　思わず漏らした本音にリンは眉をひそめた。

「なぜ冗談だと？」

「いえ、〈トリル〉はその……ボクみたいなタイプは苦手だと思ったので」

「そういう自己評価の低さはタイキ君の悪いところです。心配しなくても大丈夫ですよ。彼らは前向きにあなたを受うけ容いれてくれました」

　噓うそだろう。

　どうなっているのか。わけが分からない。さっきの騒動からわずか数分で心境の変化でもあったのか？　人の好き嫌いがひっくり返ったのか？

　いやいや、まさか。

「あの、日ひの御み子こ幹事」

「リンです」

「リン。ボクとチーム〈トリル〉の間に何があったか、本当に知らないんですか」

「知りません。何かあったんですか？」

　問い返す顔は真顔で、噓うそをついているようには見えない。経緯を知った上で無理矢理配属をねじこんだわけでもなさそうだ。沈黙しているとリンは首を傾かしげた。

「まぁ、少なくとも先方は過去を気にしていないようですよ。だからタイキ君も昔のわだかまりは捨ててください。いつまでも過ぎたことにこだわるのは非生産的というものです」

「はぁ」

「他に何か質問、確認は？」

「本件に関してボクに選択の余地はありますか？」

「ありませんね、残念ながら」

「なら、特につけくわえることはないです」

「結構」

　リンはうなずいた。

「では配属決定とします。明朝、探索の予定が入っているのでそこに合流してください。計画書はのちほど担当者に渡させます」

　手元の書類にサインしてトレイに放りこむ。まだ混乱しているボクに、リンは何気ない口調で付け加えてきた。

「それともう一つ、タイキ君にお願いがあります」

「お願い？」

　卓上のベルが鳴らされた。リンは昆こん布ぶ茶ちやを一口すすった。

「実はチーム〈トリル〉にはもう一人配属メンバーがいます。その人の面倒をタイキ君に見てほしいんです」

　面倒。

「食堂でお話ししたでしょう？　問題児がいると。病棟で目覚めたばかりの子ですが、どうにも非協力的で配属先に困っていたんです。そんな時に〈トリル〉の欠員の話が出て、ああ、タイキ君と一緒ならなんとかなるかなと」

「ええっと」

　扉の開く音がした。廊下に二つ人影がある。一人は今扉を開けたであろう人物、白服の執行部員だ。そしてもう一人は。

　喉の奥から変な声が漏れた。

　切りつけるような眼まな差ざしが室内に向けられる。長い黒髪が肩をなでた。

「四し十じ万まヤヒロさんです。まだ右も左も分かっていませんが、私わたし達たちのレクチャーを素直に受ける気もないようで、さっきも逃げ出して執行部総出で確保したところです。タイキ君、あなたにお預けします。どうか彼女に〈学園〉生徒の義務と責任を教えてあげてください」

　綺き麗れいなワタリガラスのような女の子は、ボクに視線を止めるとぱちりとまばたきした。

　ボクもあわせて目をまたたく。

　間違いない。あの時の子だ。中庭でトモヤス達たちからボクを助けてくれた。

　動揺を必死にこらえて会え釈しやくする。

　彼女は無言で向き直ると、にっと笑いかけてきた。
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「ここが厚生棟。食堂とか売店があるところで、ボクらの生活の基盤になる。ポイントさえあればだいたいのものは手に入るよ。お菓子でもゲームでも、綺き麗れいな服でも。逆に一文なしだとどこでも相手にされないけど」

　所属チームが壊滅したその日、ボクは教育係をやっていた。

　観葉植物の飾られたパサージュだ。ガラスのアーケードから明るい光が差しこんでいる。モザイク模様のタイルにはゴミ一つ落ちていない。きらびやかな雰囲気の中、買い物や食事の生徒がひっきりなしに行き交っていた。すれちがう何人かがちらちらとこちらをうかがってくる。

　横のヤヒロはさっきから「へぇ」「はぁ」とうなずいていた。理解できているか不安だけど、今のところクレームはない。ボクの指導を素直に受うけ容いれている様子だった。

　指導。

　このボクが。

　びっくりだ。人にものを教えるなんて一番対人スキルが必要だろうに。ボクみたいなひねくれ者にはもっとも向いていないはずだ。実際周りの胡う乱ろんな視線も、その認識を裏づけている。

「他には学生寮、施設棟、ゲート棟がよく行くところかな。施設棟は会議室や執行部の部屋があって、ゲート棟は外と学内の検問になるところ。ボクら探索班はそこから出発して、帰還時は探索報告を出したり報酬ポイントを受け取ったりする」

「教室は？　学校なんでしょ、ここ」

「それらしい部屋はあるけど……みんな集まって授業とかはないかな。〈学園〉って言っても、別に先生はいないし。生徒達たち同士で勉強会を開くくらいだね。どこのエリアが危険だとか、効率のいい探索方法は何かとか」

「ふぅん」

　一応会話が成立していた。まぁ覚醒したての子を相手にしているからかもしれない。ボクも病棟を出たばかりの頃は見るもの聞くもの新鮮だった。何を言われようとスポンジのように吸収して身につけていったことを覚えている。つまりボクの説明がどれだけ下手でも、今の彼女は気にせず受うけ容いれられるということだ。

「逆に一般の生徒が入れない建物もある。病棟とかね。なんでも無菌状態を維持しなきゃいけないとかで校舎との間に柵が設けられている。執行部配下の保安部隊がいて近づくとこっぴどく怒られる。だからなるべく寄りつかないようにして──」

「あ、あれ、何？」

「……」

　単純に聞き流しているだけかもしれない。嘆息気味に視線を向けると複数の丸テーブルが見えた。奥のカウンターで厚生班員が愛あい嬌きようをふりまいている。

「軽食スタンドだね。飲み物とか簡単な食事が売られている」

「甘い物は？」

「ジェラートがあったんじゃないかな」

「食べたい」

「いいよ」

　思えばずっと立ちっぱなしだ。話を続けるにしても一度座って落ち着きたかった。

　席を確保してカウンターで注文をすませる。コーヒーと紅茶、それにジェラートをトレイに載せて持ち帰った。

「飲み物は好きな方で。ジェラートはどうぞ」

「いいの？」

「君、まだ自由に使えるポイント、ほとんどないだろう。これから探索装備も揃そろえないといけないし」

「サンキュー、じゃあありがたくいただくわね」

　気負いなく言ってヤヒロはスプーンを握った。ラズベリー味のジェラートをおいしそうに頰張る。目をつむると、おっかない印象もわずかに和らいだ。

「いいね、結構いける」

「それはよかった」

　ヤヒロが紅茶を選んだのでコーヒーを引き寄せる。一口味わってから居住まいを正した。

「順番が前後しちゃったけど、さっきはありがとう。助けてくれて」

「ん」

「中庭で、殴られそうになってたところを助けてくれた」

「ああ」

　スプーンをくわえたまま、彼女はまばたきした。

「気にしないで、ああいうの昔から見過ごせない質なの。本当は全員の首根っこつかまえて説教したかったけど、邪魔が入ったから」

「邪魔って」

　乱入した白服の姿が思い浮かぶ。

「執行部のこと？」

「そう、しつこく追いかけてきて、結局つかまっちゃったし」

「よく分からないけど、なんで逃げたのさ？　別に執行部はボクらの敵じゃないよ」

「だって言ってること、わけ分かんないんだもの。〈学園〉への貢献とか、生徒の義務とか、薄気味悪くって」

「気味悪い？」

「軍隊みたいじゃん。私わたし達たちのこと兵隊扱いしてる感じで」

「んー」

　そういうとらえ方もあるのか。確かに、本来あるべき学生生活とボクらの状況はかけ離れている。周辺市街の様子を知らなければ反発したくもなるだろう。

「まぁ色々事情はあるんだよ。追々説明するけどさ。ていうかボクも執行部から頼まれて、君と一緒にいるんだけど、逃げないの？」

「うーん、あなたはいいかな」

「なんで」

「匂いが違うから」

　そう言うや彼女は顔を寄せて鼻をひくつかせた。ぎょっとするボクの前でうなずいてみせる。

「やっぱり、あなた自然な感じ。安心する」

「なんだい、それ」

　どぎまぎしながら身を引く。咳せき払ばらいして座り直した。

「じゃあもう一個質問。さっきボクを助けてくれた時、ツキソメを使ったよね。なんで知らないみたいな態度を取ったの？」

「だからツキソメって何」

　声に若干の苛いら立だちが混ざった。

「なんか武器の名前とか？」

「薬だよ。ボクらの感覚とか力とかを強化する飲み物」

「そんなの使ってないわ」

「ありえないんだ。あの時、トモヤスはツキソメを飲んでいた。彼の動きについていくには君も同じようにしないと無理なわけで」

　風が吹き抜けた。

　ヤヒロがカップを示してみせる。なんだ？　手元を見下ろして愕がく然ぜんとした。ボクの手の中にあるのは紅茶だった。いつの間にか、ヤヒロと飲み物が入れ替わっている。

「よく分からないけど、私ちょっと身体からだが軽いみたい。力一杯ジャンプしたら空まで飛んで行けそうなくらい。はい」

　議論を封じるようにコーヒーを返してくる。紅茶と交換しながらボクはうなずかざるをえなかった。ＯＫ、分かった。色々疑問は尽きないけど、一旦この話は置いておこう。

「じゃあ説明の続きに戻ろうか。さっきはどこまで話したっけ？」

「校舎と設備の解説」

「なら次は組織と日々の活動についてかな。分からなかったらいつでも止めていいから、一旦ざっと説明するよ」

〈学園〉内の役割分担、報酬システム、世界の状況について話していく。この一帯がアシハラと呼ばれていること。ミサキという名の脅威にさらされていること。直近ボクらが何を目的にしているか、そのためにどんな活動をしているか説明すると、ヤヒロは露骨に顔をしかめた。

「そんな無茶苦茶な話に、みんなおとなしく従ってるの？」

「無茶苦茶って」

「だって死人が出るほど危険な仕事を、賞金かけてやらせてるんでしょ？　言うこと聞かなきゃごはんも寝るところも出さないって。脅迫じゃん」

「でも、誰かがやらなきゃいけないことだし」

「ミサキをやっつけなくても地図を作らなくても、みんな生活できてるんでしょ？　だったら無理に探索なんかしなくていいじゃん」

「短期的にはそうかもしれないけどさ」

　閉鎖環境での生活が長続きするとは思わない。備蓄が切れる前になんらかの手を打たなければ、というのはみんなが持っている危機感だ。だけどどうも目の前の女の子は違うらしい。ボクの説明が悪いのか、あるいは彼女の理解が拙いのか。

　ヤヒロは半眼で頰ほお杖づえを突いた。

「やっぱり私、ここの考え方、気に入らない。探索とかも意味があると思えない」

「いや、君」

「それにね、私にはやるべきことがあったように思うの。記憶をなくす前に何か大事なことをしていた気分。だからそれを見つけて終わらせないと」

「どうやって？」

「さぁ。でもとにかく〈学園〉への貢献なんてしてる場合じゃないわ」

　頭痛がしてきた。行き当たりばったりにもほどがある。

「君が信念を持っているのは分かったけどね。当座の食料や寝床は必要だろう。さっき自分で言った通りだよ。働かない者には見返りもなしってのがここのルールだ。勝手が分かるまでは大人しく従うのが無難だと思うけどね」

「……」

「やりたいことを思い出したら、その時、どうするか考えたら？」

「んー」

　不満そうだけど反論もできないという顔。一応理屈が通じない相手ではないらしい。だめ押しでもう一言、付け加えてみる。

「ひょっとしたらこの〈学園〉に君のやりたいことがあるかもしれないでしょ」

「ああ」

　今度はこくりとうなずいてくれた。

「そうね、確かに可能性は捨てきれないわ。少しここで暮らして様子を見てもいいかも」

　ほっとする。

　彼女みたいに過去の衝動にとらわれる生徒は珍しくない。覚醒したては特にそうだ。断ち切られてしまった何かを、誰かを探している気分。ただ、〈学園〉での日常が続くうちに衝動は薄らいでいく。他ならぬボクも含めて、内心のもやもやを現実認識で押し潰していく。彼女も多分、数日以内に落ち着くはずだ。

「で、君が探索の仕事をするにあたってだけど、いくつか準備がある」

　リンから渡された書類を広げる。四し十じ万まヤヒロに関する諸伝達事項。

「まずは探索道具の手配。これはボクが昔使ってたものを分けるから、足りないものだけ買いにいこう。服や靴は新調した方がいいね。サイズが合わないものを身につけていると、いざって時に危ないから。あとはそう、ＩＤを決めないと」

「ＩＤ？」

「探索メンバー同士の呼び名だよ。外じゃ無線を使ってやりとりするからね。同姓同名の人がいると間違いやすいでしょ。だからユニークな識別子をつける。ちなみにボクは〈貝かい殻がら〉」

「……」

「一応、執行部が候補を出してくれてるから、その中から選ぶといいよ。ほら書類に書いてある。〈歯は車ぐるま〉、〈三さん面めん鏡きよう〉、〈絨じゆう毯たん〉……〈火ひ鉢ばち〉なんていいかも。呼びやすいし」

「イヤ」

「そう？　じゃあ〈絨じゆう毯たん〉は──」

「違う。全部いやだ。変な名前で私を呼ばないで」

　ヤヒロの顔は険しかった。あのぞくりとするような目で睨にらみつけてくる。

「意味もないあだ名をつけられて、それで呼ばれるなんて家畜みたい。そんな扱いされるなら絶対探索班なんて入らないから」

「ＯＫ、分かった。この話はやめよう」

　内心、チーム〈トリル〉の面々にどう説明しようと悩みつつ書類を下げる。この子、ちょくちょく地雷が埋まっているから安心できない。

「じゃあどうする？　ボクのことはタイキと呼んでもらえればいいけど、君のことは」

「ヤヒロでいいわ」

「了解、ヤヒロ。そろそろ移動しようか。夕方になると閉まる店も出てくる」

「装備を買いに行くの？」

　トレイにカップを載せながら訊たずねてくる。

「服？　それとも靴から？」

「いや」

　こういう時は時間のかかりそうなところから回った方がいい。個人の嗜し好こうが強く反映されて、選択が命を左右する買い物。注意深く特性を比較検討した方がいいもの。

　ボクは席を立ち、トレイを取り上げた。

「武器から行こう」




「へぇ」

　倉庫に入るなりヤヒロは目を丸くした。

　広い空間に武器・弾薬が山積みされている。ナイフや拳銃といったスタンダードなものはもちろん、大型の対物ライフル・ロケットランチャーまで置かれていた。迫撃砲に至っては個人での運用を考えているとはとても思えない。カートリッジ式の有翼弾がごろりと床に転がされていた。

「すごい。秘密基地みたい」

　ボクは受付の厚生班員に書類を渡した。新規生徒の装備調達である旨むねを告げて振り返る。

「〈学園〉内で見つかった武器が集められているみたいだよ。中には使い方がよく分からないものもあるらしいけど」

「あれとか？」

　指さした先に砲身つきの兜かぶとがある。キャプションには『ヘルメット銃（独）』と書かれていた。『塹ざん壕ごうに身を隠して射撃するのに便利』

「撃った瞬間、首を痛めないのかしら」

「さぁ。誰も使ってないところを見るとあまりうまくいかなかったんじゃないかな」

　手招きして倉庫の奥に進む。比較的小ぶりな得物の収納棚から、鞘さやつきのナイフを取り出す。

「基本的には初期ポイントの範囲で好きなものを買えばいいよ。ただおすすめは拳銃とナイフだね。持ち運びが楽だし、何より初心者でも取り回ししやすい」

「貸して」

　柄を握って数回振る。んー、と首をひねった。

「ねぇ、ミサキってすごく大きくて力の強い怪物なんでしょ？　それにこんなおもちゃみたいなもので対抗できるの？」

「まぁ急所を狙ったり、同じところを何度も攻撃したり、工夫は必要だけど。なんとかなるんじゃないかな」

「急所ってみんな決まってるの？」

「いやミサキごとに覚える必要がある」

「げー」

　露骨に面倒そうな顔をされた。眉根を寄せて周囲を見渡す。

「もっと何も考えずにぶん殴れそうな武器がいいんだけど、あ、あれは？」

　指さした先に身の丈ほどの戦せん斧ぷがある。これは装飾品ですと言わんばかりに、壁にしっかり固定されていた。多分、十キロ以上あるだろう。真上から落ちてきたらぺっしゃんこにされそうだ。

「どうやって持ち運ぶんだよ」

「両手で支えて」

「他の荷物、持てなくなるだろう。だいたい遠くの敵を狙う時はどうするんだよ。いちいちあれを置いて銃に持ち替えるのかい？」

「じゃあ片手にあの斧おのを持って、もう片手には……これを持つとか」

　脇のラックからアサルトライフルを取り上げる。それで、にっと笑いかけてくるのだから救えない。ボクは盛大な溜ため息いきを漏らした。

「君の銃の腕前は知らないけどね。片手で照準できるほど、射撃って簡単じゃないよ。ハンドガンだってちゃんと両手で固定しないと当たらないんだから」

「むむむ」

　往おう生じよう際ぎわ悪く棚を物色し続ける。長柄の鎚つちや棍こん、刀を手に取っては戻していった。どれを選ぼうと同じことだ。リーチ重視ならいっそ銃の腕を磨いたら？　白兵戦武器はナイフに留とどめて、狙撃銃でも選べば？　そうアドバイスしかけた時だった。

「あ」とヤヒロが声を高くした。

　壁に小走りで向かっていく。木箱に入れられた装備を躊ちゆう躇ちよなく取り上げた。

「これ、いいんじゃないかな」

　最初は槍やりかと思った。長く伸びた刀身が天を睨ねめつけている。でも柄の部分は複雑な形状でトリガーやストックまでついていた。銃？　いや銃剣銃だ。ヤヒロは付属の負い紐ひもをつかんでかざしてみせた。

「肩にも背負えるし、叩たたいたり撃うったり両方できるよ。これだけ大きな銃なら威力もすごそうだし」

「銃って殴るのに使っていいんだっけ」

　部品やフレームが歪ゆがみそうだけど、平気なんだろうか。

　一応、取得に必要なポイント数を確認しかけて「ん」と思う。説明書きがない。銃剣銃の入っていた木箱にも何も書かれていなかった。

「あー、だめですよ。それ、触っちゃ」

　厚生班員が慌て気味に駆けつけてきた。

「手に取らないよう注意書きが貼ってあったでしょう。あれ？　ない」

「これ？」

　ＫＥＥＰ　ＯＵＴのテープをヤヒロが差し出す。厚生班員は低く呻うめいてそれを奪い返した。吊つり上あがった目で木箱を指さす。

「戻してください。員数外装備なんですから、売り物じゃありません」

「何か問題があるの？」

　横から口を挟む。

「見たところ普通に使えそうだけど」

「欠陥品ですよ。重すぎるんです」

　厄介者でも見るように顎をしゃくった。

「見てください。そいつ全部鉄で作られているんです。グリップも前床も何から何まで。とても普通の人間が扱える代物じゃありません」

　言われてみれば確かに全体が黒光りしている。そう塗られているだけかと思ったけど、総金属製なのか。樹脂やプラスチックを使えばずっと軽量化できるだろうに。

「なんでわざわざこんな作りに？」

「さぁ、頑丈なら殴り合いにも便利だと思ったんじゃないですか。確かにこいつなら下手なウォーハンマーともやりあえますからね。射撃時の負担とかはガン無視ですけど」

「気に入ったわ、これにする」

　ヤヒロの言葉は、継続中の会話を全てぶった切るものだった。目を剝むく厚生班員の前で彼女は銃剣銃をかざした。

「切ってよし、叩たたいてよし、撃ってよし、とか最高じゃない。これ一個あればどんな状況にも対応できるんでしょ？　シンプルイズザベストよ」

「は、話を聞いてましたか？　こいつの重さは普通の人間じゃ耐えられないって。常時ツキソメを飲み続けるって言うならともかく」

　ビュンと空気が鳴って、気づけば銃剣銃が構えられていた。片手でまっすぐに厚生班員を照準してヤヒロはウィンクした。

「私、ちょっと力持ちみたいなの。他に問題がないならこれ、譲ってくれない？　ちゃんと使いこなしてみせるから」

「で、でも、そもそもこの装備は非正規品で」

　抵抗する厚生班員にボクはそっと耳打ちした。

「帳簿の修正が必要なら、また手伝うけど？」

　ぎょっとした顔で見返された。怯おびえと怒りが同時に瞳を過る。

　ボクは黙って適正額と思おぼしきポイントをヤヒロのトークンから差し出した。厚生班員は少し迷っていたが、乱暴につかみ取ると、受付に戻っていった。

「なんのこと？」

　ヤヒロがまばたきする。ボクは肩をすくめた。

「あの倉庫番、前に物資の横流しをしてたんだ」

「え？」

「帳簿を改ざんしてね。出荷した以上の武器を在庫から減らしていた。ボクの所属チームでもやろうとしていたから一度指摘してね。以来、色々融通を利きかせてもらってる」

「脅したってこと」

「失敬な。ばれないようにやれってアドバイスしただけだよ」

「あなた、意外と悪党ね」

　呆あきれ顔がおのヤヒロに取り合わず、ボクは棚から弾薬箱を取り出した。

「おかげで君は目当ての得物をゲットできたんだ。感謝してほしいね。さ、どうする？　他の武器も見てみるかい？　幸い予算に若干の余裕もできたけど」

「ううん」ヤヒロは首を振った。弾薬箱を受け取って小脇に抱える。

「これで十分。色々持っていてもわけ分からなくなりそうだし、まずはこの子を使いこなせるようにしてみるわ」

　軽々と銃剣銃を持ち上げて背中に担かつぐ。

「さ、行きましょ。次は何？」

　鉄の塊を扱っているようには見えない。発泡スチロールの模造品でも振り回しているみたいだ。

「そうだな……服を見ようか。その武器を扱うのに邪魔にならないものを用意しないと」

「ＯＫ」

　ひょっとして彼女はボクの手ほどきなど必要ないのかもしれない。どんなに無茶で出で鱈たら目めな状況でも身一つで突破していく。ボクと違って〈学園〉の庇ひ護ごから離れても生きていけるのかも。

　物思いに耽ふけりながら倉庫を出る。瞬間、ガンと凄すさまじい音が背後でした。

　ヤヒロの銃剣銃がドア枠につかえていた。長い銃身と巨大な銃把が彼女の歩みを止めている。

　ヤヒロは居心地悪そうに身じろぎした。何度か体勢を変え、負い紐ひもの位置を調整して、全てが無駄だと理解してから苦笑を浮かべる。

「タイキ、ごめん。出るの手伝って」




　それからしばらく構内を見て回った。

　ショーウィンドウが可愛かわいらしい雑貨屋。

　レトロなたたずまいの郵便局。

　その横に並ぶ絵はがきの露店。

　ヤヒロは年相応の女の子らしく、目を輝かせてはしゃいでいた。背中の銃剣銃がやや物騒だったけれど、まぁこの〈学園〉じゃ珍しい光景でもない。揺れる切っ先が商品にぶつからないようにだけ気をつけて、ボクは彼女についていった。

　店員は概おおむねボクの存在を疎うとんじていたけど、ヤヒロの天てん真しん爛らん漫まんさには毒気を抜かれたのだろう。服屋では、ボクそっちのけで女子トークを繰り広げていた。『ちょー、かわいい』『待って、かわいい』『かっわいー』

　びっくりするだろう。これ会話なんだぜ？

　ともあれ買い物を続けるうちに分かったことがある。

　一つ、ヤヒロの力はおそらく後天的なものだ。力と反応速度には恵まれているけど、それをどう扱ってよいか戸惑っている。何度か商品を取り上げては落としかけていた。荷物をあちこちぶつけるのも力の加減ができていないせいだろう。なんというか、突然無重力状態に投げこまれた宇宙飛行士でも見ている気分。
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　第二に彼女はものの名前にやたらとこだわった。自分が四し十じ万まヤヒロであることを主張するように、人や物品・場所の呼び名を知りたがった。たとえばこんな具合。『ねぇ、ここが〈学園〉ってことは分かったんだけど何学園なの？』

　正直考えたこともなかったので面食らった。〈学園〉は〈学園〉だろう。一つしかないのだからそう呼べばいい。そもそも正式名称が分からないのだから、どうとも呼びようがない。

『でも土地の名前とか作った人の名前とか、何かつけたいと思わない？　普通』

　普通。

　たまに出てくる言葉が心をざわめかせた。

　彼女は明らかに他の生徒達たちと違っている。執行部が手を焼いている理由も同じだ。

　異常だから。

　特殊だから。

　でも、彼女は自分の感性を「普通」だと呼ぶ。

　一体それはどこの価値観なのだろう。




　結局、全ての買い物が終わったのは午後六時を過ぎてからのことだった。

　リュックサックいっぱいの荷物を抱えて食堂に向かう。順当にお腹なかが空いたのと、ヤヒロに施設の使い方を教えたかったからだ。幸い夕食のピークにはまだ間があった。端っこの席を確保してトレイを運ぶ。ベーコンと卵のサンドイッチにかぶりつきながら、ヤヒロの前に探索計画書を広げた。

「明日だけど、午前五時四十分にゲート棟で集合、早速探索に出るよ。所属チームは〈トリル〉、そこそこ古参で中堅の部隊だね。実力自体は信頼できる。ただそれ以前に今回のチーム編制には大分問題があるけど」

「何？」

　ソーセージを頰張りつつヤヒロがまばたきする。やっぱり聞いてなかったのか。

「君が中庭でやりあった相手、あれ〈トリル〉のリーダーなんだ」

「え？」

「七ななツつ屋やトモヤス、ＩＤは〈額がく縁ぶち〉。周りを取り囲んでいたのもチームの関係者ばかりだよ」

「何それ」

　ヤヒロの顔は混乱していた。

「喧けん嘩かしてる人同士をくっつけたの？　執行部の人ひと達たち。なんで？」

「表向きは喧けん嘩かなんかしてないことになってるからだよ。まぁ仲が悪いってのは薄々気づかれてるだろうけど」

　不穏な話はいくつも上がっているはずだ。苦情だって陰に陽に受けているに違いない。ただ貴重な探索班員を遊ばせている余裕はない。定員割れのチームを放置もできない。だから無理矢理くっつけたというところか。

　まぁ〈トリル〉側が喜んで受うけ容いれたという話だけ謎だけど。

「そもそもどうしてあなた達たち、喧けん嘩かしてたの？　武器まで持ちだして」

「話すと長くなるけどね」

「聞かせて」

　まぁ隠すことでもない。ぽつぽつと搔かい摘つまんで説明していく。なるべく中立的な視点で語り終えるとヤヒロは考える目になった。

「なんだかややこしい話だけど、つまり向こうはあなたと一緒に動きたくないのね」

「そうだね」

「で、あなたは一人で動きたい」

「うん」

「なのに執行部が無理矢理くっつけようとしている。やっぱりそこが一番おかしいんじゃない？」

「探索班は必ずチームで動く、そういうルールだからね」

「ルール、ルール」

　ヤヒロは歌うように言った。うんざりした様子で天井を仰ぐ。

「なんだか見えない糸でがんじがらめにされているみたい。よく我慢できてるわね、あなた達たち」

「秩序は必要だよ、特にボクらみたいな子供だけの社会には」

「それでみんなの仲が悪くなっても？」

　返答しづらい。束縛と安全、自由と危険は表裏一体で、どちらが悪とも言えなかった。

　実際相互の兼ね合いに起因するトラブルはいくつも起きている。今の平穏は皆がぶつかり合った末の小休止というところだ。新しいメンバーが入ってきたら、すぐ問題が再燃する。丁度今の彼女みたいに。

「とにかく」と話を戻した。

「ボクらに取れる選択肢は〈トリル〉の一員となって目の前の探索を成功させることだ。だから君もトモヤス達たちへのわだかまりは捨ててほしい」

「いいけど」

　ヤヒロは口をへの字に歪ゆがめた。上目遣いにうかがってくる。

「向こうはどうなの？」

「多分納得していないだろうね」

　感情を極力排した声で答える。

「向こうの認識だとボクは疫やく病びよう神がみだ。自由にさせておいたら命に関わる。だから色々手を尽くして排除にかかるかもしれない」

「排除って」

「市街地なら人目も少ないしね。事故に見せかけて昼間の続きをするとか」

　ガタンと音を立ててヤヒロが立ち上がる。ボクは「落ち着いて」とたしなめた。

「ミサキに囲まれて仲間割れを始める馬鹿なんていないしね。リンチをやれそうな場所は市街地じゃ限られている。だからその時だけ気を遣っていればいい。いざって時の退路だけ確保してね」

　あとは昼間の二の舞にならないようツキソメを準備して。

　脳内でシミュレートしつつ、ヤヒロに座るよううながす。

「ま、それも可能性だよ。ひょっとしたらトモヤス達たちも大人の対応をしてくるかもしれない。だからボクらもなるべく挑発しないように心がけよう」

「面倒ね。面倒だわ、本当」

　ヤヒロは疲れた様子だったが、すぐに気を取り直して身を乗り出してきた。

「ね、どうせ逃げるかもしれないのなら、途中で二人でふけちゃえばいいんじゃない？　はぐれましたって言えば執行部の人ひと達たちも怒れないでしょ」

「なんで『二人で』なのさ」

「だって私一人じゃどうしていいか分からなくなりそうだもの。あなた以外の人とこんな風に話せるかも分からないし」

「まぁそこは大丈夫だと思うけど」

　ボクなんかよりよほど物もの怖おじせず人ひと懐なつっこい性格だ。妙な反骨心さえなくせば普通に溶けこめるだろう。

　少し声を低くする。

「今更だけど、ボクにはあんまり関わらない方がいいよ。周りに同類だと思われるし、多分付き合っているうちにがっかりさせる。さっき悪党って言われたけど、それ、当たらずとも遠からずだなって。危なくなったら他の人みたいに見捨てるかもしれないし」

「私、あなたが逃げろって言ったら逃げるわ。そうすれば大丈夫なんでしょ？」

「まぁ」

「じゃあいいじゃない。言ったでしょ、私、あなたを信用してるの。匂いが他の人と違うなって」

　匂いねぇ。

　女の子を引きつける香りなんて出してないと思うけど。

　くんくん袖を嗅いでいるとヤヒロがサンドイッチの残りを頰張った。リスのような顔つきのまま視線を向けてくる。

「私、甘い物が食べたいわ。ここ、ジェラートとかある？　ケーキでもいいけど」

「あっちのカウンターで売ってるよ。飲み物は向こう」

「行ってくる。あなたの分も買ってくるわね！」

　いや、お腹なかいっぱいなんだけど、と返す余裕はなかった。混み始めたダイニングを器用にすり抜けて壁かべ際ぎわを目指していく。

　一息ついて書類を取り出した。中庭の一件の礼ではないけれど、今日買ったものの収支と明日の持ち物だけチェックしておきたかった。多分この手の話はボクの方が得意だ。残ったポイントをどう使うかもアドバイスしたいし。

「ん」

　残トークンを確認して首を傾かしげる。思ったより使いこんでいた。予定額から十数パーセント出費がかさんでいる。

　あれれ、なるべく安いものを選んだつもりだけど。

　個別の領収証を確認、過去の買い物メモと照らし合わせてようやく理由に気づく。装備品が値上がりしていた。主に消耗品の価格が一割から二割上がっている。

（物資が不足してるのかな）

　そういえば探索報酬も微妙に渋くなっていた気がする。需給バランスを維持するために調整さているのか。少し切り詰めていった方がいいのかもしれない。無駄なものは買わずに、なるべく物資を節約して。

　ヤヒロにも注意しなきゃな、と思った時だった。

「ただいま！」

　足音高く彼女が帰ってきた。両手に山盛りのデザートが掲げられている。満面の笑みが器の間で弾はじけた。

「買いすぎちゃった。一緒に食べましょう。足りなければまた買ってくるから！」

　溜ため息いきしか出なかった。




　　　　＊




　天窓から朝あさ陽ひが差しこんでいる。

　広いホールはひんやりとして、まだ夜の静寂が残っていた。消し忘れた照明がぼんやりと光っている。門もん扉ぴの脇の壁時計が秒針の音を響かせていた。

　時刻は午前五時十分。

　ボクは靴音を立ててゲート棟を歩いていく。

　一番乗りかと思ったけどホールにはもう複数の人影があった。

　ノッポの少年とおさげの女の子。トモヤスとレコだ。正面にはチーム〈トリル〉のメンバー、二人が立っている。四人は薄らぐ影を求めるように壁かべ際ぎわに集っていた。額を突き合わせて何か話している。

「おはよう、随分早いね」

　返ってきたのはレコの唸うなり声だった。不穏な空気を抑えるようにトモヤスが挙手する。

「おはよう〈貝かい殻がら〉、合流前にこっちの話を終わらせておこうと思ってな。探索計画や装備の確認をしていただけだ。気にするな」

「別に気にしてないよ。まだ話してるなら席を外すけど」

「いや、いい。丁度今終わったところだ」

　えらくタイミングがいいね、という言葉は飲みこむ。ヤヒロに挑発はやめろと言っておいて自分が破っていたら世話はない。

　場の雰囲気をうかがう。やはり歓迎ムードではなかった。レコはともかく残りのメンバー二人も敵意に満ちた表情をしている。トモヤスは涼しい顔をしているが、もともと感情が読み取れないタイプだ。昨日も眉一つ動かさずに殴りかかってきた。

　ボクはあえてフラットな口調で挨拶した。

「よろしく頼むよ。信じてもらえないかもしれないけど、ボクはチーム〈トリル〉に貢献するためにやって来た。今までのことは一旦忘れて協力させてほしい」

「もちろんだ。よい仕事ができることを祈ってる。お互いにとってこの探索を有意義なものにしよう」

　差し出された手を握る。会え釈しやくした弾みにトモヤスの腰のホルスターが見えた。黒光りするハンマーと回転式弾倉。リボルバーだ。ベルトには大粒の銃弾が収納されている。

　背筋がひんやりとする。トモヤスは銃の名手だ。ツキソメなどなくても数十メートル先の的を正確に撃ち貫くという。流れ弾を装よそおってこちらを撃つことも十分可能だろう。道中の緊張が思いやられて気が重くなった。

　トモヤスは視線を巡らせた。

「例の正義の味方は？　一緒じゃないのか？」

「モーニングコールしておいたからそろそろ来ると思うよ。あと彼女に関しては名前で呼んだ方がいい。出発前にチームを脱けられないためにも」

「どういうことだ」

　答えかけた途端、硬い靴音が響いた。リズミカルな足取りが近づいてくる。巨大な銃剣銃を背負った女の子がアーチの下に現れた。

　長い髪が揺れる。真新しいネッカチーフが陽光に輝いた。

「おはよう、タイキ。本当みんな早起きなのね。来る途中、じろじろ眺められてイヤになっちゃったわ」

　目立つ装備にしたのは君だろう、と言いたかったけど、ヤヒロはボクの前を通り過ぎた。〈トリル〉のメンバーに向き合う。

「四し十じ万まヤヒロよ。よろしく」

　頭を下げたタイミングで銃剣銃がガチャリと前にずり下がる。続く自己紹介はない。向けられた刃に顔をしかめながらレコが訊たずねた。

「ＩＤは？　なんて呼べばいいの、あんたのこと」

「ないわ」

「は？」

　ヤヒロは勢いよく胸を張った。

「私のことはヤヒロと呼んで。私もあなた達たちを名前で呼ぶから」

「そんな勝手、許されるわけ──」

「いいだろう。今回の探索では全員を名前で呼ぶ」

「リーダー!?」

　レコが信じられないように目を剝むく。トモヤスはちらとボクをうかがってからヤヒロに向き直った。

「ここにいるメンバーに同姓同名の者はいないからな。本名でやりとりしても大して問題は出ない。それでおまえが動きやすくなるなら希望を吞のもう。ただ」

　背後のメンバーを示す。

「探索は集団行動だ。気に入らないことがある度に文句を言っていたら、チームが成り立たなくなる。だから他にも希望があるならこの場で申し出てほしい。その代わり、外に出たあとのクレームは一切却下する。この条件なら要望を受うけ容いれてもいい」

「いいわよ。別に無理なことをお願いするつもりはないし」

「ＯＫ。で、他に希望は？」

　ヤヒロは少し考えてから顔を上げた。

「タイキが何か言ったら、ひとまず耳を傾けてあげてほしいの。彼、ひねくれ者だけど悪い人じゃないから」

　トモヤスはうかがうような視線をボクに向けてきた。

「彼女は覚醒してまだ数日と聞いているが、随分分かり合っているじゃないか。何か因縁でもあったのか？」

「さぁね。日ひの御み子こ幹事に訊きいてくれ。ヤヒロをボクにあてがったのは彼女だ」

「それは中庭での一件があったあとか、前か」

「あとだよ。誓って言うけど、ボクが彼女を乱入させたわけじゃない。今のこの状態にまったくボクの意思は入っていないから」

　必ずしも納得していない顔でトモヤスがうなずく。そのままヤヒロに視線を戻した。

「分かった。希望は以上か？　ならおまえは今からチーム〈トリル〉の一員だ。よき探索を目指そう」

　ヤヒロは無言で手を上げて応えた。

　チームメンバーの一人がプリントを配ってくる。探索計画書の写しだった。

「もう目を通しているかもしれないが、念のため今日のプランを説明しておく。探索エリアは〈セ‐１〉、目的地は〈駅〉だ」

　トモヤスは地図を広げた。鉄道路線の途中に駅舎のマークがつけられている。

「知っての通り、このあたりはビルと街路の密集地で効率重視の探索隊に測量され続けてきた。その分、未踏破の地域も減っているが例外がある。駅舎自体だ」

　骨張った指が施設をポイントする。

「ここは増改築の影響でかなりややこしい構造になっている。低レベル探索者は安全を見て立ち入らないし、高レベル探索者はもっと遠方のエリアに足を延ばすしで、長らく放置されていた。要は中ちゆう途と半はん端ぱな難易度と見なされていたわけだな。だが俺おれ達たちみたいな混成パーティーの慣らし運転には丁度いい。コントロール可能な範囲でアクシデントが起きてくれるしな」

　思わず眉を持ち上げてしまった。

「出かける前からアクシデント前提かい」

「何も起きないんじゃ、チームワークも磨けないだろう。〈トリル〉の現メンバーだけで障害を排除できたらおまえ達たちがいる意味もない」

「ふむ」

　確かに、六人分のトラブルシュート能力を確かめなければ、以降の探索が心こころ許もとない。ボクはうなずいて地図を見下ろした。

「で？　具体的な探索箇所は？　改札やホームを見て回るのか」

「あとは線路、信号設備とかな。特に線路を探索ルートとして開削できれば、かなり行動範囲が広がる。〈学園〉への貢献も十分だ」

「確か高架だったね、あそこは」

　川向こうまで長く延びる陸橋の中継地点だ。下から見ている限りどんな空間かうかがいしれない。ミサキが少なければ確かに、よいバイパスとなるだろう。

　少なければ、だけど。

「ちなみに直近の偵察情報はあるのかい？　その、ボクらの難易度認識を裏づけるデータは」

「ある。チーム〈ラルゴ〉が一昨日駅舎を訪れている。ミサキとのエンカウント率は一・九％、遭遇した相手は注意レベル２以下。退路を確保しつつ進めばリスクは低いというレポートだ。ただその時は日没が迫っていたせいで早々に引き揚げたらしいが」

「ふむ」

〈ラルゴ〉のリーダーは知っている。ボクと同じでかなりの慎重派だ。彼がレポートしているなら信じていいのだろう。

「探索時間は五時間を予定、〈駅〉突入前に一度食事休憩を挟む。おまえ達たちには周辺警戒と測量のサポートを頼みたい。報酬はフラットに六等分。以上だ。何か質問は？」

「いや」

　ヤヒロをうかがうと、彼女も無言で首を振ってきた。きょとんした顔を見る限り多分よく分かっていないのだろう。

　トモヤスは視線を巡らせた。荷物を取り上げて声を大きくする。

「よし、じゃあ出発しよう。チーム〈トリル〉、進発」




　雑木林を抜けて市街地に下りる。

　つづら折りの坂を進み、細い路地を曲がると幅広の幹線道路にたどりついた。カイワレのような二股の外灯が中央分離帯に並んでいる。内側の車線は丘を越えるためだろう、大きく傾斜して丘上の緑に吞のみこまれていた。

　彼方かなたの地平線にわた雲がわだかまっている。無人の市街が青空の下に広がっていた。まばゆい朝あさ陽ひに照らされながら、ボクらは黙々と歩いていった。

　会話はない。ただ刺すような視線が感じられる。懐ふところを探ると、周囲の緊張した気配が伝わってきた。

　疲れる。

　なるべく気にしないようにして歩いていると「ねぇ」と袖を引かれた。

　ヤヒロが道沿いの集合住宅を見ている。ベランダのパラボラアンテナが空を睨ねめつけていた。

「あれ、本当に誰も住んでないの？　随分新しい建物に見えるけど」

「空き家だよ。たまに電気や水道が使える部屋もあるみたいだけど、住人の発見は今のところゼロ」

「ふぅん、なんかイメージと違うわね。てっきり廃はい墟きよみたいなのが広がっていると思ってたけど」

「大災害後みたいな」

「そうそう」

　残念ながら、そんなに分かりやすい状況じゃない。ボクらのいる場所は過去の歴史と断絶している。たとえるならば、そう、世界丸ごと神隠しにあったような状態。

「見た目の平和さに安心していると痛い目を見るよ。公園の砂場でふざけていたら埋まっていたミサキにがぶりと嚙かみつかれた、なんて話もあるんだから」

「コントみたいね」

「冗談じゃないって。君も警戒だけは怠らないようにしなよ。武器の用意はもちろん、何かあったらすぐツキソメも飲めるようにして」

　ヤヒロはぱちぱちとまばたきした。細い首を傾かしげて、

「持ってきてないわよ」

「え？」

「置いてきたわ、部屋に」

　さすがに啞あ然ぜんとしてしまった。

「な、なんでさ。持ち物リストにも書いておいただろう。昨日わざわざ寮に戻る前に、執行部からの支給も受けて」

「だって変な匂いがするんだもの、あれ。もともと私、薬とか嫌いだし」

「嫌いって君ね」

　幸い周りには聞かれていない様子だった。ベルトの水筒を一つ外して差し出す。

「持っていなよ。本当にどうしようもなくなった時にだけ使えばいいから」

「いいわよ。そんなのなくても動けるし」

「探索中はボクの言うことを聞くって話だったよね？」

　む、と顔をしかめてからヤヒロは水筒を受け取った。

　まだ何かごねる気か、と思ったけど彼女はすぐ周囲の見物に戻った。小こ綺ぎ麗れいなゴーストタウンを物珍しげに眺めている。

　沈黙が再び訪れる。

　気づけば大分駅えきに近づいていた。背の高いビルが道沿いに増えている。壁面広告の女性がにこやかに微笑ほほえみかけてきた。『ＮＯＷ　ＯＮ　ＳＡＬＥ』と書かれているが、いまいち何を宣伝しているのか分からない。ひょっとしたらボクらが忘れているだけで、すごい有名人なのかもしれない。

　他メンバーの様子は、とうかがうと先ほどとまったく変わりがなかった。というか悪化している。押し殺した息遣いが背中に感じ取れた。足音も硬さを増している。

　カッ。

　カッ。

　カッ。

（これはちょっと、やばいかもな）

　本気で襲いかかってきそうだ。周囲に別の探索班がいないことを確認して、一撃で片づける気かも。

　背筋に冷たいものを感じていると先頭のトモヤスが振り向いた。

「よし、このへんで小休止しよう」

　腕時計をのぞきこむ。

「現時刻は〇六三〇、出発は〇七〇〇。各自交替で食事を取ってくれ。俺は少し周りの様子を見てくる」

　全員時計の時間を合わせて荷物を置いた。チーム〈トリル〉のメンバー達たちは慣れた様子で歩ほ哨しようと食事組に分かれた。ボクもヤヒロに目配せしてリュックを下ろそうとする。

「タイキ、おまえは俺と一緒に来てくれ」

　トモヤスの声にぎくりとする。冷えた鉄のような目がこちらを見ていた。

「バックアップを頼みたい。この辺の地理はよく知っているだろう」

「私も」と立ち上がりかけたヤヒロを歩ほ哨しよう役のメンバーが制する。トモヤスは首を振った。

「四し十じ万まはキャンプの警戒に当たってくれ。いざという時に戦力が足りないと困る」

「でも」

「出発後のクレームはなしと言ったはずだぞ」

　空気が強こわばる。〈トリル〉の面々が緊張も露あらわに身構えた。一人は明らかに武器に手を伸ばしている。全員、強硬手段も辞さない顔だ。

　仕方ない。ボクはトモヤスに向き直った。

「分かった。一緒に行こう。ヤヒロは留守を頼むよ」

「大丈夫なの？」

「うん。彼の言った通り、ボクはこのあたりに詳しいんだ。偵察には向いている」

　つとめて何気ない表情でトモヤスに並んだ。「行こう」と促すと彼は無言で歩き始めた。

　大通りを外れて狭い裏道に入っていく。左手には古いビル群が壁のようにそびえていた。エアコンの室外機がごてごてと設置されている。右手には公園のフェンスが迫り、針金留どめされた案内板が風に揺れていた。

　頭上を電線が行き交っているせいで見通しが悪い。路地自体、ゆるくカーブしているためか、すぐキャンプが見えなくなった。

　トモヤスのホルスターが揺れている。カチャ、カチャ、カチャ、カチャ。

　鼓動がうるさい。口の中が乾いている。ごくりと唾を飲みこむも喉の渇きは治まらなかった。

（もし相手がやる気になったら）

　すぐ対応しなければならない。銃の腕では勝てないからまずは遮蔽物に隠れて、ツキソメを飲んで。いや、四の五の言わず逃げるべきか？　キャンプに戻ってヤヒロに警告して。そして。

　ザッと擦過音を響かせてトモヤスが立ち止まった。三さん叉さ路ろだ。行き止まりに年代物の居酒屋がある。木製のテラスを背に、トモヤスは振り返ってきた。

「さて」

　押し寄せるプレッシャーに顔が引きつる。よく見れば周囲は開けていた。逃げこめそうな場所はない。まずい、誘導されたか。

　慌てて水筒をつかみかけた時だった。

「落ち着け、敵意はない。少し話をしたかっただけだ」

　両手を上げてトモヤスが告げる。相変わらず表情の読み取れない顔でうなずいてみせた。

「周りに聞かれたくないんでな。場所を改めさせてもらった。レコ達たちにも四し十じ万まに手を出すなと厳命してある。心配するな」

「どういうつもりだ？」

「チーム〈トリル〉も一枚岩じゃないってことだ。おまえに対する感情もかなり温度差がある」

　トモヤスはテラスの柵にもたれかかった。ペットボトルの水を飲む。ぎしぎしと木の軋きしむ音が響いた。

「腹を割って話そう。おまえを〈トリル〉にほしいと言ったのは俺だ。執行部に直じか談だん判ぱんして優先的に回してもらった」

「なんだって」

「随分前から希望は上げてたんだけどな。こっちはこっちで定員が充足していたからなかなか希望が通らなかった。今回は色々タイミングが合ってうまくいった感じだ。ほっとしたよ、人間性はともかく、おまえの分析能力は得がたいものだからな」

「ちょっと待てよ。じゃあ昨日の中庭の騒ぎは一体なんなんだ」

　あやうく殴り倒されかけたのだ。実は評価していたなんて言われても納得がいかない。

　トモヤスは片眉を持ち上げた。

「チーム全員に好かれていると思うほど、おまえもうぬぼれていないだろう。レコみたいに感情的な奴やつがいる中で、俺がおまえを招き入れたと言えば、チームはバラバラになる」

「つまり？」

「俺は〈貝かい殻がら〉というリスクを排除しようとした。だけど執行部の強制で受うけ容いれざるを得なくなった。こういうストーリーが一番収まりがいい」

「芝居だったっていうのか」

「ああ」

　呆あきれ果はてる。真偽のほどはさておき、本気で言っているなら手段を選ばないにもほどがあった。攻撃された方の気持ちなんてまったく考えていない。ボクが「ふざけるな」と言う可能性を考慮していないんだろうか。それに、そもそもの話。

「じゃあなんでツキソメを使ったんだ。八百やお長ちようで殴るだけなら別に要らないだろう？」

「理由は二つ」

　トモヤスは指を立てた。

「一つは俺の本気度をチームメンバーに示すため。まさかあそこまでやってインチキとは誰も思わないだろう。ブラフには最大限の労力を、フェイクには本物以上の手間隙ひまをというのが俺のモットーだ。そしてもう一つ、どちらかといえばこちらの方が理由としてはでかい」

「なんだ」

「ツキソメが強化するのは筋力だけじゃない。動体視力、神経伝導速度もだ。つまりギリギリまで攻撃の精度を上げて相手へのダメージをコントロールできる」

　なるほど、当たりどころをよくするためということか。一見派手な乱闘に見せつつボクを怪け我がさせないようにするため。

　理屈は通っている。限りなく乱暴だけど論理的だった。

（ふむ）

　トモヤスの性格、〈トリル〉の状況、この場でボクを騙すメリット・デメリットを一通り頭の中で組み上げてみる。

　噓をつく理由は……少ない。

「一つ質問していいかい」

「ああ」

「ボクの受うけ容いれに反対しているのはチームのうち、何人なんだ。ああ、レコが嫌がってるのは分かってるけど」

「二名だ。レコとさっき歩ほ哨しようを買って出た奴やつだな。あと一名は君の参加を歓迎している」

「真っ二つだね」

「そう、だから色々苦労している」

　静かな声に疲労が滲にじんだ。ようやく人間らしいところが垣かい間ま見みえて緊張が緩む。

「で？」とボクは首を傾かしげてみせた。まだ信用はしきれないけど、とりあえず手を差し伸べてみる。

「ボクと君は一体どうすればいいんだ、これから」

「表向き反目しながら絆きずなを深めていけばいい。勝手が分かればレコ達たちも警戒を解くだろう。別におまえが探索メンバーを殺して回っているわけじゃないってな」

「そう簡単にいくかな」

「心配するな。なんならもう一芝居でも二芝居でも打って、おまえの無害さをアピールしてやる」

「遠慮しておくよ。君のやり方だと命がいくつあっても足りなそうだ」

　たとえプロレスだろうと無闇に殴られたくない。チームの半分が味方なら、ボクの立場でもなんとかやりようはあった。

　ボクは苦笑して肩をすくめた。

「安心したよ。正直ヤヒロの面倒を見るのでいっぱいいっぱいだったんだ。君らが敵に回らないなら大分気が休まる」

「その件だがな、タイキ。一つはっきりさせておきたいことがある」

　トモヤスの声が硬くなった。視線が鋭さを増す。

「あの四し十じ万まヤヒロという娘、本当に中庭の時が初対面か？」

「？　そうだけど」

「執行部から何か申し送りされたことは？　つまり彼女のミッションについてとか」

「いや……」

　トモヤスはまっすぐに目を合わせてきた。

「お互い、腹を割って話したい。大事なことだ、正直に答えてくれ」

「そう言われても」

　質問の意図が分からない。戸惑いが伝わったのかトモヤスは息をついた。

「単刀直入に言うとな。俺は彼女をスパイだと疑っている」

「なんだって」

「執行部の回し者だ。俺おれ達たち、チーム〈トリル〉の動向を探るためのな」

「ちょっと待ってくれ」

　彼の話は驚かされるものばかりだ。気を抜くとついていけなくなる。

「ヤヒロがスパイだって？　冗談だろう。あんな天然娘に工作活動なんかできるもんか」

「本当にただの天然だと思うか？　演技や偽装ではなく」

　まじまじと見返すボクにトモヤスは口元を歪ゆがめてみせた。

「おまえを呼び出したあの時な、俺おれ達たちはちゃんと周囲に注意を払っていたんだ。見張り役を配置して執行部の邪魔が入らないようにしていた。なのに四し十じ万まは突然現れた。まるでタイミングを見計らっていたように。おまけにそのあと、執行部の人間まで引き連れてきた」

「計算ずくだっていうのか」

「だってそうだろう。あいつはツキソメなんか使ってないと言ったが、あの反応速度は普通じゃありえない。俺おれ達たちを監視して準備していたと考えれば全部説明がつくんだ。ちなみにおまえを欲しいというリクエストに執行部の返した条件が『四し十じ万まもセットなら』だ。これを疑うなっていうのか？」

「ＯＫ、分かった」

　ボクは両手を上げてトモヤスを制した。

「筋道が通ってるのは認める。ただ、その話には一つ大前提が抜けてるぞ。君ら、チーム〈トリル〉にはスパイされるような後ろめたいことがあるのか？」

　トモヤスは静かに見返してきた。風がネッカチーフを揺らす。

「俺おれ達たちは探索報酬のシステムに疑問を持っている」

「システム？」

「正確に言うと、報酬レートの妥当性だ。最近、立て続けにいくつかの物資が値上げされた。だが報酬額は据え置きか、むしろ渋くなっている。もともとの計算式が複雑だから分かりづらいが、単純に半年前より五から八パーセント、減額されているイメージだ。おかげでどのチームも無茶な探索に乗り出しやすくなっている」

「うん」

　そうした空気感はボクにも伝わってきている。結局チーム〈スタッカート〉が不慣れなエリアに繰り出したのもポイント不足が原因だ。チームメンバーから繰り返し窮状を訴えられなかったら、あのリーダーもあえてリスクを冒さなかっただろう。

「だけど仕方ないだろう。〈学園〉の物資は有限なんだから、時間がたつほどやりくりしづらくなって値段が上がっていっても」

「それがな。物資は全然有り余っているっていうんだ」

　思わずまばたきしてしまった。

「厚生班、分析班に伝つ手てがあるって言っただろう。色々情報を搔かき集あつめた結果、どうやら生活必需品の在庫に問題はないらしい。だけど執行部からはレート見直しの指示が出る。正直わけが分からないと言っていた」

「なるほどね」

　なんとなく話の筋が読めてきた。ボクはトモヤスの目を見つめた。

「つまり君はこう言いたいわけだ。執行部は意図的にボクらが無茶な探索をするよう仕向けている。ポイントの価値を操作して」

「ああ」

「で？　証拠を搔かき集あつめて反対運動でも起こす気かな。スパイの存在を気にしているってことは」

「反対運動というか公開質問だな。ポイントの透明性を高めて、物資の在庫も公開してもらう。みんなが納得感を持って義務を果たせるようにしたいと、まぁそういう話だ」

「関わっている人間は？」

「そいつはまだ明かせない。おまえをどこまで信用していいか分からないからな。ただかなりたくさんだと言っておこう。複数の班にまたがって人脈を広げているからな」

　どうも面倒くさい話に巻きこまれているようだ。このまま「革命軍に参加しろ」とか言われたらどうしよう。警戒しつつ「それで」と話を戻した。

「ヤヒロのことは？　どうするんだ」

「泳がせておくさ。様子を見ながらな」

　トモヤスは肩をすくめた。

「ただ、俺もチームの面倒を見なきゃいけないからな。四し十じ万まにまで気を配っていられない。だからあいつのことはおまえに任せる」

「スパイをスパイしろって？」

「そこまでは言わない。妙なことをしでかさないか、横で見ていてほしいって話だ。そもそもそういう指示を執行部からも受けているんだろう？」

「まぁね」

「なら、今まで通り頼む。さて、そろそろ戻ろう。待ちくたびれた四し十じ万まに暴れられても困る」

　トモヤスはテラスから離れると、さっさと来た道を戻り始めた。

　まだ訊ききたいことはあったけど、確かに離れすぎると怪しまれる。ヤヒロはもちろん、レコもじりじりしながら待っているだろう。

　案の定、キャンプの雰囲気は最悪だった。

　携帯コンロを囲んで残ったメンバーが牽けん制せいし合っている。歩ほ哨しようも周囲よりはキャンプの様子が気になってしょうがないようだった。

「すまん、遅くなった」

　レコがはっと顔を上げる。トモヤスの無事を見て安あん堵どして、それから五体満足なボクに顔をしかめてみせた。

　分かりやすい。トモヤスが道中、ボクを始末してくれるとでも思ったんだろうか。

　ヤヒロの反応は正反対だった。肩の力を抜いて「タイキ」と呼びかけてくる。

　ボクは片手を挙げて無事を示した。レコの手前、あまり緊張も解けない。なるべくしかつめらしい顔で荷物を下ろした。

「周囲は異常なしだ。予定通り〈駅〉に向かう。食事にさせてくれ」

　コンロ前に座りかけたトモヤスの眉がひそめられる。「なんだ」と場を見渡した。

「全然食べてないじゃないか。どうしたんだ」

「この子が変なことばかり言うのよ。ムカついて食事どころじゃないわ」

「何を言ったんだ？」

　ボクの問いかけにヤヒロは顔をしかめた。

「別に、質問に答えただけよ。なんでタイキを助けたんだって訊きくから」

「『私は昔からそうしてた。弱い者いじめとか嫌いだから』ですって。昔って何よ。記憶なんかないくせに」

「あるわ」

　二度見してしまった。レコはやれやれというように肩をすくめた。

「はいはい、で？　具体的に何を覚えてるの」

「それは」

　ヤヒロは珍しく口ごもった。

「断片的なの。うまく説明できない。一つ一つの情景はしっかり記憶しているんだけど、繫つながりがぼんやりとしてて」

「ほら出た。噓うそをつくならもう少し上手についてほしいよね」

「噓うそじゃないわ」

「だったら」

「もうよせ、二人とも」

　トモヤスが割って入った。コンロの火を止めてスープを分ける。

「食事の時間がなくなるぞ。あとで腹が減った、休憩したいとか言っても聞かないからな」

　湯気の出た椀わんを渡されるとレコは黙りこんだ。不機嫌そうな顔のままぱくつき始める。ヤヒロもそっぽを向いて食事を始めた。

（スパイ、ねぇ）

　椀わんにスープをよそいながらヤヒロをうかがう。

　果たして潜入任務を帯びた人物が、こんな言動をするものだろうか。普通ならもう少し目立たないように振る舞いそうなものだけれど。

（いや）

　裏の裏をかいて警戒を削そごうとしている？　まさかこの子にスパイは務まらないだろうと思わせている？

（どっちもないな）

　ヤヒロの横顔はむくれている。噓うそつき呼ばわりされて怒っていることは、浅い付き合いでも分かった。

　とはいえトモヤスの懸け念ねんも理解できる。彼女は色々と不可解だ。執行部との関係もつかみきれていない。リンが実際のところ彼女に何を言い含めているか、分かったものではなかった。

「タイキ？」

　ヤヒロが視線を察したように見つめてくる。ボクは椀わんを持ち上げた。

「これ、ちょっと熱いね」

「……煮すぎたかも」

　彼女は首をすぼめてスープに口をつけた。




〈駅〉は複数の建物で構成されていた。

　アーケードや高架、駅ビルが組み合わさって複雑なシルエットを作っている。連絡橋が縦横に走り回っている様は、まるで空中の迷路のようだ。駅というゴールを目指して作られたコンクリート製の迷宮。

　トモヤスは慎重に現在位置を確かめながら駅舎に近づいていった。交差点の手前で立ち止まり地図を広げる。メンバーを手招きして駅のマークを指し示した。

「今俺おれ達たちがいるのはここだ。駅には東と西の二つの入り口があって、あそこに見えているのは東口になる。高架下の商店街が四十メートルほど続いて、その奥に改札が設置されている。探索報酬がつくのはそこからだ」

「見たところ西口から改札までの方が近いようだけど？」

　ボクの疑問にトモヤスはうなずいた。

「代わりに一部の照明が落ちていると〈ラルゴ〉のレポートに書かれていた。暗闇の中をミサキに怯おびえて進みたくないだろう」

「なるほど」

「ねぇねぇ」

　ヤヒロが肩を寄せて囁ささやいてきた。

「本当にミサキなんているの？　ここに来るまで一匹も見てないんだけど」

「いたよ。君が気づかなかっただけだ」

「え!?」

「トモヤスがうまいこと回避してたんだ。ルートを小刻みに変えてね」

「うっそ」

　ヤヒロは目を丸くしてトモヤスを見た。

「ひょっとして彼、結構有能？」

「まぁね」

　トモヤスだけじゃない。他のメンバーも阿あ吽うんの呼吸で警戒を続けていた。あのレコでさえ地図を小まめに確認しては迂う回かいルートを指示していた。熟練している。中堅チームとは思えない手て際ぎわのよさだった。

（伊達だてにレジスタンスを気取ってるわけじゃないってことかな）

「行くぞ」

　片手を挙げてトモヤスが出発を促す。進軍再開、リュックの群れが横断歩道を渡り出す。鉄道の高架下に入ると改札に続く通路に足を踏み入れた。

　雑然とした外観とは裏腹に駅中の商店街は小こ綺ぎ麗れいだった。石畳の両脇に店舗が並んでいる。シャッターは全て下りきり、その上には店名を示すプレートがはめられていた。

　イタリアン・ダイニング。

　ドラッグストア。

　カレーショップ。

　つけ麵屋。

　足音を響かせて進んでいくとほどなく開けた場所にたどりついた。

　白い照明に七基のゲートが浮かんでいる。ＩＣカードの読み取り装置とフラップドア、自動改札機だ。

「そう……こけえん……駅？」

　吊つり下さげられた駅名表示にヤヒロが顔をしかめる。

〈筝◆苔宴ｃ駅〉

「たまにこういう表示があるんだよ。意味が分からない、記号みたいなの」

　ボクは券売機に歩み寄った。カラフルな路線図を示してみせる。

「ほら、これも、多分駅名だと思うけど一つも読めない」

「んん」

　ヤヒロの眉間に皺しわが寄る。伸び上がるように路線図を見つめて首をひねった。

「なんで？」

「さぁ」

　分かったら苦労しない。ただまぁ想像してみるに、たとえば、

「外国人向けの表示とか？　ほら、観光客用に準備した」

「でも他のところの看板はちゃんと読めるじゃない？　ていうか路線図だって私わたし達たちが分からなかったらマズいでしょ」

「まぁね」

　だから意味不明なのだ。歴史の断絶前に何かあった、くらいしか言えない。乗客の国籍比率が急変したとか、ボクらが列車を利用しなくなったとか。

「ねぇ、みんな」

　突然ヤヒロが場を見渡した。

「この電車がどこに繫つながっているか、知ってる？」

　返事はない。皆、一様に面食らった顔になっている。

「どれか一つでも覚えのある駅名、ない？」

　路線図を指さす。レコが「あるわけないでしょ」と吐き捨てた。

「地理や地名が分かってたら、こんな苦労して地図なんか作ってないわよ」

「みんな？　同じ？」

　畳みかけるような確認に困惑が広がる。「ヤヒロ」と思わず呼びかけてしまった。

「ボクらは記憶をなくしてるんだ。何度確認したって分からないものは分からないよ」

「んんん」

　彼女は目を閉じると、額を拳げん骨こつでタップした。檻おりに閉じこめられた熊のようにぐるぐると歩き回る。

「なんか……すっごく気持ち悪い」

「思い出せないことが？」

「違う。忘れている内容が不自然すぎて」

　眉間に濃い皺しわが寄っていた。

「ねぇ、これが電車の駅で、このわけの分からない表示が路線図で、あの機械が改札だってことまでみんな覚えてるんだよね？　なのに地名や駅名だけは誰も、一つも思い出せないの？　おかしくない？」

「それは」

　当たり前だと言いかけて口ごもる。

（いや）

　今更ながらの違和感に襲われる。

　全然当たり前じゃない。確かに変だ。一口に記憶喪失と言っても色々ある。『限られた期間の記憶がない』『特定エピソードを忘れている』『人や物の名前が思い出せない』など。なのに〈学園〉の全員が図ったように同種の記憶を失っている？　場所の呼び名だけが消え去っている？　こんな都合のいい話があるものか。

「雑談はそのくらいにしておこう」

　トモヤスがリュックを担かつぎ直した。整備の終わった銃をホルスターに戻す。

「議論は帰ってからでもできる。今は探索の時間だ。レコ、測量の準備は？」

　低く唸うなってレコが道具を取り出した。あんた達たちのせいで怒られた、と言わんばかりに睨にらみつけてくる。

「二列縦隊。ここから先は未知のエリアだ。警戒レベルを上げていくぞ」

　トモヤスの声に皆、緊張感を取り戻す。装備を整え直して改札を越えた。先頭のメンバーが中二階の様子をうかがう。大丈夫だと手招きしてきた。

　早速、レコが場の測量を始めた。ペアのメンバーと作業を進めていく。

「手伝おうか？」

「いい、話しかけないで」

　彼女は手て際ぎわよく数値をメモすると「ＯＫ」と合図した。トモヤスがうなずいて進軍を再開する。

　続けて精算所、エレベーター、倉庫、トイレ、消火設備。

　あらかた中二階を調べ終えるとチームは二階のホームに上った。強い風が吹きつけてくる。ボクは構わず進みかけるヤヒロを手で制した。

「何？」

「ミサキの一部は匂いに反応するみたいなんだ。開けた場所で風上に立つのはよくない」

「ふぅん」

　窮屈そうに引き下がって階上の空をうかがう。やがて哨しよう戒かいメンバーが周囲の確認を終えた。手を挙げて進路クリアと告げてくる。

　ボクらはホームに上がって視線を巡らした。

「ん」

　左手奥、待合スペースの向こうが妙なことになっている。ひしゃげた壁と天井が重なり合ってホームを塞いでいた。案内板も片側のパイプで辛かろうじてぶらさがっている状態だ。瓦が礫れきの一部が線路まで落ちこんでいる。

　双眼鏡を取り出して確認する。爆発でも起きたのか？　だけど破片の周囲に焦げた様子はない。断面が綺き麗れいだから老朽化の線も考えづらかった。

「なんだ、あれは」

　トモヤスの問いに首を傾かしげる。「さぁ」としか言いようがなかった。

「近くのビルが崩れでもしたのかな。落ちてきた瓦が礫れきに押し潰されたとか」

「そんな様子、どこにも見当たらないが」

「ううん」

　確かに周りの建物は綺き麗れいなままだ。電柱や連絡橋が倒れかかってきたようにも見えない。ピンポイントであそこだけ手抜き工事が行われていた？　まさか。

「反対側のホームに回りこんで確認してみようか」

　瓦が礫れきの裏側を見れば何か分かるかもしれない。一旦、中二階に下りてと提案しかけた時だった。

　ヤヒロがスタスタと歩き出した。まっすぐに瓦が礫れきの山を目指していく。

「お、おい」

　彼女は肩越しに振り向いてきた。

「まどろっこしいこと言ってないで乗り越えちゃえばいいでしょ。私、見てくるわよ」

「危ないって」

「平気平気、アスレチックとか得意な方だったから」

　そういう話じゃない。

　だけど彼女は止める間もなく崩落箇所にたどりつき、ひょいひょいと上り始めた。重いリュックと銃が背中で揺れている。

「猿みたいだな」

　呆あきれ顔がおでトモヤスが感想を漏らした。実際その通りなので擁護もできない。全員が啞あ然ぜんとしているうちに彼女は頂上にたどりつき、すっくと立った。

「何かあるのか」

　麓まで近づいて呼びかける。返事はなかった。ヤヒロはじっと向こう側を眺めている。

「おい」

「人が倒れている」

　振り向いた顔は硬かった。鷹たかのような目が強こわばっている。

「多分、死んでる」

「なんだって」

　トモヤスが動いた。ヤヒロほどじゃないけど機敏に瓦が礫れきを乗り越え始めた。仕方なく他のメンバーもあとに続く。おっかなびっくり山を越えると前衛アートのような光景が見えた。

「うっ」

「うわ」

（ああ）

　死んでいる、としか言いようがなかった。

　探索服の生徒が六人、バラバラになって転がっている。辛かろうじて原形を留とどめている者もあらぬ方向に手足を折り曲げていた。

　飛び散った血が壁や床に塗りたくられている。赤く染まった照明がまだらな光を落としていた。

「どこのチームだ」

　トモヤスのつぶやきを背にボクは斜面を下りた。物言わぬ死体の顔をのぞきこむ。数回、確認してから声を上げた。

「ねぇ、トモヤス」

「なんだ」

「このエリアは探索しやすいって誰からの情報だっけ？」

「チーム〈ラルゴ〉だ」

「それはおかしいね」

「なぜだ」

　静かに立ち上がる。バラバラのパーツを示しながら、

「これはチーム〈ラルゴ〉だ。全滅している」

　離れていても衝撃が感じ取れた。トモヤスは「馬鹿な」とつぶやいた。

「そんなはずはない。何かの間違いだ」

「だったら直接見てみるといいよ。幸い、顔はほとんど無傷だ」

　トモヤスは瓦が礫れきの階段を駆け下りるとボクの横に跪ひざまずいた。死体の顔を穴が空きそうなほど睨にらみつける。

　見立てが間違っていないことは、彼の反応で分かった。荒い息遣いに混乱が滲にじんでいる。

「〈ラルゴ〉のレポートはどういう形で受け取ったんだい。まさか直接会って話を聞いたわけじゃないだろう」

「分析班の知人から回してもらった。もともと彼らのレポートには注目していたからな。全体公開される前に目を通していたんだ」

「捏ねつ造ぞうかどうかは？　チェックしなかったのか」

「サインは本人のものだった。それとレポートの書かれた時期が同じかまでは、悪いが確認していない」

「つまり後づけで足された内容かもってことだね」

　誰が、という話は一旦避けた。道中の密談を考えれば明らかにも思えるけど、憶測に憶測を重ねたくない。だいいち謎解きをしている余裕はなかった。

「引き揚げよう。ここは危険だ」

　他のメンバーを振り返る。

「事前の情報が間違っている。なおかつ原因不明の死体と瓦が礫れきの山がある。計画を見直すには十分な状況だ。そこの柵を乗り越えてでも早く地上に戻った方がいい」

　ホームの端にトラス構造の柱が立っている。伝っていけばもとの交差点にたどりつけるはずだ。降下中はやや無防備になるが、得体の知れない構内を戻るよりずっといい。

　トモヤスも同じ気持ちだったのだろう。硬い表情でうなずきかけた時だった。

「そいつの言うことを聞くの!?」

　悲鳴のような声が上がった。レコが目を見開いている。信じられない様子で首を振った。

「〈貝かい殻がら〉だよ？　〈スタッカート〉のみんなを、ううん、他のチームの人ひと達たちも見殺しにした人でなしだよ。そいつの戯たわ言ごとなんか一言でも耳を傾けちゃダメでしょ！」

「レコ、非常事態だ」

　トモヤスが背後の惨状を示す。

「想定外のことが起こっている。一度仕切り直そうっていうのは間違っちゃいない。なるべく早くここから立ち去るべきというのも正論だ。彼への疑いは一旦忘れろ」

「忘れられるわけないでしょ！」

　レコは大きく腕を振った。

「変だよ。今まで探索してきてこんな風になったこと一度もないじゃん。おかしいと思わないの？　〈貝かい殻がら〉達たちが入ってきていきなりだよ。やっぱりなんかしてるんだよ。そうだ、〈ラルゴ〉のメンバーを始末したのだって、ひょっとしたら」

「レコ、よせ」

　制止の声と撃鉄の音が響いたのはほぼ同時だった。レコが銃を抜いている。唇と肩を震わせてボクを照準していた。

「レコ！」

「ヤヒロ、動くな！」

　銃剣銃を構えかけた彼女を制止する。こんなところで同士討ちを始めたら一巻の終わりだ。レコの目は血走っている。極度の興奮が息を荒くしていた。

「あんたが、あんたさえいなければ」

　呪じゆ詛そのような声だった。

「みんな、生きていられたかもしれないのに」

「分かった、ボクが悪かった」

　両手を挙げる。

「提案は取り下げる。だから銃を下ろしてくれ」

　返事はない。敵意に満ちた視線がボクを貫いている。

「どうするかの判断は君らに任せる。ボクは口を挟まない。約束する」

　だけど銃口は揺るがなかった。猜さい疑ぎと恐怖がレコの身体からだを縛っている。理性や意思に反して指先に力が込められていった。

　冷や汗が流れる。ヤヒロを動かすべきか？　でもそれでレコに怪け我がをさせてしまったら？　たとえトモヤスがフォローしてくれても〈トリル〉の内部に深刻な亀裂を生まないか？

　どうする。

　どうすれば。

　どうしたらいい。

　ごくりと唾を飲んだ瞬間、

　レコの背後の床が膨れ上がった。

「え？」

　振り向く彼女の顔に影が落ちる。粉ふん塵じんの中に巨大な黒い塊が浮かび上がった。

　小山が盛り上がったようだった。体長四メートル、いや五メートル。扁へん平ぺいな胴体に不釣り合いなほど小さな手足がついている。体表はのっぺりとして目鼻は見当たらない。ただ、口だけが開いている。黒々とした穴に人間のような歯がびっしりと生えていた。

「ミサキだ！　レコ、逃げろ！」

　トモヤスの呼びかけに、だが彼女は動かなかった。蛇に睨にらまれた蛙かえるのように立ちすくんでいる。巨大なミサキは口を開けると、ハンマーのごとく頭を振り下ろしてきた。

　！

　激しい打撃音が響き渡った。ミサキが顔をのけぞらせている。レコの前にヤヒロが立っていた。黒髪を翻ひるがえして銃剣銃を構えている。打ち返したのだ。あの小山のような相手を。

「なんで」

　レコが呆ぼう然ぜんとつぶやいた。ヤヒロは視線をミサキに向けたまま答えた。

「言ったでしょ。私、弱い者いじめとか嫌いだって」

　凜りんとした声音。

「目の前で誰かがやられるのを見過ごせないの。それがたとえ嫌な人だって」

　地響きのような唸うなりとともにミサキが殴りつけてくる。ヤヒロは銃剣銃を持ち直して撥はねのけようとした。が、その銃身がぬるりと表皮に吞のみこまれる。「ちっ！」崩れそうな姿勢を立て直して彼女はバックステップした。レコを抱きかかえて瓦が礫れきの山から下りてくる。

「なんなのあれ」

　放心状態のレコをトモヤスに預けて向き直ってきた。

「事前に聞いてた話と随分イメージ違うけど。怪物っていうよりもう怪獣じゃん」

「〈サンショウウオ〉だよ。レベル７地区に出没するミサキだ」

「レベル７だって？」

　トモヤスが顔をしかめた。

「このあたりはレベル２エリアだぞ。いくらなんでもかけ離れすぎている」

「だから離れたところからやって来たんだろう。そこの、バイパスルートを使って」

　高架の線路を指し示す。遥はるか彼方かなたの町並みが朝あさ靄もやに霞かすんでいた。トモヤスは絶句したけど、すぐに気を取り直した。

「戦ったことあるのか」

「ない。他チームの記録を見ただけだ。ただ基本的な特性はいくつか押えている。一つ、あいつは光を嫌う。普段は水中や物陰にもぐって隠れている。二つ、獲物の探知は主に聴覚で行う。震動や音をもとに相手の場所を特定する。そして三つ目、これがすごく厄介なことだけど」

　ざわりと背後で音がした。ホームの端から黒々とした塊が複数、出てくる。目のない頭がボクらを睨ねめつけた。

「あいつらは群れで動く」

「くそったれ」

　トモヤスは迷うことなく水筒をあおった。周囲の空気が揺らぐ。

「全員、ツキソメ服用！　正面の〈サンショウウオ〉を撃破して突破する。フォーメーション、バック・ツー・バック！」

　即座に〈トリル〉のメンバー二人が背後に回った。後方の敵を射撃して足止めにかかる。トモヤスは壁を蹴るようにして頭上を取ると、瓦が礫れき側の〈サンショウウオ〉に撃ち下ろした。だがぬらぬらした表皮はわずかに凹へこんだだけで銃弾を受け流してしまう。続けてヤヒロが斬りかかるも、やはり滑るように刃先が逸そらされた。

〈サンショウウオ〉は瓦が礫れきを蹴散らしながら前進してくる。

「あー、もう！　べたべたして鬱陶しい！」

　ヤヒロは銃身に付着した粘液を振り払った。

「水を殴ってるみたい。つかみどころがなくて苛いら々いらする」

　ボクは飛び散った粘液の匂いを嗅いだ。刺激臭がする。手触りもやや粘り気があった。

「レコ」

　銃声が響く。ヤヒロとトモヤスが再度、正面の〈サンショウウオ〉に向かっていく。背後のメンバーも必死にミサキ達たちを押おし止とどめていた。だけど包囲の輪は徐々に狭まっていく。

「レコ、しっかりしろ」

　ボクは声に力をこめた。彼女は尻餅をついたまま、びくりと肩を震わせた。

「ボンベ余っているか。食事で使ったやつ」

「な、なんで？」

「説明してる余裕はない。あるのかないのか」

「あ、ある」

　震える手でリュックを探り手渡してくる。ボクはツキソメを一口だけ含んだ。途端、全身の筋肉が燃え上がる。すっくと立ち上がりボンベを構えた。

「トモヤス！」

　渾こん身しんの力とともに投弾する。トモヤスの視線がボンベの軌跡を追った。それが〈サンショウウオ〉に吸いこまれるのを見るや、意を汲くんだように銃を構えた。

　銃声。

　爆発。

　野太い悲鳴が上がる。あたかも巨大な蠟ろう燭そくのように〈サンショウウオ〉が燃え上がった。

（やっぱり）

　奴やつの体液は可燃性の脂だった。燃料を身体からだに塗りたくっているのと一緒だ。打撃に対しては無敵でも火器相手では裸に等しい。

〈サンショウウオ〉は胴体をくねらせてなんとか火を消そうとする。暴れ回る度に壁や天井が破壊されて破片が降ってきた。だけどヤヒロは、悠長に見物していなかった。

　地面を蹴って一気に距離を詰める。疾風のように繰り出した切っ先は見事に目標をとらえた。焼け焦げた体表が切り裂かれて黒い体液を吐き出す。そのままためらうことなくヤヒロは刃を振り抜き〈サンショウウオ〉の身体からだを両断した。

「前方クリア！　撤退！」

　どうと倒れ伏す巨体を前にトモヤスが怒鳴る。殿のメンバーが踵きびすを返かえした。背後の〈サンショウウオ〉が堰せきを切ったように押し寄せてくる。

　ボクはレコを立ち上がらせた。ツキソメの入った水筒を押しつける。

「飲んで」

　彼女は言われるまま中身をあおった。まだ覚おぼ束つかない足取りの彼女を送り出しながら、ボクもあとに続く。

　瓦が礫れきの山を越えるとホームの奥から新たな〈サンショウウオ〉が上ってくるところだった。四方から震動が迫ってくる。異様な臭気が鼻をつく。荒い息遣いのまま階段にたどりついた。階下には……もうヤヒロが到着している。レコを先に行かせて中二階に下りた。トモヤスはホームで銃撃を続けている。殿のメンバーがどうなっているかは確認できない。

「危ないぞ、もう下がれ！」

　ツキソメが切れたら逃げられなくなる。だけどトモヤスは動かなかった。リボルバーを排はい莢きようして次の弾を込めている。

「トモヤス！」

「あと少しだ。おまえらは先に行っていろ」

「馬鹿言わないで」

　声を張り上げたのはヤヒロだった。銃剣銃を構えて睨にらみつける。

「援護が必要なら私も手伝う」

「タイキ、その猪いのしし女を押えつけてろ。話がややこしくなる」

　トモヤスは装塡を終えると射撃を再開した。

　ボクは下唇を嚙かんで腕時計をのぞいた。ツキソメの効果切れまで一分を切っている。秒針が容赦なく残り時間を刻んでいった。

　四十九、四十八、四十七──

「来た！」

　足音が二つ駆け下りてくる。殿のメンバーだ。トモヤスは彼らを招き入れると息をついた。ボクらも肩の力を抜く。緊張の糸がわずかに途切れかけた。

「リーダー！」

　レコの悲鳴は一瞬遅かった。天井が崩れる。頭上から〈サンショウウオ〉が降ってくる。

　ぱっくりと開いた口がトモヤスを睨ねめつけた。瓦が礫れきが散乱し、粉ふん塵じんが舞い上がり、そして。




　　　　＊




　結論から言おう。

　チーム〈トリル〉は〈学園〉への帰還に成功した。

　死者はゼロ、脱落者もなし。装備品の欠損も最低限。レベル７級のミサキに遭遇したことを思えば奇跡的な結末だ。無神論者のボクでも神の恩おん寵ちようって奴やつを信じたくなる。

　ただ代償は大きかった。撤退戦の最中、殿メンバーの一人が背中に嚙かみつかれて重体。レコは苦労して作った地図をリュックごと持っていかれた。

　そしてトモヤス。

　彼は左肩から先をごっそりと失っていた。最後まで意識を保っていたのが不思議なほどだ。ツキソメ切れの副作用と激痛に耐えながら、彼はチームを〈学園〉ゲートまで連れ帰り、そして昏こん倒とうした。

　医療班の準備した担架に付き添いながらレコは泣いていた。悲鳴と怒号がうずまく中、ヤヒロが傍かたわらに並んでくる。感情のない目で狂騒を見つめた。

「これが〈探索〉？」

　墓石の群れを前にしたような顔でつぶやく。

「あなた達たちが果たさなければいけない義務？」

「違う」

　抑揚のない声が漏れた。

「こんなものは〈探索〉じゃない。ただの自殺突撃だ」

「どういうこと」

「トモヤスがつかまされた情報には誤りがあった」

　押し黙る彼女に、トモヤスとの話を説明していく。彼が一般公開前の探索レポートを確認していたこと、その中にチーム〈ラルゴ〉のものがあったこと、〈ラルゴ〉は既に全滅しており報告など書きようがなかったこと。

「誰かがレポートの内容を書き換えて、〈駅〉構内を安全なエリアだと誤認させた。それを信じた探索班が無防備に突撃して壊滅する。ひょっとしたら〈ラルゴ〉もまた偽にせのレポートをつかまされたのかもしれない」

「そんなことできるの？」

　ヤヒロはいぶかしげだった。

「公開前のレポートなんでしょ。普通は厳重に保管されていたりするんじゃないの」

「普通ならね」

　もし彼女がスパイなら今からする話はまさに自殺行為だろう。だけど死線を乗り越えた者には特有の嗅覚がある。誰が敵で誰が味方か、見誤るほど呆けていないつもりだ。

「ただ……改ざんした者が、他でもない資料の保管者なら話は別だ」

　学園の施設棟を見上げる。白壁が夕ゆう陽ひで赤く染まっていた。窓硝子ガラスがタールでも塗りこめたように黒く沈みこんでいる。「誰」と訊たずねるヤヒロにボクは静かな答えを返した。

「執行部だ」




　日ひの御み子こリンとの面会は翌日の夕方まで待たされた。

　正直無視されるかもと思っただけに、了承の連絡が来た時はやや拍子抜けした。

　トモヤスの見舞いをすませて施設棟に赴く。いつもの執務室に入るとリンは静かに昆こん布ぶ茶ちやを飲んでいた。

　ペンを置く音が響く。能面のような顔が向き直ってきた。

「生還おめでとうございます。今回も貴重な情報をありがとうございました。分析班からも感謝の連絡が来ています」

　機械音声めいた声に感情は感じ取れない。一体どういうつもりで喋しやべっているのか、何を考えているのか、さっぱり分からない。やや薄ら寒いものを感じながら訊たずねた。

「〈ラルゴ〉のレポートを捏ねつ造ぞうしたのは執行部ですか」

「はい」

　呆あつ気けなく認められた。沈黙するボクを玻は璃り玉めいた目が映した。

「〈ラルゴ〉のものだけではありません。他のレポート・分析結果にも多かれ少なかれ手は入っています。特に匿名の調査書には顕著な傾向ですね。難易度の意図的な引き下げ、存在しない高ポイント目標の追記、それに時間あたり報酬期待値の改ざん」

「……」

「なぜこんなことをしているか分かりますか？」

　ボクはまっすぐに視線を受け止めた。

「探索の積極化でしょう。リスクよりリターンを大きく見せることで、ボクらが無茶な探索に出やすくなる。物価の操作も同じ理由でやっているんでしょう？」

「さすがですね、タイキ君。そこまで分かっているなら以下のこともご理解いただけるでしょう。『執行部はチーム〈トリル〉を罠わなにはめたわけではない』『今回と同様の事態はどのチームにも起こりえた』」

　トモヤスが公開前のレポートを盗み見たから、たまたま真っ先に被害を受けた、そういう話か。確かに、不穏分子を潰す方法としては回りくどすぎる。効果が不確実なのも見ての通りだ。

　個別のチームではなく探索班全体をターゲットにした改ざん、督戦行為。

「どうして、そこまで調査を急がせるんですか」

　物資が枯こ渇かつしているわけではない。人材が潤沢なわけでもない。なのに物よりは人を犠牲にする形で探索が進んでいる。

「別に今日明日でこの〈学園〉がなくなるわけじゃないでしょう」

「ええ、ただ一ヶ月後は分かりません」

　押し黙るボクの前でリンは立ち上がった。コートハンガーのジャケットを取り上げる。

「ついてきてください。見せたいものがあります」

　答えも聞かずに歩き出した。従うべきか否いなか迷ったけど、結局好奇心が警戒を上回った。

　廊下を進み、エレベーターを降り、地下のセキュリティゲートを抜ける。暗い連絡通路を歩いていくと古びた建物にたどりついた。コンクリートの壁に〈分析班〉のプレートがかけられている。リンは警備員に目礼して扉をくぐった。

「どうぞ」

　暗い部屋に幾筋かの光が落ちている。かなり広い空間だということは足音の反響で分かった。床にはブルーシートが敷かれて、上に黒いものが並べられていた。シートの間を係員が行き交ってチェックしている。一瞬、遺体安置所かと思ったが、倒れているものは人の形をしていなかった。

　奇妙に長い足、突き出た鼻、頑丈そうな甲羅。

「ミサキ？」

「の死骸ですね。大丈夫、もう動きませんよ」

　リンが先に立って歩き出す。薄暗い照明に細い背中が浮かび上がった。

「探索中に捕獲したミサキをサンプルとして持ち帰ったものです。一部、資材取りにも使われていますが、ここにあるのはほとんど研究用ですね。彼らの体組成や薬物耐性、身体能力を調べるために保管されています」

「対ミサキの戦術を立てるためですか」

「それもあります。ですが、私わたし達たちが重視しているのはもう少し別の観点です」

　足音が止まった。他のミサキから少し離れて横長のブルーシートが敷かれている。乗っているのは何匹もの〈ウサギ〉だった。一匹ずつ、横向きの姿勢で伏せっている。瑪め瑙のうめいた目に意思の光はない。

「さぁ、これを見てどう思いますか？」

「どうって」

〈ウサギ〉が並べられているだけだろう。どれもこれも変化のない、低クラスのミサキで、

（いや）

　一匹目と二匹目は大差ない、三匹目と四匹目もだ。だけど一匹目と四匹目を比べると明らかにシルエットが変わっている。後足が発達して牙が鋭くなっていた。耳も聴覚の向上を示すように大きくなっている。

　そして一番右の死骸を見てボクは静止した。目の前の存在を信じられず、二度見する。

〈ウサギ〉の背に翼が生えていた。まるでコウモリでも埋まっているかのように黒い膜が広げられている。長く伸びた牙はもはやサーベル級で、やり合ったら無事ですまないことは容易に予想できた。

「剝製を繫つなぎ合あわせたんですか」

「本気でそう言っているならタイキ君はよほどの楽天家ですね。この並びを見て本当にそんな結論にたどりつきますか？」

「いえ」

　大きく深呼吸する。

「進化してるって言いたいんですね、ミサキ達たちが」

「はい」

　リンは有翼〈ウサギ〉を見下ろした。

「地域によってばらつきはありますが、彼らは徐々に能力を増しています。探索チームが足あし繁しげく通ったエリアほどその傾向は顕著でした。ついでに言えば報告されている戦闘回数とミサキの進化速度も相関しています」

「ボクらが攻撃すればするほど、対策を練れば練るほど、ミサキも強くなっていくってことですか？」

「ええ、一つ一つの進化は目立たないから、現場には分かりづらいでしょうけどね」

　分かった時にはもう手遅れということだろう。質でも量でも圧倒されて〈学園〉は敗北する。

　リンは静かに続けた。

「私わたし達たちに残された時間は有限です。そして状況はどんどん悪くなっていると言っていいでしょう。事態を打開するには外の力が必要です。他の生存者コロニーと合流して共闘するか、あるいはミサキ打倒の手がかりを見つけるか」

「だから無理攻めをすると？」

「他にどんな手があるか教えてください。神頼みですか、それとも一発逆転の超兵器でも開発しますか」

　揶や揄ゆするように言って、リンは「失礼」と頭を下げた。

「私わたし達たち執行部はもう随分長いことこの問題に取り組んできました。最初は全てを公表して生徒達たちの協力を仰ごうという意見もあったんです。ですが、他でもない執行部内の混乱が私わたし達たちを思いとどまらせました」

「どういうことです」

「危機に瀕ひんした人間はそうそう強くない。その実例を見せつけられたんですよ」

　自嘲気味なつぶやきだった。

「先のことをまったく考えない籠ろう城じよう案、選抜者による物資の独占、果ては自殺同然の決戦プランまで、短絡的な案が山ほど出ました。抗あらがいようもないストレスに襲われた集団の末路はどれも同じです。内部に敵を求め、少ない資源を奪い合い、ついには自滅する」

「絶望的ですね」

「ええ」リンはうなずいた。

「幸い身内のトラブルはいくつかの非常手段で解消できました。ですが同じことが〈学園〉全体に広がった場合、私には収拾できる自信がありません。できたとしても、もう外敵に対抗する力は失われているでしょう。士気も絆きずなも人口も随分減っているはずですから」

〈学園〉に吹き荒れる暴力の嵐、物資の奪い合い、そのあとの荒廃を考えて暗い気分になる。

　なるほど、ようやく彼女の思考が理解できた。正論が破滅を呼ぶなら搦からめ手てで人を動かすしかない。情報の改ざんと物価の制御、その他た諸もろ々もろの手練手管で。

　理解はできる。

　できるけれど、

「それでボクが納得すると思っているんですか」

　死地に追いやられたのは現場のチームだ。執行部ではない。ガセネタで全滅しかけた怒りは抱いていいはずだ。

　リンは「さぁ」と首をひねった。

「感情的には受け容いれがたいでしょう。ただタイキ君は論理的な思考をする方です。最終的には全体にとって最適な決断を支持するんじゃないでしょうか」

「……」

「それに、あなたはもう私の話を聞いてしまいました。執行部に怒りを抱いて、では今後どうしますか？　今の情報を〈学園〉全体に流しますか。それとも事態を打開するために別の噓うそを考えてくれますか？　あるいは理屈をかなぐり捨てて感情のまま反乱でも始めますか」

「嫌な質問をしますね」

　逃げ場のない議論に誘導された感じだ。どう答えても、どう反論しても袋ふくろ小路こうじになる。

「対案が出せない以上、黙るしかないと分かっているでしょう。それで？　ここまで秘密を明かした理由はなんですか。口封じですか、それとも冥土の土産ってやつですか」

「仲間割れは不毛だと言ったはずですよ。あなたのように貴重な戦力を失う気はありません」

　リンはゆっくりと向き直ってきた。

「協力してください、タイキ君。腹を割った今だからこそお願いしたいことがあります」

「なんでしょう」

「四し十じ万まさんを私わたし達たちの味方にしてほしいんです」

　黒髪の、鴉からすのような女の子が脳裏を過る。

「彼女は特殊です。一緒に行動して分かったでしょうが、ツキソメなしで怪力をふるい、ミサキのスピードについていきます。何より興味深いのは、彼女が過去の記憶を持っているらしいことです。まだ朧おぼろ気げなようですが、この八方塞がりな状況を打開するヒントになるかもしれません。……ただ」

　長い睫まつ毛げが伏せられる。

「四し十じ万まさんは〈学園〉の存亡など二の次のようです。果たすべき義務を放棄すれば、よって立つ世界自体が失われると、我々にとって自明の事実がどうしても理解してもらえないのです。だからこそタイキ君には強く期待しているんです。彼女をここに繫つなぎ止とめて、私わたし達たちの力にしてもらえないかと」

「じゃあ執行部も彼女の正体を把握していないんですね」

「していたら、あんな風にお任せしませんよ。私は仕事の任せ方は丁寧な方なんです」

　やや砕けた調子で言ってリンは顔を上げた。気のせいか、どこかほっとした面持ちになっている。

「さて、私の話は以上です。あなたがどう動くにせよ、今時点では同じ秘密を抱えた共犯者同士です。重荷を一人で抱えるか、それとも我々全員で共有するか、懸命な判断にたどりつくことを祈っていますよ、タイキ君」
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　月明かりが窓から差しこんでいる。

　青く染まった空気の中で、ボクはまんじりともせずに天井を眺めていた。風がレースカーテンを揺らし、さざ波のような音を響かせる。投影された影が陽炎かげろうのごとく揺らめいた。

　リィィィン。

　彼方かなたの地平に〈ミハシラ〉が白く輝いている。まるで夜闇に浮かび上がる誘ゆう蛾が灯とうのようだ。他に動くものはない。人もミサキも町も、等しく夜の帳とばりの下で寝静まっている。その中でボクだけがひっそりと思考を続けていた。

　ヤヒロ、ヤヒロ、ヤヒロ。

　ベッドに横たわりながら、その名を舌の上で転がす。

　みんな、彼女のことを気にしている。何者なのか、なぜツキソメも飲まずに戦えるのか、どうして一部とはいえ記憶を持ち続けているのか。

　トモヤスは彼女のことをスパイだと言った。

　執行部は彼女のことを非協力的だと言った。

　だけどボクへの依頼は結局一緒。

　彼女を見守り、敵対しないようにしてほしい。できれば味方につけてほしい。

（味方、ね）

　ごろりと寝返りを打つ。

　虫のいい話だと思う。

　協力関係というのは、つまるところお互いの損得が嚙かみ合あっている状態だろう。ヤヒロがいることで〈学園〉は戦力を得る。明日への希望を持てる。でも〈学園〉は彼女に何を与えられる？　食事？　寝床？　安全？

　いやいや、常時ツキソメを使っているかのような相手だ。いざとなれば力ずくでなんでも手に入れられるだろう。執行部の慈悲なんて必要ない。ボクを助けてくれたのも結局は『弱い者いじめが嫌い』なんてふわりとした理由なのだから。

　彼女をどう扱うか。

　誰の敵になり、誰の味方になってもらうか。

「四し十じ万まヤヒロをどうするか」

「私がどうしたって？」

　唐突な声がけに悲鳴を上げる。

　窓辺に黒い影が現れていた。長い髪をなびかせて女の子が窓枠に取りついている。片足を桟に載せて、室内をのぞきこんでいた。

　ヤヒロだった。

「な、何してるんだ、そんなところで」

「見つかりたくないから壁を伝ってきたの。部屋を間違えないでよかったわ。危なく隣の部屋をノックするところだった」

「ノックって」

　三階の窓をか、アクロバティックすぎる。

　答えを待つことなく彼女は室内に滑りこんだ。「ふぅん」と視線を巡らせる。

「意外とすっきりしてるのね、もっと色々資料や道具を溜ためこんでるのかと思ってた」

「プライバシーの侵害って言葉、知ってるかい。ボクは今まさにその被害を受けているんだけど」

「もちろん知ってるわ。だからノックして入ろうと思ったの。でもあなたが私の名前を呼んだから」

「君みたいに非常識な人をどう扱うか悩んでいたんだよ。まさか、考えている先から悩みの種を増やしてくれるとは思っていなかった」

「ごめんなさい、ちょっと急いでいたから」

　悪びれた様子もなく頭を下げる。弾みで背中の銃剣銃がガチャリと鳴った。肩には巨大なリュックサックが乗っている。

「探索にでも行く気かい」

　見回すボクに彼女は首を振ってみせた。

「〈学園〉から出ていこうと思うの。色々考えたけど、やっぱり私のやりたいことはここになさそうだから。で、あなたにだけは挨拶をしておこうと思って」

　やっぱりか。

　彼女の言動を考えれば、当然の結論だろう。彼女は記憶を持ち、それにもとづいて『やるべきこと』をなそうとしている。執行部の思惑など知ったことじゃない。昼間のようなゴタゴタを見せられたあとならなおさらだ。

　ただ、

「ずっと訊ききたかったんだけど、その『やるべきこと』ってのはどういう類いのものなんだい。どこに行って何をするとか、目め処どくらいついているの？」

「ううん」

　あっけらかんとした顔。

「いくつか覚えている景色があるからそれを探すつもり。近くまで行けばもっと記憶もはっきりするかなって」

「本気で喋しやべってる？」

「ええ」

　ボクは壁の棚に行って地図を取り出した。ベッドの上に広げてみせる。

「いいかい、ここがボクらのいる〈学園〉。こっちが昨日探索した〈駅〉。だいたい半日かけて往復した距離だ」

　中指と親指を広げて間隔を示す。約六センチ。

「で、この地図がボクらの認識できている市街の範囲だ。おおよそ六キロ四方」

　両手を広げて紙面全体を示す。幅約一メートル。ボクはヤヒロを見上げた。

「もちろん世界はこの地図の外にも続いている。君の見知った景色にたどりつくまで、一体どれくらいかかる？　生きている間に見つけられると思うかい？」

　眉根が寄っているから、言いたいことは伝わっているのだろう。彼女は不満そうに鼻を鳴らした。

「じゃあどうするの？　どうせだめだから何もするなって話？」

「違うよ。探すならもう少し効率よく動くべきだと言ってるんだ」

　地図を丸めてベッドに腰かける。彼女にも座るよう促した。

「いいかい、君が目覚めたのはこの〈学園〉だ。ということは、君は何かの方法でここに連れてこられた、あるいは避難してきたってことになる。もし〈学園〉が公的なシェルターなら、きっとその記録を残しているだろう。どこから来たのか、名前は何で、連絡先はどこでって感じで、避難名簿的な奴やつを」

「そんなものあるの？」

「分からない。でも探す価値はあると思う。そもそもここの人ひと達たちは過去を探ることに熱心じゃないんだ。今を生き延びるのに精一杯って感じで」

　自分のルーツを見つけようとしない。

　どこから来たのか知ろうとしない。

　──記憶に価値を認めようとしない。

「興味がない以上、宝の山が眠っていたって全然気づかないこともありえる。なら、まだ存在が知られていない資料もあると思うんだ。たとえば倉庫の古紙や廃材に混じっていたりして──」

　おやと思った。

　ヤヒロを説得するための方便が奇妙にしっくりくる。話すにつれて、胸の奥のもやが晴れていく。

　なぜかと考えて答えに至る。

　ずっと自分は特殊だと思っていた。現実を見ずに、幻のような過去に拘こう泥でいするひねくれ者だと考えていた。

　だけど今、自分と同じ衝動を持ち、行動力だけは何倍にも膨れ上がった女の子がいる。その非常識なまでの自由奔放さがボクの諦観を圧倒していた。

〈学園〉の庇ひ護ごを離れたら生きていけない？

　衣食住全てを失い行き倒れる？

　やってみなきゃ分からないだろう。

　むしろ、なぜ〈学園〉が自分を生かし続けてくれると思うのか。明日の探索さえ無事に終えられるか分からないのに。

　深呼吸してヤヒロに向き合う。

「ボクもずっと自分の故郷を探してたんだ。だから君が同じ気持ちなら一緒に見つけよう。一人で悩むより大分気楽なはずだよ」

「……」

　ヤヒロは押し黙っていたけど、やがて銃剣銃を外した。ベッドの上に置いて髪を後ろに流す。

「具体的には？」

　ぞっとするほど綺き麗れいな黒目が見つめてくる。

「私はどうしたらいいの？」

「その話をする前に、少し伝えておきたいことがある」

　居住まいを正す。呼吸を整えてリンとの会話を繰り返した。昨日の探索の裏事情、進化したミサキ、ボクが与えられたミッションについて。

　話がヤヒロのことに及ぶと、彼女はひどく不機嫌になった。

「何よそれ。私を番犬みたいに調教しようっていうの」

「嫌かい」

「イヤよ。こっそりみんなを捨て駒にしているのも気分悪いわ。確かに、他に手はないのかもしれないけれど」

　けれど。

「でも理屈としては納得できる？　つまり追い詰められた執行部なら、そういう手段も執りそうって意味で」

「まぁ」

「ボクは逆だね。今回の話を聞いて、より一層執行部に対する疑惑が深まった」

　ヤヒロは虚を突かれた様子になった。

「どういうこと」

「説明の筋道が整いすぎてるんだよ。隠されていた危機、それを裏づける物的証拠、秘密の暴露と協力要請。まるで台本でも用意していたみたいだ。真相に近づいた者が現れたらこう説明しよう、的なね」

「噓うそをつかれたっていうの？」

「全部が全部フェイクではないさ。ただ、肝心の情報は隠されている気がした。真実の一部、差さし障さわりのないところを千切って寄こされた感じで」

「……」

「そもそも羽つき〈ミサキ〉の件だって変だ。ボクが執行部なら進化の件は隠して、新種のミサキが出たと注意を呼びかける。だって目的は効率よく探索を進めることなんだから、情報を伏せて全員でファーストコンタクトを繰り返すのは、どう考えても無駄だ。色々矛盾しているんだよ。進化の話が督戦の理由の全てとはとても思えない」

　沈黙が落ちる。ヤヒロは少し考える目になった。

「ＯＫ。執行部は信用ならない。何か隠している。その勘が正しいとして元の話にはどう繫つながるのかしら。私わたし達たちの過去をどう見つけていくか」

「執行部が独占している情報はもう一種類ある。厳重にアクセスを制限して、立ち入りできないようにしている場所。ボクらみんなが関係しているのに、ほとんど内情を知らされていないこと。それを探る」

「何？」

「病棟だよ」

　ボクは窓の外を見やった。

「ボクも君も、〈学園〉のみんなもそこからやってきた。普通に考えれば過去の手がかりが一番眠っている場所のはずだ。なのに一度出てきたが最後、二度と立ち入れない。怪しいと思わないか」

　ヤヒロはうなずきもせず聞いていた。

「ただ、正面から調査したいと言っても執行部は受うけ容いれないだろう。逆にボクらが要注意人物としてマークされかねない。だからこっそり侵入して確認する」

「分かったわ」

　ヤヒロの目が輝く。前のめりの姿勢のまま、傍かたわらの銃剣銃をつかんだ。

「そこで私の出番なのね。柵を突破して追っ手を蹴散らして、病棟に突撃する」

「こっそりって言っただろう。聞いてなかったのかい」

　危なすぎる。猪ちよ突とつ猛もう進しんにもほどがあった。

「騒ぎを起こしたら、調査の時間が減るだけだろう。ごたごたしている間に証拠隠滅されても困るし」

「じゃあどうするの、病棟と校舎の間には柵があるんでしょう。警備の人がいて、勝手に越えられないようになってるって」

「うん」

　むくれたヤヒロを押し返しつつ、ボクは一息ついた。伸ばした指を床に向けた。

「だからくぐろうと思う。柵の上じゃなく、下をね」




　ゴトリと重い音が響き、古びた空洞に光が差しこんだ。

　持ち上げられた鋼材が土ど囊のうの上に置かれる。舞い上がる埃ほこりを払いながらヤヒロが額の汗をぬぐった。続けて開口部の上半分を塞ぐ木材を押しのけにかかる。

　ほどなく床に空いた縦穴が露あらわになった。

「これ、何？」

　黒い目が闇を見下ろしている。反響した声が地下に吸いこまれていった。

「共同溝だよ、正確にはその入り口ってところかな」

　ボクは地図をのぞきこみながら答えた。

　施設棟脇の資材置き場、立ち並ぶ倉庫群の一つにボクらはいる。紙面にはその一帯を貫く地下通路が描かれていた。白い丸印はメンテナンスハッチ。うち一つがこの倉庫にプロットされている。そう、つまりは目の前の縦穴だ。

　コンクリート壁の手前には、ハッチを覆っていた資材が山のように積み上げられていた。まるでショベルカーでも入ったようだけど、実際にはヤヒロ一人でなしとげたことだ。女の子に力仕事を任せるのは幾分気まずいけれど、生身で鋼材を持ち上げるのはなかなか厳しい。だからボクは知識で貢献することにする。

「電線や水道管とかを通す管さ。〈学園〉を見渡せば分かるけれど電柱の類いが一切ないだろう？　代わりに全ての建物が地下で結ばれている」

「病棟も？」

「病棟も」

「うーん」

　ヤヒロは唸うなった。

「こんな分かりやすい抜け道がなんで放置されているの？　下に下りたら執行部の人が待ち構えている、なんてオチじゃないでしょうね」

「その心配はないよ。そもそも普通の生徒は共同溝に入れない。メンテナンスハッチの蓋は施せ錠じようされているからね。これは管理外の、執行部も把握していないハッチだ」

「どういうこと？」

「執行部も〈学園〉の全てを知ってるわけじゃないってことだよ。過去に廃止された、閉鎖されたハッチは公式の地図に載っていない。認識していないものは当然、監視のしようもない」

「でもあなたの地図には載っているわ」

「まぁ蛇の道は蛇ってやつだよ」

　納得いかなげな視線を感じて、ボクは嘆息した。

「誰も入れないと言ったって、手入れは必要だからね。点検や修繕で厚生班の人間が出入りしているんだ。彼らは与えられた地図をもとに、独自に現状を確認して追記していっている。ただその情報はほとんど執行部に上がっていない」

「なんで？」

「誰も知らない出口、空間、ルート、そういうものは便利だからだよ。たとえば仕事をさぼって休憩したり、横流しした物資を保管したり、追われている誰かを匿かくまったり、いくらでも使いようがある。まぁ、やりすぎるとボクみたいな物好きに気づかれるけどね」

「また脅迫したの」

「失敬な。やるならほどほどにってアドバイスしただけだよ。この地図はその代金」

　呆あきれ顔がおのヤヒロをよそにボクは時計を確認した。深夜零時、次の巡回警備が回ってくるまであと十五分ほど。よい頃合いだ。

「さぁ、入ろう。出口をカモフラージュしなきゃいけないから木材と土ど囊のうだけ戻して、最後はボクがシートをかぶせる」

　そのあとは黙々と作業が進んだ。なるべく自然に見えるよう資材を置き直して、ヤヒロには先に穴を下りてもらう。

　ボクはそれからいくつか後片づけをすませて、灯あかりを消して、最後にシートごとかぶさるようにして縦穴に入った。

　ひんやりと湿気った空気が肌を刺す。五メートルほど下りると不満顔のヤヒロが見上げてきた。腕組みして靴底で地面をタップしている。

「遅い、何してたの？　見張りにつかまったかと思ったわ」

「片づけだよ。あと外に行って、最寄りのポストに手紙を投とう函かんしてきた」

　ぱちくりとまばたきされた。

「手紙？」

「トモヤスとレコにね。ポイント譲渡の連絡をしてきた。二人ともしばらく探索に出られないだろうから、見舞いの意味もこめてね」

「えぇ……」

「なんだい、そのうさんくさげな顔は」

「あなたの普段の言動を考えると、そんなことする人にはとても思えないわ。ポイント代わりに何か無茶を頼んだんじゃないの？」

「無茶って何さ」

「私わたし達たちがつかまったら、助けに来てくれとか」

　ボクは肩をすくめた。

「怪け我が人にん相手に無理は言えないよ。だいいち手紙の中身は検閲される。今から〈病棟〉に忍びこむ、〈執行部〉に見つかったら助けてくれ、なんて書けるわけないだろう」

「ふぅん」

　まだ納得いかない様子だったけど、ヤヒロは息をついた。荷物を背負い直して視線を巡らせる。

「で？　どっちに行くの」

「こっちだね。しばらくまっすぐだ」

　地図を示して先導する。

　共同溝には等間隔で灯あかりがついていた。左右をケーブルが這はっているせいでなかなか歩きづらい。水道管が血管のようにどくりどくりと脈打っていた。

　しばらく無言の行軍が続く。息遣いと足音だけが、代わり映えのない景色に響いた。

「ねぇ、訊きいていいかい」

　前を向いたまま訊たずねた。後ろから「何」と返ってくる。

「君が持っている記憶ってどんなものなんだ。覚えている風景って」

「どうして知りたいの」

「単純に興味があるから、じゃだめかい。そもそも今後一緒に過去を探すなら、手がかりくらいは共有しておかないと」

　珍しく重い空気が立ちこめた。ヤヒロは明らかに気乗りしない様子だった。

「あんまり口に出したくないの。よい記憶じゃないから」

「でも」

「分かってるわ。何も言わずに手伝ってというのも変な話よね」

　なおも数秒ためらってから彼女は口を開いた。錆さびついた扉が開くように、ゆっくりと、

「屋上にいるの。夕方の、見るもの全部が真っ赤に染まった」

　視線がどこか遠くに向けられる。

「私はそこで叫んでいる。何かを止めるために、最悪の事態を避けるために。でも間に合わないの。身体からだが思ったように動かなくて、出した声も宙に溶けていって。悔しくて悲しくて、自分の無力さが許せなくって。それでも必死で走り出したことを覚えてる。声を限りに叫んで、一生懸命に手を伸ばして、それで……」

「それで？」

「おしまいよ。電源が抜けたみたいに視界が暗くなって、気づいたらここにいた。子供だけの〈学園〉なんておかしな場所に」

　ボクは首をひねった。「最悪の事態」という言葉が心に残っている。

「何を止めようとしていたんだろうね、ヤヒロは」

「分からない。床の模様とか、屋上から見える建物とか、そういう細かいことは覚えてるのに自分のいた状況はさっぱりなの。叫んでいたってことは、その場に誰かいたのかもしれないんだけど……ううん、やっぱりだめ、思い出せない」

「分かった。もういいよ」

「ちょっとがっかりしてるでしょ。さんざんもったいぶって、大した話じゃなかったから」

　気まずげなヤヒロに「いや」と首を振ってみせる。

「多分ね、ボクも似たような状況にいたんだ」

「え？」

「正確な光景は覚えてないけど、その時、抱いていた感情、衝動だけはずっと心に残っている。もの悲しくて、辛つらくて、でもどうしようもなくて。今のヤヒロの話を聞いて、それがくっきり蘇よみがえってきた。ああ、確かにボクも同じような状況にいたって」

「どういうこと」

「ひょっとしたら近いところにいたのかもね。世界を変えてしまう異変が起きて、それに二人とも向き合っていた」

「タイキも異変を止めようとしていたのかしら」

　沈黙する。ボクは冷えた声で「違う」と答えた。

「え？」

「ボクは何も止めようとしていなかった。最後にボクが抱いた思いはたった一つ、『ごめんなさい』だ」

「……」

　我ながらわけの分からないことを言っている。やっぱりボクはおかしい。他の人ひと達たちと何かが異なっている。だから過去を探しているんだろうか。自分がおかしくなってしまった原因を探るために、欠けてしまったピースを取り戻すために。

（外に行けば）

　元いた場所にたどりつければ。

　物思いにふけっていたせいだろう、ヤヒロに「待って」と腕をつかまれるまで、異変に気づかなかった。

「なんか、変な匂いしない？」

　また『匂い』か。別に異臭は発していないはずだけど、鼻をひくつかせてしかめっ面つらになる。

　ニンニクをすり潰したような臭気が漂っていた。鼻を突くほどの刺激ではないが、不快感が込み上げてくる。無言で視線を走らせるうちに細い風の音が聞こえてきた。何かが高圧で噴き出している。

　ぞくりと悪寒が走った。

「ガスだ」

　よく見れば周囲の配管は大分くたびれている。錆さびついた表面にささくれが生じていた。巻かれたテープの間から、先ほどの風切り音が響いている。

「気をつけて。火花を出すと引火する」

　幸い周囲の湿度は高い。金属が触れ合ったくらいで爆発はしないだろう。とはいえ用心するに越したことはない。

「厚生班の人って本当に仕事してるの？」

　口元をハンカチで覆ってヤヒロが毒づく。

「さぼってることバラして、反省させた方がよかったんじゃない？」

「まぁ、ちょっとは後悔し始めているよ」

　地図を確認しながら前を見据える。多分、校舎下に近づけばもう少し手入れも行き届いているだろう。焦あせらず、でもなるべく早くこのエリアを脱けようと言いかけた時だった。

　突き飛ばされた。

　肩をつかんで強引に押しのけられる。抗議の間もなくヤヒロが疾風のように銃剣銃を突き出した。奇妙な悲鳴とともに黒い影が飛びすさる。壁をバウンドするように通路の奥へと戻っていった。

「な」

　何が起きたのか分からなかった。襲われた？　誰に？　執行部？　いや。

　低い鳴き声が空気を震わす。

　闇の中から扁へん平ぺいなシルエットがにじりよってくる。大きく展開された水かき、発達した後肢、突き出した目。白い表皮はあたかもマシュマロのようで、つやつやした光を放っている。膨れ上がった顎が脈動していた。見慣れた生物のようでどこか作り物めいた外観。

「ミサキ!?」

　巨大な異形の獣は壁を蹴りつつ、口を開けた。丸いボールのようなものが繰り出される。高速で飛来するそれをヤヒロは銃剣銃で打ち落とそうとした。

　ガッ！

　銃身が配管に激突する。歯ぎしりしながらヤヒロは上体を屈かがめた。間一髪、敵の一撃が頭上を通過する。千切れた髪の毛が数本宙を舞った。背後で何かの砕ける音がする。

「こ、の！」

　姿勢を立て直して反撃しようとするも、既に敵は後退している。影の中から嘲あざ笑わらうような声が聞こえてきた。

「何よアレ、気色悪い」

「〈カエル〉だ」

「え？」

「遊撃型のミサキだよ。吸盤つきの手で壁を跳ね回って、長い舌で攻撃してくる」

「今の舌なの？　うーわっ。って、それより、なんでミサキが〈学園〉にいるのよ」

「ボクが訊ききたいよ。誰かがペットとして飼っていて逃げ出したんじゃないか」

　振り向くと舌が当たったのであろう配管がひしゃげている。軟骨の攻撃とは思えない大威力だった。ひょっとして周囲のガス管が傷んでいるのは、こいつが跳ね回っているせいかもしれない。

「気をつけなよ。あいつ、防御力こそ紙切れだけど、リーチが長くて力が強い。おまけに縦橫に飛び跳ねるから屋内だとすごくつかまえづらい。ベテランチームが不意打ちで半壊したこともあるくらいだ」

「何か弱点とかは？　ないの？」

「特にない。避けて殴る、それだけだ」

「簡単に言うけど」

　持ち上げた銃剣銃の先が配管に当たる。実演されるまでもなく、長い得物は閉鎖空間に不向きだった。周囲の構造物が敵の盾になっている。

　べちゃりと不快な音を立てて〈カエル〉が距離を詰めてきた。こちらの行動が思うに任せないのを知っているようだ。

　ヤヒロは舌打ちして銃を持ち直した。指先がトリガーにかかる。

「射撃なら」

「ガスが漏れてるんだって。火薬なんか使ったら吹っ飛ぶよ」

「じゃあどうすれば」

　前方のプレッシャーが大きくなった。ミサキが壁を蹴る。ヤヒロは武器を腰だめに構えてダッシュした。突きで対応する気か？　いや、無茶だろう。飛んでるハエを串刺しにするようなものだ。案の定、繰り出した刃が空を切る。〈カエル〉はヤヒロの背後を取ると長い舌を吐き出した。

　ドッと嫌な衝突音が響く。

　ボウリング球のような舌先が彼女の身体からだにめりこんでいた。

「ヤヒロ！」

「つ、か、ま、え、たー！」

〈カエル〉の舌はガッシリとヤヒロの脇に挟まれていた。根元側を鷲わしづかみにして力任せに引き寄せる。

　巨体が宙を舞った。狼ろう狽ばいした〈カエル〉はもがきながらも目の前の敵を排除しようとする。大きな口を開けて、水かきのついた手を伸ばした。

　ヤヒロの手元から銃が落ちる。取り回しをミスったのか？　いや、違う。にぃっと笑った彼女の手には分離された銃剣バヨネツトが握られていた。

「これなら、思いっきり振り回せるよねぇ！」

　舌をつかんだまま切り払う。コンパクトな刀身はねばついた表皮を見事に裂いた。噴き出す体液を器用に避けてヤヒロは〈カエル〉を壁に叩たたきつける。まだもがき続ける巨体に容赦なく銃剣を突き立てた。

「無茶苦茶だな、君は」

　敵の攻撃を受けてのカウンター、ぶっつけ本番の銃剣分離、短剣による近接戦闘。どれか一つでもミスしていたらただではすまなかっただろう。だけどヤヒロはけろりとした顔で振り返ってきた。

「そう？　大して無理をしたつもりはないけど」

「君とボクは無理の基準が大分違いそうだね」

　死骸に歩み寄って見下ろす。やっぱりミサキだった。見間違えじゃない。〈学園〉の地下にボクらの天敵が闊かつ歩ぽしている。

「こいつ、どこから来たのかな」

「町じゃないの？　穴が丘の下と繫つながっていて、そこから入ってきたとか」

「だったら一匹だけで歩き回ってるかな」

　もっと集団で、派手に行動していそうだ。そうなれば厚生班も大騒ぎしていただろう。執行部の保安部隊も投入されていたはずだ。

　ぱっと思いついたのは分析班の建物だった。リンに見せられたミサキの死骸、あの中に仮死状態の個体が混ざっていたら？

「ちょっと寄り道していいかな」

「どこ行くの」

「こいつが来たかもしれないところ。見当違いって分かったらすぐ引き返すから」

　特に異議は出なかった。共同溝の地図に重ねて、地上の構内図も確認する。あの時、訪れた建物は丁度資材置き場の近くだ。脇道を進めばすぐにたどりつくだろう。

「行こう」

　一分ほど歩くと目的地周辺にたどりついた。メンテナンスハッチを探す。地図にはいくつかの出口がプロットされていたけど、どれもしっかり施せ錠じようされていた。というよりしばらく開けられてもいないようだ。梯はし子ごに土つち埃ぼこりがたまっている。

（んん）

　勘違いか。首を傾かしげた時だった。

「ねぇ、タイキ」

　ヤヒロが指を立てている。

「風、吹いてる。外と繫つながっているのかも」

「なんだって」

　梯はし子ごから離れて視線を巡らす。確かに空気の流れが感じられた。奥の方から冷気が漂ってきている。

　注意深く進んでいくと、左手前方の壁に亀裂を認めた。崩れたコンクリートの向こうに空間がある。雑然と物が積み上げられていて人の気配はない。

「地下室か」

　亀裂自体は無理すれば、人一人くらい通り抜けられそうだ。〈カエル〉の扁へん平ぺいな体型なら余裕で通過できるだろう。

　好奇心に駆られて部屋に入った。遅れてヤヒロも身体からだを滑りこませてくる。

　埃ほこりっぽい匂いが漂っていた。資材の山は塵ちりをかぶり、最近使われた形跡はない。ただ頭上が騒がしかった。雑多な鳴き声が重なり合っている。時折ドンドンと床を鳴らす音もした。

　ひどく嫌な予感がした。

　息を潜めて上階へのルートを探す。ほどなく部屋の端に急な階段を見つけた。スチール製の簡素な造りだ。なるべく足音を立てないように上っていき、階上にたどりついて、ボクは喘あえいだ。後ろでヤヒロも息を吞のむ。

　檻おりが並んでいた。鉄てつ格ごう子しの塊が何段にも重ねられている。牙や爪がはみ出して、外のボクらを威嚇していた。物々しい唸うなり声が随所で響いている。

　ミサキだった。

　生きたミサキが建物いっぱいに収容されている。

　ヤヒロは止めた息を吐き出した。

「多分、ここから逃げ出してきたのね、さっきの〈カエル〉」

　檻おりは頑丈そうだけど古かった。どれか一つくらい壊れていても不思議ではない。そもそも全体的に詰めこみすぎだ。檻おりによっては満杯のミサキではち切れそうになっている。

「なんの施設かしら、ここ」

　普通に考えれば実験施設といったところだろう。死骸の保管場所があったのだから、生きたサンプルの収容先があってもおかしくない。でも何か変だった。違和感がぬぐえない。疑問符が消えてくれない。しげしげと考えて理由に気づく。

（多すぎるだろう）

　生態や習性を探るなら同じミサキをせいぜい一、二匹でいいはずだ。なのに〈ウサギ〉だけでも十匹以上見える。しかも一つの檻おりに複数種類の個体が押しこめられていた。実験で使うにしては管理が雑すぎる。

「タイキ？」

　怪け訝げんそうなヤヒロを背に奥へと進む。

　不安がどんどん大きくなっていく。執行部が秘密裏にミサキを捕獲していたとして、目的はなんだ？　どうしてああもたくさん収容し続けている？

　進むにつれてミサキ達たちの唸うなり声はどんどん大きくなっていった。頭や身体からだを檻おりに打ちつけているものもいる。何かが彼らを猛たけらせていた。怒らせ、混乱させ、興奮させている。

　檻おりが途切れた。

　施設の雰囲気が変わる。

　瞬間、ボクは今度こそ言葉を失った。

　金魚鉢のような水槽がある。中にはミサキ達たちが詰めこまれて下から炙あぶられていた。異形の身体からだが溶けて、骨や肉が露出する。目玉や血管がほどけては液面に浮かび上がっていった。泡と化した肉体はガラス管を通ってもう一つの金魚鉢に吸いこまれていた。

　黄金色の液体が蒸留されている。どろりとした質感、甘ったるい匂いには覚えがあった。

　ツキソメだ。

　……。

　じわじわと理解が及んでくる。何が繰り広げられているか分かり始める。

（なんだよ、それ）

　ボクらをスーパーマンに変える秘薬、ミサキと戦えるようにする最終手段。

　それが、他でもないミサキの死骸からできていた？

　衝撃のあまり声が出ない。喉の奥からすっぱいものが込み上げてきた。

「ひどい匂い」

　ヤヒロが鼻を押えている。

「これよ、〈学園〉のみんなから漂ってくるのは」

「なんだって」

「気持ち悪いはずだわ。死体を煮詰めてるんだもの、変な匂いになるに決まってる」

「……」

　腰の水筒が急に忌いまわしいものに思えてきた。投げ捨てようとしてなんとか思いとどまる。侵入の証拠を自ら残してどうする。

「ねぇ、タイキ」

「何」

　動揺がひどくてまともに受け答えできない。だけどヤヒロはぐっと顔を寄せてきた。

「私、前に言ったよね。タイキの匂いはちょっと違うって」

「ああ」

「ひょっとしてだけど、タイキってあんまりツキソメを飲んでない？」

　虚を突かれた。考えこんで、言われてみればと思う。

「副作用が怖いからなるべく飲まずにすませていた。もともと肉弾戦は最後の手段だと思ってたから」

「だからよ、あなただけ普通に思えるの。というか他の人ひと達たちが『過去を気にしなくなってる』のってツキソメのせいじゃない？　常識で考えたら記憶をなくす前のことが気にならないわけないもの。妙な薬を飲まされて、どんどんおかしくなってるんじゃ？」

「まさか」

　笑い飛ばそうとしたけど、目の前の光景はそれを許してくれなかった。剝がれたミサキの欠片かけらがまた一つ、蒸気と化してガラス管に吸いこまれていく。背後でミサキ達たちが唸うなった。檻おりが壊れそうなくらいぎしぎしと軋きしむ。

　ああ。ああ、うるさい。

　ボクは舌打ちして振り返った。

「くそっ。なんで連中、こんなに興奮してるんだ。仲間の死骸なんて見慣れているだろうに」

「匂いよ」

「ええ？」

　ヤヒロは鼻を押え続けている。ボクは眉をひそめた。

「あのね、君じゃあるまいし」

「違うわ。考えなしに喋しやべってるんじゃない。昔、何かの本で読んだ気がするの。群れで動く生き物は攻撃されると匂いで警報を出すって。敵が来た、危険だ、やっつけろって」

「……」

　警報フェロモン、なんて単語が唐突に頭を過よぎった。分泌物や死骸の体液が揮発して危険を知らせる仕組み。攻撃を感知した群れは迎撃態勢に入り、凶暴性を増す。

（冗談じゃないぞ）

　もしツキソメが警報フェロモンを含んでいたら、探索班はオーケストラを奏かなでて敵中に突っこんでいることになる。ミサキは激げつ昂こうして、最後の一匹まで戦い抜くだろう。ボクらも彼らも無事ではすまない。行く先々で屍しかばねが量産されることになる。

　息を詰めて腰の水筒を開ける。檻おりに向けて中身を半分ほどぶちまけた。

　何も起きないでくれ、という願いもむなしくミサキ達たちは激烈な反応を示した。咆ほう哮こうと衝突音が何重にも響き渡る。

「タイキ！」

　呆ぼう然ぜんとするボクの腕をヤヒロが引いた。

　資材の陰に連れこまれる。気づけば足音が迫っていた。壁に複数の人影が浮かび上がる。白い服……執行部員だ。

「なんだ！　何を騒いでるんだ」

「おい、鎮静剤持ってこい！」

　足早に檻おりに駆け寄ると、ライフルのようなものでダートを撃ちこみ始める。麻酔銃の類いだろう、しばくらすると騒ぎが小さくなった。「ああ」と離れたところで報告が上がる。

「檻おり、破れてます。一匹逃げましたね、多分〈カエル〉です」

　指揮官らしい男子生徒が忌いま々いましげに舌打ちした。

「詰めこみすぎなんだよ。壊れかけの檻おりに次から次へとぶちこむからこうなるんだ。逃げたミサキが校舎に突入したらどうするんだか」

「大丈夫でしょう。かなり薬は打ちこんでありますし、遠くには行けませんよ。建物の近辺で力尽きるはずです」

「だといいけどな」

　苦々しげな指揮官に別の執行部員が呼びかける。

「ツキソメの精製ペースを落とせないんですか？　処理するミサキを減らせば、ここももう少し整理できるでしょうに」

「それが逆に増産しろってお達しだ。必要ポイントを下げて探索班に配るんだと。一体何を焦あせってんだろうな、役員達たちは」

　ぶつぶつ言いながらも雑談を打ち切る。部下を引き連れて壊れた檻おりの始末に取りかかった。

「今のうち、行きましょう」

　ヤヒロの囁ささやきに深呼吸する。まだ動揺している身体からだを押して階段に戻った。

　地下の倉庫から共同溝に入る。無言のまま百メートルほど離れるとようやく緊張が解けた。大きく息をついて汗をぬぐう。血の気をなくしているのが自分でも分かった。

「ひどい顔、大丈夫？」

「うん。……いや、ちょっと混乱してるかも。ごめん」

「ショックを受けて当然よ。あんな得体の知れないもの飲まされて、ミサキに襲われる原因になってたんだから」

「ああ」

　うなずきながら「違う」と思う。自分が覚えている違和感はそんなものではない。そんな感覚的な話ではない。なんだ、一体なぜこんなに気持ちが悪いのか。

　しげしげ考えて理由に気づく。

　そうだ。

　──あんな設備、いつからあった？

　ツキソメのレシピ、それを量産するための工場施設、どちらの準備にも膨大な時間がかかる。とても一朝一夕ではできあがりそうにない。年単位か、あるいはもっと長い年月がかかるだろう。

　顧みてボクらはいつ目覚めた？　『病棟から目覚めた者はいずれも十代半ば』、そして『今〈学園〉にいる者も同じく十代半ば』、両者を組み合わせれば最初の生徒が覚醒してせいぜい一、二年といったところだ。まったく時系列が嚙かみ合あわない。

　じゃあ今見た設備は誰がいつ作った？　元からあった？　いや、そもそもこの〈学園〉というシステムはどのくらい前にできあがった？

　混乱する。考えれば考えるほど辻つじ褄つまが合わなくなってくる。

（……いや）

　一つだけ筋の通った仮説がある。

　全ての生徒が同じと考えるから矛盾が出るのだ。仮に一部の生徒がボクらと別の存在だとしたら？　眠りから覚めたのではなく、もともとここにいたのだとしたら？

（執行部）

　子供だけの社会を作り上げて、外への拡大を促す。強力な武器と薬を作って外敵と戦わせる。そんな集団が年を取ることもなくボクらを統治し続けているとしたら。

　──普通の生徒なんて消耗品扱いしても全然気にならないんじゃないか？

　ぞくりと身震いして首を振る。

（仮説だ）

　事実の積み重ねじゃない。リン達たちを不老長寿の化け物と見なすのは早計すぎる。

　不審げなヤヒロの前で足を速める。込み上げる不安を振り払うように病棟への道を急いだ。

　ぐるぐると迷路のような空間を歩き続けること十数分、幾重にも連なる配管をくぐり抜けるとようやく目的地が見えてくる。

　薄汚れたコンクリート壁に梯はし子ごがついていた。天井に丸形のハッチも見える。

　何度か地図を確認するが、間違いない、病棟に繫つながる出入り口だ。ボクは梯はし子ごを上り階上の様子をうかがった。ＯＫ、人の気配はなし。

「行くよ」

　ハンドルを回してロック解除、力を込めて持ち上げる。室内は真っ暗だった。ゴンゴンと重い音が響いている。目が慣れるのを待って部屋に上がった。ヤヒロの手をつかんで引っ張り上げると、彼女は視線を巡らせた。

「ここ、どこ？」

「機械室かな。非常用発電機とか空調設備とかが置いてあるところ」

「ふぅん、だからうるさいのね」

　ガチャリと音を立てて銃を背負い直す。警戒を解くのが早すぎると言いたかったけど、確かにこんな中じゃ多少の物音は目立たないだろう。

「病棟の地図はあるの？　つまりここを出てどう調べるのかって話だけど」

「ない。だから手当たり次第に見て回るしかないよ。危なくなったら即撤退、仕切り直し」

「了解。そう言えばタイキ。気分はどうなの？　少し休んでから移動した方がいいんじゃない？」

「大丈夫、もう平気だよ」

　本音を言うとまだ混乱している。でもそれ以上に先を急ぎたかった。一体ボクらは何に巻きこまれているのか、どんな過去から来たのか、少しでも情報を得たかった。

「行こう」

　持ってきたペンライトを灯ともして廊下に出る。周囲を見渡すとすぐに次の部屋が見つかった。かすれたネームプレートに「検査室」の文字がある。恐る恐る開けてみると中は無人だった。設備もほとんど撤去されている。

　続いて隣の「薬局」をのぞいたけど、ほとんど同じ状況だった。受付や待合スペースもしんと静まり返っている。

「なんだ、ここ」

　生活の痕跡がない。放置されて随分日がたった感じだ。使われてない？　いや、馬鹿な。ここ一月だって新しい生徒が何人も目覚めてきてる。ヤヒロが覚醒したのだってつい先日のことだ。

「廃はい墟きよみたいね」

　困惑を読み取ったようにヤヒロが言った。

「本当にここが病棟？」

「のはずだけど」

　場所的には間違っていない。だいいち周囲の風景は確かに治療施設のものだ。別の建物に迷いこんだとは思えない。

「もう少し見てみよう」

　ライトの光量を上げる。壁の案内表示を見ながら建物内を探索していった。だけどどれだけ進んでも人の姿は見当たらない。職員はおろか、昏こん睡すい中の生徒も発見できなかった。

（どうなってるんだ）

　病棟の存在自体がフェイクだった？　眠っている人間などいなかった？　じゃあボクらはどこにいたんだ。どうやって〈学園〉にたどりついた。

（！）

　慌ててライトを消す。「どうしたの」と訊たずねるヤヒロにしっと指を立ててみせた。

　前方に光が見える。半開きの扉からうっすらと灯あかりが漏れ出していた。

「誰かいる？」

「分からない。物音は……しないけど」

　耳をすましても聞こえるのは空調の音だけだ。息を詰めて近づいていく。プレートに「逓信室」の文字が見えた。中でカタカタと小さな機械音が響いていた。

　ナイフを構える。ヤヒロに目配せして室内に踏みこんだ。

　小部屋だった。

　広さにして三畳程度だろう。小さなテーブルと椅子が一つずつある。人の姿はない。卓上には大きなＣＲＴディスプレイとキーボードが見えた。漏れ出す灯あかりはディスプレイのものだ。黒い画面にカーソルがチカチカとまたたいている。

「パソコン？」

「かな、目覚めて以来全然見たことなかったけど、随分古いものだね。液晶じゃない」

　表示をのぞきこむ。粗いドットでアルファベットが記されていた。ＤＩＡＬＥＲ１、ＤＩＡＬＥＲ２、ＤＩＡＬＥＲ３。カーソルの当たった行が反転されている。

　矢印ボタンを押すとカーソルが移動した。一番下まで行ってまた先頭に戻る。

　ヤヒロと視線を交わした。どうするべきか、悩んだ末にエンターキーを押してみる。他に手がかりもない。警報でも鳴ったら……その時はその時だ。

　ノイズが響いた。

　雑多な電子音が重なり合う。画面が暗転して「ＳＴＡＲＴ　ＣＯＮＮＥＣＴＩＯＮ（接続開始）」のメッセージが表示された。

　どこかに通信しているのか。

　気づいた時にはもう回線が繫つながっている。ウィンドウが開いた。粗いビデオ画像が映し出される。

『鬮伜、ウ蜴溘ｈ繧翫せ繝？？』

　ぎょっとさせられた。

　カメラの向こうに誰かいる。女……いや男か？　逆光になって顔の造作は見えない。何か制服のようなものを着ている。ウィンドウの下に〈ＴＡＫＡＭＡＧＡＨＡＲＡ〉の文字が現れていた。

（タカ……マガハラ？）

　眉をひそめるボクの横でヤヒロが身じろぎした。

「嫌だ、こっちも映ってるのかな」

　思わず見回したけど、カメラの類いはない。だとすれば向こうが一方通行で映っているだけ？　声は、マイクで拾われているのか？

「大丈夫、だと思うけど」

『……ステーションＫＯ27、プロシージャが一致していない。何があった？』

　唐突に理解可能な声が流れてきた。凍りつくボクらの前で通信相手は続けた。

『繰り返す。定時連絡以外での本チャネルの使用は許可されていない。コードを述べよ、あるいはプロトコールに則のつとり緊急事態を宣言せよ』

　反応できない。身動き一つ取れない。息を詰めていると声が途切れた。画像の人影が大きくなる。屈かがみこんで、こちらをのぞきこむように顔を寄せて、

『誰だ？　君らは』

　バチィッ！

　凄すさまじい音とともにヤヒロの身体からだが痙けい攣れんした。爪先から頭まで硬直した挙げ句、倒れ伏す。

　背中に刺さった針からワイヤーが伸びていた。入り口に白服の姿がある。スタンガンを構えた細身の女の子。背後に執行部員を引き連れ苦笑している。

「しょうがない人ですね、タイキ君は」

　華きや奢しやな肩がすくめられた。

「何もそこまで私の重荷を背負う必要はないんですよ」

　執行部幹事職、探索班統括委員、日ひの御み子こリンは心底気の毒そうに銃口を向けてきた。




　パァン。




　　　　＊




　目覚めると椅子に座らされていた。

　手の先が痺しびれたように痛いたむ。四肢の筋肉に鉛でも流しこまれたようだ。どのくらい意識を失っていたんだろう。もたげた目に白服の少女が映る。彼女はテーブルの向こうに悠然と座っていた。

「おはようございます、タイキ君」

　いつものように、なんの揺らぎもなくリンは挨拶した。

「ヤヒロは」

　かすれ声のあとに激しい咳せきが出た。喉が焼けつくように痛む。

「あまり無理しない方がいいですよ。四し十じ万まさんほどでないにしても、それなりのショックを与えましたから。下手に動くと身体からだを痛めます」

「ヤヒロはどうしたんですか」

　絞り出すような詰きつ問もんにリンは肩をすくめた。

「収監しています。彼女は危険ですからね、薬を投与して動けないようにしてあります」

「ミサキみたいにですか」

　彼女は眉一つ動かさなかった。

「あれを見たんですね。まぁ似たような処置です。ただ一応独房ですよ。女の子ですしね。扱いはきちんとしないと」

　言いながらお茶をすする。話している内容とテンションがかけ離れすぎて、くらくらしてきた。

　周囲をうかがう。コンクリート壁の小部屋だ。窓はなく入り口は一つだけ、なんだか刑事の取調室みたいだ。

「ボクは？　檻おりに閉じこめないんですか。体力が戻ったら飛びかかるかもしれませんよ」

「あなたとは話し合いで仲よくなれそうですからね。手のうちを明かせばお互い、歩み寄れるかと思って」

「手のうち？」

　笑ってしまった。

「こないだ明かしてくれたのは違うんですか」

「あれはその一部というところです。噓うそではないですよ。まだ語っていないことがあるだけです」

「……」

　リンはおもむろに身を乗り出した。やや改まった様子で口を開く。

「私には所属する組織があります。〈学園〉でも執行部でもなく、もっと巨大な枠組みです。イメージ的には、そうですね、出先機関と本部の関係と言えばいいでしょうか。階層型の指揮命令系統が存在して、そこからこの地域を預かっています」

「さっきの通信相手」

　思わず口を挟んでしまった。ノイズに満ちた画像を思い浮かべながら、

「あれが本部ですか」

「に近しい存在ですね。詳しくは申し上げられませんが、あなたが想像しているよりはるかに大きな世界がこの〈学園〉の外に広がっているんですよ」

　リンは淡々と続けた。

「上層部から我々にはノルマが与えられます。時間内に所定数のミサキを駆除、新規エリアを開拓することで翌周期の扱いが変わってきます。具体的には物資の増加、人員の追加、権限の委譲。つまり我々がよい成績を上げるほど〈学園〉は快適な場所になっていくんです」

「ボクらをゲームの駒のようにすり潰してですか」

「私がいなくてもミサキは人を襲いますよ。確かに戦闘を加速しているのは我々ですが、結果的には最低限の犠牲で生存領域を拡大しているはずです」

　それが駒扱いだろうと言いたかったけど感情論は吞のみこむ。今はもっと訊ききたいことがあった。

「リン。ボクらは、生徒達たちはどこから来たんですか？」

「申し上げられません。上位組織が一括して管理している、とだけ言っておきましょう」

「別の場所から送られてきているんですか」

　無言で首を傾かしげられる。答える気がないのは明らかだった。リンは口元を緩めた。

「話を戻しましょう。成績に応じて待遇がよくなるということは逆もまたありえるわけです。不振な地域に対しては、補給が絞られ、権限が剝奪される。〈学園〉の自治が脅おびやかされると言えば分かりやすいですか？　何をするにしても上の顔色をうかがい、許可を得ることになる。こんな窮屈な話はないでしょう」

「……」

「タイキ君、あなたは頭のよい方です。今の話を聞けばどうするべきか結論は出ませんか？」

　話の内容をじっくりと吟味して顔を上げた。

「協力しろって言うんですか。生徒の立場ではなく、あなたと同じ立場で」

「ええ」

　リンはうなずいた。

「単位損害あたりの撃破数を上げて、探索ペースを速める。報酬によって生徒達たちを強化して更なる成果を上げていく。これを繰り返すことで、よりよいサイクルを作っていきたいんです。現場をよく知るあなたなら、きっと良質なスキームを構築できるでしょう」

「拒否したら？」

「困りますね。有能な反乱分子を抱えていられるほど余裕はないので」

　事実上、選択の余地はないということだ。

　秘密を知った以上、味方にならなければ消される。泳がせておく価値がなくなる。

　ボクは深呼吸して思考を巡らせた。理屈と感情を分けて考えてみる。

　今の話をどこまで信じる？　これ以上、大事なことを隠されていない保証は？

　なんとなく、だけど信用してよい気がした。ここ数日の違和感に彼女の説明は答えをくれる。そう、執行部はもっと大きな組織の歯車だった、だから皆に無理を強いていた。上からの圧力を撥はねのけるためにも成果を上げて認められよう──筋は通っている。

「一つ、質問してもいいですか」

「答えられることなら」

「リンにとって、この戦いの目的はなんですか？」

「ミサキの撃滅、そして生存圏の確保です」

　淀よどみない答えだった。以前に話した時からなんの変化もない。

　つまり彼女は本当に噓うそをついていないのだ。語る内容の多寡さえあっても、常に同じ方向を向き続けている。

「なるほど、よく分かりました」

　肩の力を抜いた。顔を上げてまっすぐに彼女を見つめる。

「であれば答えは一つです。ボクはあなたに協力できません」

　沈黙が満ちた。リンは静かに首を傾かしげた。

「理由をうかがっても？」

「あなたは今言った目的のもとに生徒達たちを切り捨ててきた。だったら今後、同じ理由で切られない保証はどこにもありません。相手の気分次第で変わる安全なんて、ボクはいらないんです」

「成果を出し続ければいいんですよ。優秀な人材を切る理由は、私にも上層部にもありません」

「同じ話ですよ。どの期間で、どのくらいの成果を上げるべきか、決めるのはあなた方です。短期的にボクを犠牲にした方がノルマに近づけるとなれば、そういう判断を下すはずです。違いますか？」

「……」

「もっと端的に言いましょうか。信頼できない相手と組むほど、ボクはもうろくしていないんです。見くびるのもいい加減にしろ」

　投げつけるような言葉は、だけどリンの顔になんの変化ももたらさなかった。彼女は静かに顎を引いた。鼻から息が漏れる。

「そうですか。では望み通り反乱分子として扱わせていただきます。気が変わったらまたお話ししましょう」

　扉が開いて白服の保安隊員が入ってくる。突きつけられた銃口を前に、ボクは天井を仰いだ。
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　水の滴したたる音が聞こえる。

　湿った独房でボクは一人寒さに震えていた。あれからどのくらいたっただろう。手足がかじかんで指先の感覚がなくなっている。光はなく、どこまでも闇だけが広がっていた。気を抜くと平衡感覚さえ失われそうだ。ただ、足下はぬかるみ、動く度にぴちゃぴちゃと音がする。横になったが最後、間違いなく体温を奪われるだろう。だから立ち続けるしかない。壁か格こう子しにもたれかかって。

　ぽつり。

　首筋に水が落ちてきた。朦もう朧ろうとした意識が覚醒して、回避行動を取らせる。思い出したように悪お寒かんが湧き上がってきた。

（殺されないだけマシだと思ったんだけどな）

　疲労と睡魔、冷気は容赦なく心を砕いている。望んで陥った状況とは言え、さすがにくじけそうだった。

　格こう子しをつかむ。太い金属の柱は頑丈で、とてもねじ曲げられそうにない。ヤヒロがどれだけ馬鹿力でも素手での脱獄は難しいだろう。ましてやツキソメのないボクにどうこうできるはずもない。

　十分。

　二十分。

　一時間。

　闇が鼻孔や口から侵入してくる。理性が絶望に塗り潰されそうになる。

　急な衝動に襲われて格こう子しを叩たたいた。拳が痛む。鈍い音が空間に吸いこまれていく。だめだ、心を縛らないと、おかしくなる。

　歯を食いしばってパニックを防ぐ。目を閉じて外の暗黒をシャットアウトした。

　……。

　更にどれほどとも知れない時間が過ぎた。

　一度、意識を失いかけて転倒する。薄い制服は水浸しとなり、身を切るような冷気が襲いかかってきた。慌てて上着を脱いだが、すでに肌着まで水が浸透している。

　寒い。

　冷たい。

　苦しい。

　観念しろ、と生存本能が叫んだ。

　泣いてリンに許しを請こえ。そうすれば交渉の機会くらいもらえるだろう。生徒達たちの待遇だって改善してもらえるかもしれない。変な意地を張らずに、相手の慈悲を請こえば。

　淡い期待にすがりつきかけて、首を振る。

　さっきのやりとりを忘れたのか。どんな約束をしたって、彼女は最終的には目的を優先するだろう。ミサキを撃滅して生存領域を広げる。そのために使えるものは全て使う。

　だけど、でも、だけど。

　何度となく逡しゆん巡じゆんを繰り返して、希望と絶望を行き来して、意識が曖昧になっていく。

　やがて自分が目覚めているのか、眠っているのかも分からなくなった頃。カッと光が弾はじけた。

　闇が打ち払われて網膜が焼かれる。世界が白一色に吞のみこまれる。思わず腕で顔を覆ってしまった。遠くから硬い靴音が響いてくる。視界に黒い染しみが二つ浮かび上がった。

「やぁ」

　ボクは弱々しく微笑ほほえんだ。

「やっと来てくれたか。遅かったね」

　ヘッドライトの下に彫りの深い面立ちが見える。面長で感情をどこかに置き忘れてきたような顔。トモヤスだった。

「ヒントが少なすぎたからな。探すのに手間取ったのは勘弁してくれ」

　錠前に鍵を差しこむ。重々しい鉄てつ格ごう子しは呆あつ気けなく開いた。

「ひどい有あり様さまだな。着替え、いるか？」

「先に身体からだを拭きたい。頭のてっぺんから足先まで水浸しだ」

　トモヤスがタオルを差し出してくる。震える手で受け取って顔に当てた。乾いた布が水分を吸い取ってくれる。身体からだの強こわばりが解けていく。ボクは大きく息をついた。

「ありがとう。ついでに温かいお茶でももらえるかな。具だくさんのスープならなおいい」

「あんたって本当に図ずう々ずうしいのね。こんな時まで減らず口を叩たたけるなんて、いっそ清すが々すがしいわ」

　傍かたわらのレコが呆あきれ顔がおになる。それでも代わりのタオルを手渡してくれたのは、よほど無む惨ざんな姿をしていたからだろう。彼女は凍えるボクの前で眉をひそめた。

「ていうか本気で助けてもらえると思ってたの？　あんな分かりづらい連絡の取り方で」

「意図はすぐ伝わると思ってたよ。君らなら、ものの数分で気づくかなって」

「なんで」

「ボクが無償で贈り物をするなんて、君、絶対信じないだろう？　ポイント譲渡とか必ず裏があると疑うはずだ」

「……」

　共同溝突入前に出した二通の手紙。あれが安全策だった。

　伝えたい内容をローマ字・アルファベットに直して分割する。互いに虫食い状態の文字列を別々の手紙に転記する。両者を重ね合わせれば元の意味が浮かび上がってくる仕掛けだ。もちろん長々と英数字を羅列していたら検閲で怪しまれるから、適度に分散させてダミーの文面と組み合わせた。おかげで伝えられた内容は『ボクらが〈病棟〉に忍びこむこと』『共同溝のハッチの場所』『一日連絡がなかったら助けに来てくれ』程度だ。だけどトモヤスはきちんと情報を分析して、ここにたどりついてくれた。

　ただ、レコはまだ不満そうだった。

「確かにあんたの思惑通り、あたし達たちは手紙を怪しんで持ち寄ったわ。暗号の解き方もすぐに分かった。だけど、それと実際に助けに行くかは別問題でしょ。ただでさえトモヤスは安静中だし、あたしはあんたのことが大嫌いなんだから」

「ボクのことは嫌いでもヤヒロは放っておけないんじゃないか？　君は意外と律りち儀ぎだからね。命を救われた恩はちゃんと覚えているはずだ」

　低い唸うなり声が返ってきた。そっぽを向くレコの横からトモヤスが進み出る。

「で？　実際問題、何が起きてるんだ。不法侵入の処罰にしては、少し度が過ぎているようだが」

「色々あったんだよ。多分、トモヤスが感じていた疑問への答えにもなる」

　ボクは一息ついて、駅探索から帰ったあとのことを説明していった。誰もいない病棟、どことも知れぬ外部との通信、リンとの会話。ミサキとツキソメの関係を告げるとトモヤスは露骨に凍りついた。だけど口を挟むことなく耳を傾けてくる。

「執行部はボクらと同じ〈生徒〉じゃない。外の人間だ」

　結論づけに沈黙が満ちる。トモヤスは鼻孔を開いて視線をさまよわせた。

「彼らはボクらを消耗品扱いしている。ポイントもツキソメも、結局は全体をうまく動かすためのツールだ。一人一人の命や幸せなんて全然気にしちゃいない」

「どうするべきだと？」

「〈学園〉を出よう」

　ボクは語気を強めた。

「ここは〈檻おり〉だ。どれだけ快適に見えても、結局、執行部の一言で処分や排除が決まる。だったらボクら自身で外に居場所を作った方がいい」

「食べ物や寝るところはどうするのよ」

　レコが眉を吊つり上あげた。

「外って、あのミサキだらけの町でしょ？　あんなところで安全に暮らしていけると思ってるの？」

「ボクらの知ってる〈町〉だけが外じゃない。あのコンピュータが繫つながっていた先、リンの管理者がいるところ、ボクらが目覚める前にいた場所。多分普通に人が暮らせるところがあるんだ。そこを目指す」

「夢物語よ」

　レコは助けを求めるようにトモヤスを振り返った。だけど彼は無言で天井を睨にらんでいた。一拍おいて視線を向けてくる。

「タイキ、おまえの言いたいことは分かった。俺個人としては賛同したい気持ちも十分以上にある。ただ、ことは〈学園〉の生徒全員に関わる問題だ。軽々しく結論は出せない。それに、今は他にやるべきことがあるだろう」

「分かってる」

　ヤヒロを助けてここから出る。全てはそれからだ。

「今、ボクらはどこにいるんだ？」

「分析班の敷しき地ちの廃倉庫だ。以前から妙な人の出入があるんで気になってたが、病棟から執行部員が移動しているのを見てピンと来た。入り口の警備は厳しいが、共同溝周りはザルだ。ただヤヒロの牢ろうには別に監視がついている」

「強行突破は？」

「できなくはないが、その場合は全面戦争だ。行き着くところまでやりあうしかなくなる」

　中身のない袖が揺れる。ミサキに食われたあとだ。涼しい顔をしているが、まだ本調子ではないのだろう。顔が青白い。あまり無理は言えない。

　頭の中で地図を呼び起こした。今いる場所と周囲の建物、相互の位置関係を思い出す。

「何人か、人手は足せるかい？」

　トモヤスが持っている情報交換ネットワーク、人脈。

「二、三人なら。ただ執行部との戦闘を任せるのは酷だぞ。練度も覚悟も全然足りていない」

「分かってる。直接戦ってもらうつもりはない。少し作業を手伝ってもらいたいだけだ」

「作業」

　いぶかしげなトモヤスにボクはうなずいてみせた。

「津波を起こす」




　バシャリ、バシャリと水筒の中身がぶちまけられていく。

　壁や床に付着した液体は、すぐに揮発して甘ったるい匂いを放ち始めた。亀裂の奥からトモヤスの仲間が次の水筒を運んでくる。薄暗い地下室は立ちこめる熱気と臭気で薄く煙っていた。全員、のぼせそうになりながら貨物をどけて、上階から共同溝への道を作っていく。

「急げ、すぐに気づかれるぞ」

　トモヤスが無線で指示する。先ほどから神経質に腕時計を確認していた。作戦開始から十五分、次の巡回まであと何分もなかった。

　タンタンと足音が響く。レコが亀裂から身を乗り出して手を振ってきた。

「廃倉庫までのマーキングは終わったよ。関係ないルートの閉鎖も完了」

「了解、ご苦労だった。タイキ？」

「ん」

　ボクは地図を見ながら返事した。現在位置は例のツキソメ精製施設、ヤヒロの居場所からは百メートルほどの距離だ。両者を結ぶ共同溝のルートを指でたどる。

　トモヤスが無線機を掲げた。

「上は十分の六、設置完了だ。そろそろいいだろう。巡回に見つかる」

「いや、ここにいる個体は薬で弱っている。中ちゆう途と半はん端ぱな数じゃ駆除されるだけだ。なるべく数をまとめないと」

「発見されたら元も子もない。あと一箇所で我慢しろ」

「三箇所」

「二箇所」

「ＯＫ」

　トモヤスが無線機に語りかける。しばらくして上階から探索着の生徒が下りてきた。丸めたワイヤーを持っている。

「敷ふ設せつ完了だ」

　ボクはうなずいて荷物をまとめた。立ち上がって全員を見渡す。

「全員バリケードの裏側に退避。マーキングの傍そばには近づかないように。あと、ツキソメの使用は厳禁」

　空気が強こわばる。得た情報は丁寧に共有したはずだけど、まだ納得しきれていないらしい。まぁ確かに丸腰で騎兵隊の突撃を受けろと言われたら、不安にもなるだろう。ただ、これ以上言葉を尽くしている余裕もない。

　ボクは指示の代わりにバリケードの後ろに引っこんだ。がらんと空いた地下室の中央スペースを見つめる。地上への階段と共同溝の亀裂を結ぶルート、そこに水筒の中身がぶちまけられていた。濡ぬれた床にワイヤーが這はい、階段上に続いている。もう片端はトモヤスの横の起爆装置に繫つながっていた。

「よし、始めよう」

　全員が退避したのを見届けてゴーサインを出した。探索着の生徒が起爆スイッチにキーを差しこむ。かちゃりと回した瞬間、上階でくぐもった爆発音が響いた。大した規模ではない。せいぜい『檻おりの鍵を吹き飛ばす』程度だ。ただ、ささやかすぎる破壊は続く災害の呼び水になった。

　金属がぶつかる音、何かが倒れる音、唸うなり声が連続して生じる。少しして地鳴りのような足音が近づいてきた。

　皆が身を強こわばらせる。恐怖に縮こまっていると、階上から災厄が下りてきた。

　角、蹄ひづめ、牙、甲羅、鱗うろこ、尻尾。

　異形、異彩の獣が重なり合って疾走している。呼気と唸うなり声が空気を満たした。興奮した目に濡ぬれた床が映っている。

　ミサキだった。

　ミサキの集団が『ぶちまけられたツキソメ』に引き寄せられている。

　レコのマーキングは予定通りの効果を発揮した。地下室に流れこんだミサキ達たちはそのまま床を蹴り、共同溝の亀裂に吸いこまれていく。あたかも「津波」のように〈学園〉地下へと広がっていった。

「心臓に悪いわ」

　足音が遠ざかるのを確かめてレコがぼやいた。銃を握りしめる手が震えている。

「これであいつらに襲われたら一生、自分の馬鹿さ加減を許せないと思った。あんたみたいな外道の口車に乗るなんて」

「じゃあもう認められるようになったね。外道を信じた自分は間違ってない、今後も〈貝かい殻がら〉のアドバイスを聞いてよさそうだって」

「やめて、頭痛がしてくる」

　しかめっ面つらの向こうでトモヤスが立ち上がった。上層の様子をうかがいながら武器を構える。

「移動しよう。騒動はすぐ収まる。執行部が立ち直る前にヤヒロを救い出さないと」

　丁度、階上も騒がしくなっていた。ミサキの脱走に管理者が気づいたのだろう。爆破の仕掛けが見つかったら面倒なことになる。

　早急に荷物を片づけて退散した。まだざわめきの残る共同溝を駆けていく。

　廃倉庫にたどりつくと、そこはもう大騒ぎになっていた。銃声と悲鳴が至るところから聞こえてくる。いきなり現れたミサキに誰も彼もが混乱していた。

　マーキングのあとを避けて突入する。階段を駆け上ると当惑する警備員を昏こん倒とうさせた。鍵束を奪い、ヤヒロの装備を回収して奥の牢ろうにたどりつく。

「ヤヒロ！」

　返事はない。暗い小部屋に影が横たわっている。手足を丸めて長い髪に覆われていた。そばに注射針付きの麻酔弾が何本も落ちている。

　鍵束を探るのももどかしく、錠を開ける。扉を蹴り飛ばして中へと入った。弱々しく縮こまった身体からだに駆け寄ると、

　──。

　寝息が聞こえてきた。

　すぅ、すぅと気持ちよさそうに眠っている。半開きになった唇からよだれが垂れていた。まじまじと皆が見下ろす中、「じぇらーと、ぱふぇ」と寝言が上がる。

「おい」

　鍵束で頭を小突くと「んがっ」と鼻でもつままれたような声が上がった。彼女は半眼のまま起き上がった。

「ん？　んん？　何？」

「何じゃないよ。よく寝られるね、こんな状況で、君は」

「やることがなかったから退屈で。あれ？　トモヤス？　レコ？　どうしたのみんな揃そろって」

「助けにきたんだよ。例のツキソメを作ってる施設からミサキを解き放って、執行部が混乱している隙に鍵を開けたんだ」

「へぇ」

　あくまで緊張感のない彼女に荷物を渡す。服装を整えて、銃剣銃を手に取ると彼女は深呼吸した。大きく伸びをして気合いを入れる。

「よっし、たっぷり寝たから充電完了。さぁ誰からぶっ飛ばせばいい？　警備の白服？　あの能面幹事？　それともミサキ？」

「とりあえず逃げるのが先だよ。今後どうするかは、安全圏に移動したあと話し合おう」

　呆あきれ顔がおのトモヤス達たちを横目に促す。ヤヒロは最初こそ不承不承だったけど、やがて元気いっぱいに歩き始めた。みんなの先頭に立って周囲を警戒し始める。

「どっちが助けに来たんだか、分かったもんじゃないわ」

　レコの声は溜ため息いき交じりだった。

「放っておいたら、あの子一人で脱獄できたんじゃないの？　あたし達たちが危険を冒す意味あったわけ？」

「まぁ」

　若干疑わしくなってきた。口ごもっているとヤヒロが振り向いてきた。

「もちろん、助けてもらって感謝してるわ。一人だと不安だったもの。ありがとう、レコもトモヤスも優しいのね」

「なっ」

　レコの顔が赤くなる。慌ててそっぽを向いて唇を尖とがらせた。

「あたしは……トモヤスについてきただけだから」

　しばらくは足音だけが響いた。遠くの喧けん噪そうにみんなの息遣いが混ざる。廊下を駆けて、階段を下りて、足早に地下を目指した。周囲の景色は徐々に年季が入り、壁や柱のほころびが目立ってくる。めくれあがった床が歩きづらさを増した。

「あのね」

　沈黙を破ったのはレコだった。顎を引いて思い詰めた顔になっている。

「ヤヒロ、あたし、あんたに一つ謝らなきゃいけないことがある」

「何？」

「〈駅〉を探索した時に、噓うそつき呼ばわりしたでしょ。昔のことなんか覚えてるわけないって」

「うん」

「あたしも思い出したの、だから噓うそじゃなかったのかもって」

　息を吞のむ気配が満ちた。ボクは思わず彼女を見つめた。

「何を思い出したんだ」

　レコは記憶を探るように目線を下げた。

「車に乗ってたの。海沿いを走ってて、多分、どこかに行った帰りだったんだと思う。家族と一緒で、パパは疲れた顔で運転していて、弟は『まだ遊び足りない』ってむくれてて、あたしはあたしで携帯を見るのに夢中になっていた。メッセージをやりとりしたり、撮った写真を見返したりして、で、ママに『目が悪くなるわよ』って怒られたの」

「……」

「あたしは丁度友達からのメッセージを受け取ったところだったから、すぐ返さなきゃって口答えして、でもママが『外を見てみなさい』って言ったの。『すごく綺き麗れいよ。携帯ばかり見てたら損するから』って。で、顔を上げた。太陽の光が海に落ちて、波がきらきらと輝いて、宝石箱をぶちまけたみたいになってた。一瞬圧倒されて、息を吸って、で、ママに返事しようとしたの。すごい、本当に綺き麗れいって。そうしたら急にクラクションが聞こえて、後ろから大きな黒い影が近づいてきて、で、目の前が真っ暗になった」

「それで？」

「多分、みんなと同じよ。目が覚めたら〈病棟〉で執行部の人ひと達たちに囲まれていた」

「どういうことだ」

　トモヤスの声は不審げだった。

「事故にでも遭ったのか？　で、病院に担かつぎこまれた？」

「分からない。他のことは何一つ思い出せないの。パパとママの名前も、弟をなんて呼んでいたのかも」

　悔しそうに唇を嚙かむ。同じ感情をボクも持ち続けていた。消えてしまった記憶、なくしてはいけない過去、手を伸ばしても霞かすみのように霧散する情景。

「ねぇ〈貝かい殻がら〉……ううん、タイキ」

　強い眼まな差ざしで見つめられる。レコは唇を結んだ。

「さっきの話、みんなで〈学園〉を出ようって言ったこと。外に行けばあたしの記憶も戻るかな？　パパやママに会えるかな」

　沈黙する。

　保証なんてできない。できるわけがない。このおかしくなってしまった世界の中で、彼女の過去が存在する理由などどこにもなかった。

　だけど、誰が否定できるだろう。他でもないボク自身、あるともしれない故郷に焦がれて〈学園〉を出ようとしていたのに。

　だからうなずく。まっすぐにレコの視線を受け止める。

「ああ、会えるさ。絶対に。一緒に探しに行こう」

　うん、と彼女は言おうとしたのだろうか。少なくとも口の形はそう動いていた。だけどつんざくような破裂音が続く言葉を断ち切った。

　銃声。

　レコの小さな身体からだがくるくると回って倒れ伏す。どう、と軽い衝突音が響いた。ほつれたおさげの髪から血がにじみ出る。見開いた目から生気が失われていった。

「あまり無駄弾を使わせないでほしいですね。弾薬や人員の補充もタダではないんですよ」

　薄暗がりに白服が浮かび上がる。稲穂の襟章が灯あかりを照り返した。リンが執行部員を引き連れている。手に持った銃から硝煙がたなびいていた。

「大人しく牢ろうに戻ってください。今ならまだ私の権限で不問に処します」

「不問だと」

　レコを見下ろしていたトモヤスが愕がく然ぜんと顔を上げた。一歩踏み出そうとする彼をボクは手で制した。

「やめろ。彼女にボクらの常識は通用しない」

　息を詰めてリンと向き合う。込み上げる恐怖を無理矢理抑えつけた。

「ミサキは？　どうしたんだ」

「ツキソメでおびき寄せて射殺しました。貴重な素材を無駄にするのはためらわれましたが、あなた達たちを逃がすわけにはいきませんので」

　こちらが思いつくことくらい、すぐ考えつくということか。甘かった。もっと急いで動いていれば。歯ぎしりしたい思いで拳を握る。

「ボクらをつかまえてどうするつもりだ。何日監禁したって協力なんかしないぞ」

「では再度条件交渉をしましょうか。生徒達たちへの探索報酬を一律二パーセント上げるのはいかがでしょう」

　喘あえぎ声が漏れる。人一人殺してすぐ取引とは。異質すぎる。感性の違いに目め眩まいがしてきた。

「タイキ」

　ヤヒロが銃剣銃に手を伸ばす。ボクは首を振った。だめだ。今戦闘に入ったら蜂の巣にされる。ボクらにはツキソメもない。ヤヒロがいかに超人的でも、一人では限界がある。

　どうする。共同溝の入り口までまだ距離がある。走って逃げこむにしても時間が必要だ。相手の隙を生み出す手段、降伏すると見せかけて突破？　いや。

「早く投降してください。でないとお仲間を一人ずつ殺しますよ」

　リンの声が無慈悲に響く。

　撃鉄の音とともに銃口がトモヤスをとらえた。

「あと十秒」

　鼓動が高鳴る。全身から汗が噴き出す。

「五秒」

　必死で活路を探す。何か、何かないか。

　廃倉庫の澱よどんだ空気。薄汚れた壁、ヒビの入った柱、荒れた床。

　床。

（あ）

　リン達たちの背後、崩れた床材の奥に金属の煌きらめきが見える。錆さびの浮かんだ……配管？　太さと色合いが記憶を呼び起こす。これは、確か。

「トモヤス、あそこを撃て！」

　一か八かの指示だった。もし目標がちゃんと伝わらなかったら、トモヤスの銃の腕が失われていたら、あるいは執行部員の方が早く射撃に入れたら。

　どれか一つでも条件が悪ければ即ジ・エンドだっただろう。だけどトモヤスは反射的に銃を構えると、片手持ちのままリボルバーを撃ち放った。

　凄すさまじい爆発が起こった。床が膨れ上がって爆風が押し寄せる。思わず顔を伏せたけど、爆心に近いリン達たちはそれさえ許されなかった。まともに圧力を受けて体勢を崩す。間髪入れずヤヒロが突撃した。怯ひるむ執行部員達たちを横薙なぎに吹き飛ばす。

「今のうち！」

　言われるまでもなかった。緩んだ包囲を突き破るようにダッシュする。ヤヒロもすぐに続いてきた。脇にレコの亡なき骸がらを抱えている。

「おい、どっちに行くんだ。共同溝じゃないのか」

　戸惑ったトモヤスに首を振ってみせる。

「今、君が撃ったのは地下を走るガス管だ。多分、穴の中は地獄のような有あり様さまになってる。建物を出てなるべく離れた方がいい」

　低い呻うめきが返ってきたけど、構わず走り続ける。遠くで誘爆を示す音が断続的に響いていた。

　通用口を見つけ出して、転がり出た頃には方々でサイレンが鳴っていた。夜だというのに寮舎の灯あかりがついている。厚生班と思おぼしき消火隊が泡を食った様子で駆けつけてきていた。

　周囲が混乱しすぎていたせいだろう。ボクら数人は大して注目を浴びることなく距離を稼げた。〈学園〉外縁部の芝生広場で足を止める。倉庫群の喧けん噪そうを背にレコを下ろした。トモヤスはひざまずき、光の失うせた目をそっと閉じさせた。

「すまない」

　下唇を嚙かんで囁ささやく。

「ボクのプランが不完全だった。リン達たちの対応を甘く見積もっていた」

「それは俺も同じだ。あんな簡単にミサキが駆除されるなんて思っていなかった。発破の仕掛けを減らしたのも俺だしな。謝られる立場じゃない」

　トモヤスは無表情に立ち上がって彼女を見下ろした。

「レコはな。色々言いながらおまえ達たちに負い目を感じていた。結局、理不尽なのはおまえでもヤヒロでもなくこの〈学園〉のシステムだと勘づいてはいたんだ。だけど感情的に認められなかった。何もできない自分を直視できなかった。そんな時におまえ達たちがつかまって、何かの転機だと思ったんだろう。危険を承知で助けに行くと言い出した」

「……」

「最後にこいつ、昔のことを思い出しただろ。すごくほっとした顔になっていた。だからよかったんだよ。何も知らないまま探索で果てるよりは、ずっと」

　ボクは無言で背を向けた。地面の荷物を持ち上げる。

「どこに行く気だ」

「リンをなんとかしてくる。多分、彼女はどこまでも追いかけてくる。決着をつけないと〈学園〉の外にも出ていけない」

「まさかとは思うが、贖しよく罪ざいとか考えてるんじゃないだろうな」

「柄じゃないけど多少はその傾向もある。ただ本質的にはさっき言った理由の方が大きい。あと彼女にはまだ訊きいておきたいこともあるし」

「私も行くわ」

　ヤヒロが銃剣銃を肩に載せた。猛もう禽きんじみた目が倉庫群を睨ねめつけている。

「あなたが私を引き留めた理由は『過去の手がかりを探るから』だったわよね？　だったら、あいつを問い詰める権利は私にもあると思う」

　否定する理由はない。もともとボク一人じゃ返り討ちにあう危険性も高かった。

　トモヤスが腰を浮かせかける。

「俺おれ達たちは」

「校舎に戻ってみんなをまとめてくれ。どっちみち今までの学園生活はもう終わりだ。混乱を最小限にするためにも誰かが中心になる必要がある」

　少し悩んだ挙げ句、トモヤスはうなずいた。硬い表情で見上げてくる。

「分かった。後始末は任せておけ」

「頼んだ」

　それ以上の会話は必要なかった。レコに簡素な黙もく禱とうを捧ささげて歩き出す。後ろからヤヒロが続いてくる。

　倉庫群の火は先ほどよりも広範囲に及んでいた。地下を伝って爆発が連鎖しているのだろう。手の付けようがなくなった建物から消火隊が退散している。

　ボクは何気ない風を装よそおって、逃げてくる隊員の一人をつかまえた。

「日ひの御み子こ幹事は？」

「まだ中に、撤退の指示をしている」

　指し示されたのはツキソメの精製施設だった。下手に一般の生徒を入れられないのだろう。少人数で処理しようと屋内に留まっているのか。

　こくりとうなずいて倉庫に向かった。なるべく火の少ない入り口を見定めて突入する。既に黒煙が立ちこめているので探すエリアは限定されていた。軋きしむ廊下を進んでいくと、ほどなく炎の中に人影を認めた。

　白衣をオレンジ色に染めてリンが立っている。護衛の姿はなく、彼女は一人で燃える精製設備を見上げていた。檻おりのミサキ達たちはほとんどが血まみれになって息絶えている。既に殺処分されたあとらしい。

「この施設を作るのに随分な時間がかかったんですよ。やってくる生徒達たちの世代が何周かするくらいには」

　つぶやき声で見つかったことが分かる。リンは無念そうに目を細めた。

「実験室レベルの開発と工業生産には大きな隔たりがあります。原材料の確保、品質維持、流通、在庫管理、様々な困難を私わたし達たちは克服してきました。でもこれで全部やり直しです。他管区との序列づけにも影響が出るかもしれません」

　溜ため息いき交じりに言って向き直ってくる。逆光で白い顔に影が落ちた。

「どうしてくれるんですか、タイキ君」

「どうもこうもない、徹頭徹尾自じ業ごう自じ得とくだ」

　ボクは銃を構えた。リボンタイの胸元を照準する。

「君らの理屈や感覚に付き合うつもりはない。ボクらの感覚を理解してもらえないことも分かってる。だったら生存をかけて殺し合うしかない。ミサキとボクらがそうだったように」

「私を撃ちますか？」

　ボクは銃把を握りしめた。ごくりと唾を飲む。正直、まだ人の姿をした相手を躊ちゆう躇ちよなく撃てるほど心がすり切れていない。掌てのひらに汗が滲にじんだ。

「その前に一つ訊きかせてほしい。ボクらのいる『ここ』はなんだ？」

　リンは首を傾かしげた。

「〈学園〉ですよ」

「違う、そういう話じゃない。ボクらの知ってる過去、意識を失う前にいた場所、そこと切り離された『ここ』はなんなのかって質問だ。誰もいない町、子供だけの〈学園〉、正体不明の怪物。まさかそれらが全部、ボクらの世界と地続きってわけじゃないだろう」

「……」

「答えられないなら代わりに言うよ。ここは『死後の世界』じゃないか？　事故や災害で亡なくなった人ひと達たちが流れ着く場所」

　ヤヒロが弾はじかれたように見つめてくる。ボクは息を吸った。

「レコやヤヒロの記憶には共通点がある。みんな、何かの弾みで断ち切られたように意識をなくしているんだ。車に乗っていたり、屋上で走っていたり、状況こそ違っても、途切れるはずのないところで記憶が途切れている。不慮の事故にあったとでも考えれば説明がつくんだ。そしてボクらの魂は君きみ達たちに捕らわれて、この世界に閉じこめられた」

「荒唐無稽ですね」

「かもしれない。でも病棟のコンピュータで見た通信先、あそこには〈ＴＡＫＡＭＡＧＡＨＡＲＡ〉と書かれていた。高たか天まが原はら、神話で言う神の国のことだ。君らが神様みたいな存在で、ボクらの魂を迎え入れたと考えるのは決しておかしくない」

「なるほど」

　リンは小さくうなずいて眉をもたげた。

「よいところまでは来ていますね。ただ残念ながらあなた方は天に召めされたわけではありません。この地の名はアシハラ、豊トヨ葦アシ原ハラノ中ナカツ国クニとはすなわち人の世のことです。神々が住まう世界と一緒にされては困ります」

「どういうことだ」

「あなた方はまだ現世うつしよにいるということですよ。罪と穢けがれに覆われた世界から離れられたわけではありません」

　混乱する。じゃあやはりボクらは死んでいないのか？　記憶をなくしただけで、かつての世界に留まり続けている？

　でもリンは「よいところまで来ている」と言った。一体何が当たっていた。どこで正解から外れた？

　荒い息遣いで銃を構え直す。

「禅問答はたくさんだ。答えを言ってくれ。さもないと撃つ」

「話したところで助かる保証はありませんよね」

「ああ。ただ話さなければ君は今すぐ死ぬ」

　瞬間、風が吹き抜けた。すぐ前にリンの顔が大写しになる。

「誰が、誰を殺すですって？」

　っ！

　銃が叩たたき切きられる。何が起きたのか、考える間もなくヤヒロが割って入った。突き出されたナイフを銃剣銃の銃身で弾はじき飛とばす。重々しい金属音が響き渡った。

　リンは即座に体勢を立て直すと上体をひねるように横薙なぎの一撃を放った。たまらずバックステップするヤヒロを回し蹴りで吹き飛ばす。

　探索着の身体からだがゴムまりのように床を跳ねた。ヤヒロは片手と膝を突いて立ち上がったけど信じられないような顔になっていた。

　速すぎる。常人の動きではない。

「ツキソメを飲んでるのか」

　ボクの喘あえぎ声にリンは「いいえ」と肩をすくめた。

「あなた達たちに戦う力を与えたのは我々ですよ。管理する側がされる側より弱くてどうするんですか」

「こ……のっ！」

　飛びかかるヤヒロを片腕で押おし止とどめる。ナイフの切っ先は微動だにしなかった。続けてもう一合、赤子をいなすように銃身が逸そらされる。

「力はありますね、スピードもなかなかです。荒削りですが特筆すべき能力ですね。ねぇ四し十じ万まさん、一体なぜそんな風に動けるんですか？　どんな違いがあなたと他の生徒の間にあるんですか？」

「そんなの知らないし！」

　苛いら立だちも露あらわに銃剣を繰り出す。

「私は私、目覚めたらこうなっていたんだから！　違いとか言われても分からない！」

　衝突音が響く。真正面から攻撃を受け止めてリンは「ああ」と口を開いた。心の奥まで見通すような眼まな差ざしで、

「なるほど、〈後悔〉ですか。誰かを救おうとして救えなかった、その無念があなたを突き動かしている。珍しいケースですね。自分の命ではなく他者を案ずる思い。それが断絶を超えて、あなたに力を与えている」

「何を」

「ですが残念ですね。起きてしまった事実は覆くつがえせません。時計の針は戻せないんです。今更帰ったところでもう手遅れです」

「……！」

　ヤヒロが一瞬見せた隙をリンは逃さなかった。銃身を払って懐ふところに飛びこんでくる。繰り出した刃は、薄皮一枚で目標をとらえ損ねた。切れた上着の生地が宙を舞う。ヤヒロはどうにか体勢を立て直そうとしたけど、間に合わない。続け様の攻撃で次第に追い詰められていく。

　ヤヒロの瞳に迷いが浮かんでいた。リンの言葉が彼女の心をむしばんでいる。抱いていた目的を見失わせている。

（くそっ）

　なんとか援護できないかと思ったけれど、二人の動きは速すぎてとらえられない。下手に割りこめば両者の武器で切り刻まれそうだ。

　どうする。

　どうすれば、どうしたら。

「終了です」

　弾はじき飛とばされた銃剣銃が床に落ちる。倒れたヤヒロにリンが刃を振り下ろす。鋭い切っ先が無防備な胸元を襲った。

（っ！）

　気づけば身体からだが動いていた。渾こん身しんの力でリンに突っこむ。策も何もない。自暴自棄な一撃。

　だけど、それは彼女の意表を突いたようだった。二人でもみ合うように床を転がる。ボクはリンを押えこみながら背後に叫んだ。

「しっかりしろ、ヤヒロ！」

　苛いら立だちが込み上げてくる。

　単細胞が、何を真面目くさって悩んでいるんだ。状況も空気も全て無視して突っこむのが君の長所だろうに。敵の言葉一つに凹へこまされてどうする。

　時計の針は戻らない？　今更帰ってももう手遅れ？　そんなもの、ただの詭き弁べんだ。

「ボクらが仮に一度死んだとして、でも今こうして巡り会い言葉を交わせている。互いの存在を感じ取れている。奇跡が起きてるんだ。だったら取り返しのつかないことなんて何もない。何度だってやり直せる。こんなところで諦めるな！」

「騒々しいですよ」

　紙くずのように振り払われた。したたかに背中を打ちつけて息が止まる。リンは冷ややかに見下ろしてきた。

「あなたの相手はあとです、タイキ君。四し十じ万まさんを大人しくさせたあと、ゆっくり話し合いましょう。施設を台なしにした穴埋めはきっちりしていただかないと」

「クソ食らえだ」

　毒づきを無視してリンは戦闘に戻ろうとした。だけど、その目が大きく見開かれる。ヤヒロの姿が消えていた。弾はじき飛とばしたはずの銃剣銃も見当たらない。

「うっらああああああ！」

　後ろからヤヒロが突進してくる。銃剣銃を腰だめに構えて、突きの姿勢になっていた。リンは舌打ちしてナイフで防ごうとした。だけど間に合わない。死角からの攻撃で振り向いている余裕はない。

　ドン！

　重い音が響いた。切っ先がリンの身体からだを貫いている。

　やった……か。

　いや、だめだ。かざした腕が刃を食い止めている。白い袖が攻撃を吞のみこんでいた。リンの目がすぼまる。

「残念でしたね。今一歩届きませんでした」

「ただの槍やりならね」

　ヤヒロは左手で銃身をつかんだまま、右の人差し指をトリガーにかけた。リンの顔が歪ゆがむ。回避モーションと銃声が轟とどろくのはほぼ同時だった。

　至近距離で放たれたライフル弾はリンの身体からだを吹き飛ばした。細いシルエットが床を転がる。立ち上がろうとする彼女にもう一度、ヤヒロは銃弾を撃ちこんだ。更に銃撃しようとする彼女をボクは手で止めた。

「もういい、十分だ」

　荒い息遣いのまま歩み寄る。リンの胸元は真っ赤に染まっていた。流れ出た血が床を塗らしていく。能面じみた顔から急速に生気が失われていっていた。

「ボクらの勝ちだ」

「……ええ、ええそうですね」

　玻は璃り玉めいた目に頭上の炎が映っていた。

「おめでとうございます。これであなた方は世界のほとんどを敵に回しました。おそらく行く先々で多大な苦難を背負うことになるでしょう。結末を見届けられないのが残念です」

「君らは何者だ、ボクらを使って何をしようとしてたんだ」

「言うと思っているんですか？」

　歪ゆがんだ唇は嘲あざ笑わらっているようにも見えた。

「ただ……あなたは疑っていたようですけど、我々の目的は大して変わらないんですよ。ミサキを倒して探索エリアを広げていく。世界中に足跡を残し、最後の場所にたどりつく」

「最後？」

「気づいていたはずですよ。見知っている風景とは違う存在、日常の中に生まれた異物」

　わずかに考えて答えに至る。地平線に見える巨大な塔、天と地を繫つなぐ白い柱。

「〈ミハシラ〉」

　リンはうなずいた。

「そこに行けばなんらかの結論は得られるでしょう。まぁ無事にたどりつければの話ですが」

　背後で落下音が響く。焼け落ちた柱が資材を押し潰していた。先ほどより大分、火勢が強まっている。

「タイキ、そろそろ行かないと」

　訊ききたいことはいくらでもあった。だけどこれ以上留まるのは危険だ。後ろ髪を引かれつつリンから離れる。最後に一度、彼女はぽつりと言った。

「〈罪〉に押し潰されなければいいんですけどね」

　露悪的な笑みが浮かんでいた。

　言葉の意味を考えている余裕はない。ヤヒロとともに出口を目指した。

　ゴォッ。

　炎が唸うなる。

　熱い。踏みつけた燃えかすから火の粉が上がる。四方からバーナーで炙あぶられているようだ。息苦しさを覚えつつ来た道を戻ると、そこはもう瓦が礫れきに塞がれていた。

　黒煙から逃れるように別のルートを探す。非常口、非常階段、避難梯はし子ご。どこもだめだ。途方に暮れかけた瞬間、右手前方にわずかな空くう隙げきを認めた。崩れた壁とコンテナが支え合って一メートルほどのアーチを作っている。今にも崩れそうだけどその先はまだ炎に巻かれていなかった。

「行こう」

　口元をタオルで押える。

　黒く煙った視界の中を必死で駆けていく。見通しは悪く、進むにつれて息苦しさが増してくる。足下が悪い。散らばった破片が靴底に刺さる。油断すると蹴け躓つまずいてしまいそうだ。身体からだが重い。必死に足を動かしているのに、どんどんペースが落ちていく。

　ガァン！

　通り過ぎた通路に構造材が落ちてきた。火の粉が後ろ髪を焼く。熱い、苦しい。もう走れない。本当にボクらは出口に向かっているのか。分からない、ぐるぐると同じところを回っている気がした。

「タイキ！」

　はっと見開いた目に、崩壊する天井が映る。漏れ出した炎が闇を払いのけた。いつの間にかヤヒロは随分前を進んでいる。慌てて取って返してきたけど、崩落のペースの方が早い。伸ばした手が瓦が礫れきに遮られる。

（ああ）

　なんだろう、似たような景色を前に見た覚えがある。

　夕暮れ時の屋上。

　沈みかけた太陽を背に女の子が何か叫んでいる。黒髪の綺き麗れいな子だ。目だけがすごくおっかない、猛もう禽きんのような眼まな差ざしで睨にらみつけてきている。でもボクは知っていた。彼女がとても優しくてまっすぐな人だってことを。そのまっすぐさ故にボクの行動を許せないことも。

　──ごめん。

　精一杯の謝罪を口にしてボクは後ろに踏み出す。屋上の縁を乗り越えて、何もない場所に。

　彼女は走ってきた。必死の形相で手を伸ばしてくる。だめだ。危ないよ。君まで落ちてしまう。

　かぶりを振って重力に身を任せた。身体からだが宙に浮く。意識が遠ざかる。女の子の手が空を切った。そう、それでいい。君は、君だけはずっと──

「タイキ！」

　がっしりと手首をつかまれた。

　白昼夢が醒さめる。周囲の音が戻ってくる。

　ヤヒロだった。瓦が礫れきと炎を撥はねのけてボクを抱えこむ。そのまま常識外れの脚力で床を蹴った。

「死なせない。今度は、絶対」

　意味を訊たずねる間はなかった。周囲の景色が風のように移り変わっていく。崩れた壁をくぐりぬけ、床の破口を飛び越え、降りかかる火の粉を切り裂いてボクらは駆けた。

「顔を伏せて！」

　頭を覆った瞬間、壁が弾はじける。銃剣銃の一撃が構造材を薙なぎ、夜空が広がった。清涼な空気の中にボクらは飛びこむ。間一髪、背後の空間を瓦が礫れきが満たした。崩壊する倉庫を炎が包みこみ、天に向かって立ち昇っていく。
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　芝生の上に倒れこんだ。

　もう一歩たりとも歩けそうにない。

　肩で息をつきながら星空を見上げた。横では同じく倒れたヤヒロの息遣いがする。気づけばボクらはまだ手を握り合ったままだった。

「これからどうなるのかしら？」

　ややあってぽつりと声が響いた。

「それはボクらの話？　それとも〈学園〉の話？」

「両方」

「ううん」

　リンの話を信じるなら、ボクらはとてつもない存在を敵に回してしまったことになる。管理者を排除した〈学園〉にどんな処分が下るかも分からない。あるいは凄惨な報復が待ち受けているのかもしれなかった。

　でも、それでも。

「進むべき道を探していくんじゃないかな。少なくともそうできる自由をボクらは手に入れたんだから」

　誰かに押しつけられた理想郷ではなく、自じ分ぶん達たちでつかみとれる居場所、未来を。

　ヤヒロは少し考えてから言った。

「多分、私は今までもそうしてきたと思うけど」

〈学園〉で目覚める前も、目覚めたあとも、ずっと。

　周囲のしがらみなど一切気にすることなく。

　ボクは「うん」と苦笑して、繫つないだ手に力を込めてみた。
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　リンを失った執行部は急速に瓦が解かいした。

　ある者は知らぬ間に姿を消し、ある者は「何も知らなかった」と言い張った。結局『幹事』なんて役職名にかかわらず、彼女が〈学園〉統治のキーパーソンだったのだろう。上位組織と連絡を取り、生徒達たちの庇ひ護ご者を装よそおい、探索のシステムを維持し続けた。だからその彼女がいなくなった途端、〈学園〉という共同幻想もまた終わりを告げた。生徒が生徒を治める理由はなくなり、ミサキ討伐のモチベーションも失うせた。

　混乱がなかった、と言えば噓うそになる。大小無数のデマが出回り、犯人探しが始まり、略奪まがいの事件もいくつか起きた。

　ただ最終的にはトモヤスのネットワークが事態を鎮しずめた。『当面物資の補充はない』、『ツキソメの供給もない』、『病棟は空で、誰一人そこから起きてくることはない』あけすけな情報公開が皆から反発の気力を奪い、狂騒を冷ました。

『で、どうするんだ』

　打ちひしがれた生徒にトモヤスは『さぁな』と答えた。

『暴れてる暇があったら、みんなで考えればいいんじゃないのか？　少なくとも議論するだけなら物資も減らない』

　幸いと言うべきか、立ち入り禁止の解けた区域からは少なくない物資が発見された。栽培可能な種子も見つかり、しばらくは皆の腹を満たせるだろう。

　唯一、病棟だけは不可解な様子を見せていた。パソコンは撤去されて、通信機器の類いも消えていた。誰も立ち入った記憶はないと言っていたから、あるいはリンが処分したのかもしれない。ただ地下の配線含めてケーブルめいたものが何一つ見つからなかったのが奇妙だった。あの短い時間で撤去の工事をしたのか、それとももとよりケーブルなど必要なかったのか、今のボクらには知る由よしもない。

　ともあれボクらは多くの不安と面倒と、そしてわずかばかりの自由を得た。転がりこんだ権利をどう使うのか、あるいは使わないのか、時間をかけて決めていくことになるのだろう。

　そしてボクとヤヒロは──




「やっと行くのか」

　背後からの声に振り向くとトモヤスが立っていた。早朝のゲート棟を背に布袋をぶらさげている。隻腕の姿がすっかり様になっていた。風に制服の袖が揺れている。

「なんだい、その『ようやく厄介払いできた』的な言い草は」

　黙って出て行くつもりだったことを棚に上げて眉をひそめる。

「探索と違って長い旅になるからね。それなりに準備が必要なんだよ、これでも急いだ方だ」

「分かってる」

　トモヤスは肩をすくめた。

「というか別に厄介払いしたつもりはない。本音を言えば、もっと残っていてほしかったくらいだ。ただおまえが早く出て行きたがってることも知ってたからな。なぜ付き合ってくれているのか疑問に思ってた」

「騒ぎのきっかけを作ったのはボクだからね。後始末の義務はあると思ったんだ。まぁでも、〈学園〉をここまで立て直したのはトモヤス、君の手柄だ。ボクは少し手助けしたにすぎない」

「にしても助かったことに代わりはない。最後に一度、礼を言いたくてな。こうして見送りに来たわけだ」

「で、さっきの台詞せりふかい」

「湿っぽい別れは趣味じゃないだろう。それともなんだ、生徒全員一列に並んで手を振ってほしいか？」

「冗談じゃない」

　にやりと笑ったのは二人同時だった。なんとなくここに来て初めて心を通じ合えた気がした。

　トモヤスは荷物を取り上げると放り投げてきた。

「餞せん別べつだ。俺個人で集めていた地図と食料、装備が入っている」

「いいのか？」

「構わない。結局俺はレコみたいに昔を思い出すこともできなかったからな。せめて過去を探す奴やつらの助けになりたい」

「分かった。じゃあありがたく受け取っておく」

　布袋を肩に担かついで目礼する。トモヤスは静かにうなずいた。

「よき探索を、タイキ」

「ありがとう、トモヤス。君も達者で」

　前に向き直って歩き出す。それ以上、声をかけられることはなかった。石畳のアプローチを歩いていくと向こうに黒髪の女の子が見えてくる。

　大量の荷物と装備を背負った探索着、風に揺れるネッカチーフ。

　ヤヒロだ。

「随分なお寝坊さんね。もう一人で行こうかと思っちゃった」

　揶や揄ゆするような笑みに首をひねってみせる。

「それは無理だね」

「なんで？」

「君、土地勘の欠片かけらもないだろう。地図も読めないし、出て行ったところですぐ戻ってくるに決まってる」

　ぐっと押し黙る彼女の横を通り過ぎる。ヤヒロはむくれていたけど、溜ため息いきとともに走ってきた。

「遅れたことへの謝罪は？」

「悪かったよ。でも、まだ待ち合わせの二分後だ。君が早く来すぎたんじゃないか？」

「だってずっと楽しみにしてたんだもの。一分一秒だって早く出発したかったわ。あなたも同じじゃないの？」

「まぁね」

　実際トモヤスとの遭遇がなければ、もっと早く待ち合わせ場所に到着していた。逆にヤヒロの到着をジリジリしながら待っていたかもしれない。してみるとボクらは似たもの同士なのだろう。過去に焦がれて、過去に囚とらわれて、正体さえ分からぬ後悔に苛さいなまれる存在として。

「ねぇ、ヤヒロ」

　階段を下りながら呼びかけた。いつの間にかヤヒロが先行している。木漏れ日に黒髪が輝いていた。

「一つ、質問があるんだけど」

「何？」

「ボクらはここに来る前に知り合いだったんじゃないかな」

　白昼夢の光景が蘇よみがえる。

　夕暮れ時の屋上、駆け寄ってくる女の子、空に身を投げ出しながら「ごめん」と囁ささやく誰か。

　守れなかった人と再会したから、謝りたかった人が見つかったから、ボクらはこうも自然に寄り添えるのではないか。互いを支え合えたのではないか。

　ヤヒロが振り向いた。風が長い髪を膨らませる。

「さぁ？」

　あっけらかんと首を傾かしげられた。

「分からないわ。でもいいじゃない。私わたし達たち二人はもうこの世界で知り合っているんだから」

　浮かんだ笑みの朗らかさに毒気を抜かれる。

　確かに、事実としてボクらは一緒にいる。知り合ったタイミングが意味を持つかは、記憶を取り戻さなければ分からない話だ。今、詮索したところでどうしようもない。

　全ては過去への道を見つけてからのこと、かつていた場所にたどりついたあとの話。

　だけどリンの最後の言葉が脳裏を過る。

『〈罪〉に押し潰されなければいいんですけどね』

　あれは一体どういう意味だったのだろう。今に至る時間のどこかでボクらが何かを間違ったのか、だったらそれを探るのは本当に正しいことなのか。

　分からないことはまだまだある。

　この世界がアシハラで、リン達たちの世界がタカマガハラだとしたら、二つはどういう関係にあるのか？　かつてボクらがいた世界はどこに行ってしまったのか？

　そして〈ミハシラ〉。あれは一体なんなのだろう、リン達たちはなぜあの柱を目指していたのか。たどりついて何をするつもりだったのか。

　何もかもが曖昧でぼんやりとしている。だけどたった一つ、『故郷を見つけたい』という思いだけは変わらなかった。目覚めてからずっとボクの心の奥底に鎮座している。だったら今はそれを拠よりどころにするしかない。ヤヒロと二人で、かつてやり残したことを見つけに行く。

　ひょっとしたらボクらはもう死んでいるのかもしれないけれど。

「取り返しのつかないことなんてない……って言ったもんな」

「ん？　何？」

　振り向くヤヒロに「いや」と首を振る。そろそろ市街地だ。集中しよう。

　リィィン。

　鈴の音が響く。時間と空間を超えて歌が聞こえる。彼方かなたに見える〈ミハシラ〉を見つめながら、荷物を背負い直しつつ、ボクは大きく息を吸いこんだ。

「外へ」

　枝葉のアーチを抜けて、丘からの階段を下りきって、ボクらは故郷への一歩を踏み出した。







　あとがき




　地図が好きです。

　どのくらい好きかと言うと、ネットの地図サイトを見て半日時間が潰せるくらいに大好きです。

　だって楽しいじゃないですか。

　自分の記憶にある場所がどう繫つながっていて、どんな地形に囲まれているのか。川の水源はどこか、広い空き地の正体は、やたら細い道が一直線に延びている理由は何か。色々考えてるだけで時間が飛ぶように過ぎていきます。

　安上がりですね。

　趣味としては最高の部類だと思います。

　噓うそくさいと思う方、たとえば練ねり馬ま区く平へい和わ台だい・氷ひ川かわ台だいの地図を見てみてください。交差点を取り巻くように同心円の街路がいくつも作られていると思います。しかもその北側には自衛隊の駐屯地が。おお、これはきっと何か国防上の理由が！　ひょっとして旧軍の遺構か!?　とかワクワクし出したら、もう沼への入り口です。まぁこの件に関しては、単に区画整理的な理由らしいですけどね。斜めに延びる幹線道路に対して、南向きの住宅を分譲しようとすると、どうしても円形っぽい生活道路が生まれてしまうという。

　ともあれ地形と、その成り立ちを探るのはとても楽しいものです。なので地図を題材にした話もいつか書ければと思っていました。

　今回、担当編集様の応援もあり長年の希望を叶かなえられました。本作は元気な男の子・女の子が謎の世界の地図を作っていく物語です。笑いあり、ドキドキあり、ほっこりありと個人的に好きなものを詰めこみまくった作品になりました。最近重い話ばかりやっていましたし、久しぶりに素直な冒険譚たんを書けて僕は幸せです。新規の読者の方はもちろん、常連の皆様にも楽しんでいただけると思います。どうかごひいきに。

　ちなみに冒頭の「やたら細い道が一直線に延びている理由」ですが、概おおむね暗あん渠きよ（地下に埋設された水路）です。暗あん渠きよ、いいですよ、暗あん渠きよ。それだけで一冊本が書きたいくらいです。暗あん渠きよ……好き。




　最後になりますが、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編集の黒くろ川かわ様・小お野の寺でら様、美麗な挿画で本を彩いろどってくださったイラストのぼや野の様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧ささげたいと思います。ありがとうございました。





二〇一九年四月　夏なつ海み公こう司じ
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